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 IoT技術が進歩し，ソーシャルネットワーキングサービス（SNS）は我々の日常生活にお

いてはかなり浸透してきています。ロボットや AI の技術も社会インフラのひとつとなる

ような日もそう遠くないかもしれません。しかし仕事は結局，「人」がするものであり，

そこにはお互いの「理解」と「尊敬」が必要不可欠なのです。そうして初めて「共同作業」

が意味を持つようになると考えます。 

 先日，県内の某企業に勤務する卒業生と夕食を共にする機会がありました。彼との年齢

差は８年ですから，彼が在学当時私は新米教員の１人だったことになります。酒を酌み交

わしながら「もうあれから二十数年が経つんだなぁ」と，二人とも時の流れの速さに実に

感慨深いものを感じていました。当時私は 600ccのバイクで通勤しており，とある先輩教

員に「彼にはまだ学校の仕事を任せられないな」と揶揄されたほどでした。でもそのバイ

ク通勤のおかげで（？）学生から話しかけられる機会が増えたのも事実でした。機械工学

科で学んでいた彼もその１人で，彼とは妙に気が合って，卒業式も終わった数日後の天気

が良い日に日帰りのツーリングに出かけたほどでした。彼が就職してからはお互い忙しく

なったせいか年賀状のやり取りだけとなり，その後連絡を取れない期間が十数年続きまし

た。 

 そしてある日のこと。FaceBookを通じて彼から「お久しぶりです。何とか元気にしてい

ます」との連絡が届いたのです。彼は社内で生産技術のリーダーとして活躍しており，工

場の生産ラインの新規立ち上げおよび技術指導のため来月初めから海外赴任予定との事

でした。お互いスケジュールを調整して２週間後に再会した彼は本当に頼もしく成長して

おり，私としても大変嬉しい気持ちでした。そして全くの偶然ですが，お互いヨーロッパ

製の自動車に乗っており，それを通じて共通の友人がいることもわかったのです。彼曰く

「仕事関係とは全く違う人間関係って大切ですよね」との事。社内外で交友関係が本当に

幅広くなったし，仕事で悩んでいても（職場とは）違うルートで問題解決が図れたことは

今までに数え切れないということでした。これには私も全く同感です。 

 この「JOINT2018」を手に取られた皆さん。本冊子は本校の教職員が普段どんなことを

研究しており，どのような形で皆さんのお役に立てるかを一緒に考える「出発点」になれ

ばとの思いから作成したものです。どうぞお気軽に本校にお越しください。心から，お待

ちしています。 
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福井工業高等専門学校は，平成３年度に「先進技術教育研究センター」を設置し，校内の教

育研究体制を充実させるとともに，地域企業との共同研究及び技術相談の促進を行なってきま

した。 

平成１６年４月に伝統産業支援室を開設し，翌１７年４月に同センターを「地域連携テクノ

センター」と改称した後も地場産業支援室やサテライトラボ（企業の方への貸し出し実験スペ

ース）の設置など，地域に根ざした人材の育成と技術支援を目指し様々な取り組みを行ってい

ます。平成１８年度には当センター内に「地域・文化」「環境・生態」「エネルギー」「安全・防

災」「情報・通信」「素材・加工」「計測・制御」の７部門を設け，より分かりやすく，より相談

しやすい受入れ体制を整えました。 

また，平成１９年度にはアントレプレナーサポートセンターを開設し，起業家育成と事業創

出の支援を行なっています。 

さらに，平成２５年度には地域連携テクノセンターの改修工事が完了し，より一層利用しや

すくなりました。 

 

 

平成 ３ 年度  「先進技術教育研究センター」設立 

共同研究発表会開始 

平成 ５ 年度  高度技術者研修開始 

平成 ６ 年度  教育研究振興会結成 

平成 ７ 年度  マグネットコンテスト開始 

平成 ８ 年度  活動紹介誌「ＪＯＩＮＴ」発行開始 

平成 10 年度  福井県地域研究開発促進拠点事業（ＲＳＰ事業）開始 

平成 11 年度  ラジオキャンパス開始 

平成 12 年度  ＪＯＩＮＴフォーラム開始 

福井県地域結集型共同研究事業開始 

平成 15 年度  福井県都市エリア型共同研究事業開始  

平成 16 年度  伝統産業支援室の設置 

さばえめがねワク wakuコンテスト開始（～23年度） 

平成 17 年度  「地域連携テクノセンター」に名称変更 

地場産業支援室の設置 

教育研究振興会を地域連携アカデミアに改組 

平成 19 年度  「アントレプレナーサポートセンター」設置 

平成 22 年度  ふくい防災マップコンテスト開始（～23 年度） 

平成 25 年度  地域連携テクノセンター リニューアル 

平成 26 年度  鯖江市防災士養成講座開講 

２．地域連携テクノセンターの概要 

沿   革 
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Advanced Research Center for Regional Cooperation（ARC） 

本センターには７つの研究部門があります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職     名 氏 名 所  属 
電話番号 

（研究室直通） 

センター長   （併任）教 授 山本 幸男 電気電子工学科 0778-62-8268 

副センター長  （併任）准教授         松井 栄樹 物 質 工 学 科 0778-62-8323 

副センター長  （併任）准教授 辻野 和彦 環境都市工学科 0778-62-8316 

地域・文化部門長（併任）教 授 吉田 三郎 一般科目教室 0778-62-8219 

同 副部門長 （併任）准教授 井之上和代 一般科目教室 0778-62-8226 

環境・生態部門長（併任）教 授 高山 勝己 物 質 工 学 科  0778-62-8294 

同 副部門長 （併任）講 師 後反 克典 物 質 工 学 科 0778-62-8325 

エネルギー部門長（併任）教 授 芳賀 正和 機 械 工 学 科 0778-62-8255 

同 副部門長 （併任）准教授 高久 有一 電子情報工学科 0778-62-8279 

安全・防災部門長（併任）准教授 田安 正茂 環境都市工学科 0778-62-8300 

同 副部門長 （併任）助 教 樋口 直也 環境都市工学科 0778-62-8275 

情報・通信部門長（併任）准教授 小越 咲子 電子情報工学科 0778-62-8280 

同 副部門長 （併任）准教授 佐々 和洋 物 質 工 学 科 0778-62-8291 

素材・加工部門長（併任）准教授 加藤  敏 物 質 工 学 科 0778-62-8286 

同 副部門長 （併任）准教授 村中 貴幸 機 械 工 学 科 0778-62-8253 

計測・制御部門長（併任）准教授 亀山建太郎 機 械 工 学 科 0778-62-8315 

同 副部門長 （併任）准教授 西  仁司 電子情報工学科 0778-62-8273 

 

地域･文化 
Regional Alliance & Culture 

環境･生態 
Environment & Biology 

 

計測･制御 
 Measurement＆Control 

エネルギー
 Energy 

  

  

 

   組   織   

情報･通信 
Information＆Telecommunication 

素材･加工 
Material & Processing 

 
安全･防災 

Safety & Disaster Prevention 
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   施    設    

伝統産業支援室 

福井工業高等専門学校の位置する福井県の丹南地域は，

古くから越前和紙，越前漆器，越前打刃物，越前焼，越前

箪笥の４つの伝統産業が栄え，地場産業の基盤を支える大

きな拠点となっています。 
本校では，これらの伝統産業界を支援し，地域基盤の活

性化を図るため，技術相談や依頼をひとつの窓口で受け入

れることによって，より親しみやすく相談しやすい体制を

構築しています。 
 
 

地場産業支援室 

 福井県の丹南地域は，眼鏡枠を始め，繊維・染色産業・

セラミックスや自動車関連，化学工業などの生産地でも

あり，これらの地場産業は福井の経済を支える大きな位

置を占めています。地場産業支援室では，従来の地元産

業界との研究・開発協力体制をさらに充実させるべく，

新しい分析装置を備えています。 
 
 

分析計測室 

大型の分析・評価装置を備えて，本校の研究を支え，企業の方の依頼分析等に応える施設 
です。ＩＣＰ，ＥＳＣＡ，ＴＥＭ，ＳＰＭ，ＳＥＭ，ＸＲＤ他多くの機器類を共同で運営し

ており，地域連携技術者研修を受けていただければどなたでも使用していただくことができ

ます。また，学内保有の各種機器についても事前に御連絡いただければ教育・研究に支障の

ない限り使用していただくことが可能です。 
 
 
アントレプレナーサポートセンター 

平成１９年４月，地元の起業，創業を促進し，地域産業の活

性化を図る目的で，地域連携テクノセンター３階に開所しまし

た。これは 1～２年後の起業を志す，あるいは自らのアイデア

を事業化したいと考える学生・地域の技術者を対象に，オフィ

ススペースを一定期間（半年契約で最大１年間）提供していま

す。 
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平成３０年度活動予定

６ 月 福井高専地域連携アカデミア役員会開催

ＪＯＩＮＴ２０１８発行

７ 月 福井高専地域連携アカデミア総会開催

第２４回マグネットコンテスト作品募集開始（～9/30 まで）

８ 月 全国高専フォーラムに出展

防災グッズ工作教室を開催（共催事業）

９ 月 越前モノづくりフェスタ２０１８に出展（9/15-17）

第１３回越前市ロボットコンテスト競技会・表彰式を開催（共催事業）

１０月 北陸技術交流テクノフェア２０１８に出展（10/25-26）

さばえものづくり博覧会２０１８に出展（10/26-28）

第１回高専カフェを開催

１１月 第２回高専カフェを開催

１２月 ＪＯＩＮＴフォーラム２０１８を開催

第３回高専カフェを開催

防災グッズ工作教室を開催（共催事業）

１ 月 第４回高専カフェを開催

２ 月 第２４回マグネットコンテスト表彰式を開催（主催事業）

３ 月 ふくい知財フォーラムに出展
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 地域連携テクノセンターの保有機器  

 

１．超高分解能電界放出形走査電子顕微鏡（ＳＥＭ）（元素分析システム付） 

日本電子 ＪＳＭ－7001Ｆ ＴＴＬＳ型 

構成 サーマル電界放出形電子銃（ＦＥ） 

下方二次電子検出器・上方二次電子検出器・ 

半導体反射電子検出器 

コニカル対物レンズ（磁場漏れのないアウトレンズ） 

５軸コンピュータ制御モータ駆動試料ステージ 

エネルギー分散形Ｘ線分析装置（ＥＤＳ） 

性能 二次電子像分解能：1.2nm（加速電圧 30kV) 

  観察倍率：×10～×1,000,000 

  加速電圧：0.1kV（試料バイアス電圧負荷）～30kV 

  ＥＤＳエネルギー分解能：133eV 以下 ， 検出可能元素：Be～U 

用途 金属材料，電気電子材料，機能材料，新素材などの材料表面をナノメートルオーダーの

高分解能で観察できます。また，ＳＥＭと組み合わせて広範囲の元素分析が可能で，材料・

機械・エレクロトニクス・情報・化学・バイオなどの分野に有用です。 

 

２．赤外吸収スペクトル測定装置 

構成・性能 

パーキンエルマー社 

分解能 最高 0.4cm-1 

測定波数範囲 8300～350cm-1 

S/N比 55000:1 

赤外顕微鏡 Spotlight200 

測定波数範囲 透過・反射・ATR測定時 7800～600cm-1 

測定モード 透過／反射／Ge-ATRマッピング及び透過／反射／ATRポイント測定 

用途 赤外分光法は特に分子の官能基や早い運動についての情報が容易に得られる特徴を持っ

ており，材料全般について測定可能です。また，ATR（全反射法），顕微赤外法部分を持つ

ことから，特に水溶液の測定や微少部位の測定に有利です。 

 

３．Ｘ線光電子分光分析装置（ＥＳＣＡ）  

 日本電子 ＪＰＳ－9010TR型 

 最小分析装置 200μｍφ 

 用途 Ｘ線モノクロメーターを内蔵し，単色化したＡlＫα線源

が利用でき，金属，高分子やハイテク材料の表面分析に最

適です。 

 

４．誘導結合型高周波プラズマ発光分光分析装置（ＩＣＰ） 

 パーキンエルマー社 Optima8300 

 特徴 Charge-Coupled-device（ＣＣＤ）を受光部に使用 

 波長範囲 160～782nm 分解能 0.006nm 

 用途 試料に外部エネルギーを与えることにより，放射された光

をＣＣＤ分光器で解析し，試料に含まれる元素の種類と量を

測定します。化学試料，生体試料中の微量成分分析，鉄鋼，

非鉄金属中の微量金属の分析などに最適です。 
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５．走査型プローブ顕微鏡（ＳＰＭ） 

 日本電子 ＪＳＰＭ－4200型 

 原子分解能 ＡＦＭ（原子間力顕微鏡）モード：マイカ原子像 

       ＳＴＭ（走査型トンネル顕微鏡）モード：ＨＯＰＧ原子像 

特徴 ＳＰＭの画像情報は，走査電子顕微鏡（ＳＥＭ）像に似

ています。しかし，ＳＰＭの水平分解能は 0.14nm と高く，

通常のＳＥＭでは観察できない原子分解能領域での観察が

可能です。またＳＰＭの垂直分解能は0.01nmと非常に優れ，

試料表面の凸凹形状を非接触もしくは低ダメージで正確に

とらえることができます。さらに，ＳＰＭは表面の形態情

報のみならず，摩擦・粘弾性・磁気・表面電位など様々な

情報をも画像化でき，特にＭＦＭ（磁気力顕微鏡）モード

では，磁区観察に威力を発揮します。 

 

６．超高分解能電子顕微鏡システム（ＴＥＭ） 

 日本電子 ＪＥＭ－2010（ＵＨＲ）型 

 性能 分解能：粒子像 0.25nm，格子像 0.14nm 

    微少プローブ径：0.5nm，加速電圧：200kV 

特徴 原子スケールでの固体材料の微細構造をとらえるための

超高分解能観察と極微小領域分析（電子線回析等）の両方の

機能を有する最先端の透過型電子顕微鏡です。新材料等の材

料研究をはじめ，バイオ・医療分野にも幅広く活用されます。 

 

７．試料水平型多目的Ｘ線回折装置（ＸＲＤ） 

 リガク UltimaⅣ 

 性能 最大定格出力：3kW, ターゲット：Cu, スキャンモード：

θs/θd 運動,θs,θd 単独, ゴニオメータ半径：285mm, 2θ測角範囲：-3～162°, 最小ステッ

プ角度：0.0001° 

 特徴 X線を用いて薄膜応用材料である金属多層膜，化合物半

導体薄膜，無機有機発光材料，LB薄膜，鉱物などの回折

パターン及び反射率を測定して，その組成分析や結晶性

などを評価する装置です。また，ナノ粒子の構造評価と

して注目されているX線小角散乱測定が可能であり，専

用ソフトウエアを使用してナノ粒子サイズ分布を解析で

きます。さらに，粉末X線回折測定を行って複雑な結晶

構造を持つ材料の定性分析及び定量分析を行うことがで               

きます。 
 
８．核磁気共鳴装置（ＮＭＲ） 

 ブルカー・バイオスピン ＡＶＡＮＣＥⅢ ４００ＭＨｚ 

 性能 1H共鳴周波数 400 MHz  

X核共鳴周波数 14～400 MHz 

    溶液用検出器 観測核 15N～31P, 19F, 1Hを自動で観測 

特徴 化学や生物の研究分野で用いる分子の核スピンを観測

し，分子構造の決定を行う汎用性の高い非破壊検査法で

す。固体プローブを備え，幅広い材料測定に利用できま

す。 
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９．ＭＩＴ耐折度試験機 

 テスター産業 ＢＥ－201 

 性能 荷重：2.9～14.7Ｎスプリング式，屈曲速度：175cpm 

    屈曲角度：左右 135° 

 用途 紙，フイルム，金属箔やフレキシブルプリント配線板（ＦＣＬ，

ＦＰＣ）等の耐折性を評価する装置で，耐折性試験機としては最も

ポピュラーな装置のひとつです。 

 

 

１０．次世代ものづくり教育用実験装置 

 ① ３Ｄカラースキャナ 

 データ・デザイン Ａｒｔｅｃ Ｅｖａ 

 性能 ３Ｄ解像度（最大） 0.5[mm]，３Ｄ精度（最大） 0.1[mm]  

    撮影範囲 214×148[mm] – 536×371[mm]，24bit Color 

 用途 24ビットカラーテクスチャを添付した３Ｄデータの作成。 

 

 ② ３Ｄスキャナ 

 ローランドディージー ＬＰＸ－６００ 

 性能 スキャン領域 （幅）254×（高さ）406.4[mm] 

    最小スキャンピッチ 0.2[mm] 

 用途 ３Ｄデータの作成 

 

 ③ ３Ｄプリンタ 

 ＫＥＹＥＮＣＥ ＡＧＩＬＩＳＴＡ－３１００ 

 性能 造形サイズ 297×210×200[mm]，解像度 635×410[dpi] 

    Ｚ分解能 （高分解能）15／（標準）20[μｍ] 

    モデル／サポート材 ＡＢＳライク透明樹脂／水溶性樹脂 

 

 ④ ３Ｄプロッタ 

 ローランドディージー ＭＤＸ－５４０Ｓ 

 性能 加工可能材料 樹脂・軽金属，最大ワーク質量 20[kg] 

動作ストローク 500(X)×400(Y)×155(Z)[mm]  

    位置決め精度 ±0.1[mm]/300[mm]，分解能 0.001[mm/step] 

 

 ⑤ 基板加工機 

 Ｍｉｔｓ Ａｕｔｏ Ｌａｂ 

 性能 加工範囲 229[m]×300[mm]，分解能 0.156[μm] 

    最小パターン幅 0.1[mm]，自動工具交換機能あり 

    入力データ形式 ガーバーデータ，ＤＸＦ形式 

 

 ⑥ レーザーカッター 

 レーザーコネクト Ｅｐｉｌｏｇ Ｍｉｎｉ １８ 

 性能 加工範囲 475×305[mm]，ワーク最大高さ 102[mm] 

    レーザー形式 炭酸ガスレーザー（1063[μm]）出力 30[W] 

ＣｏｒｅｌＤｒａｗｄで読み込める形式に対応 
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福井高専コーディネーター紹介 

 

【産学連携コーディネーター 鷲田浩志】 
 
 「企業と高専を結び付けます。」 
 真の付加価値を実現するには，『産・官・学・金』の連携が不可欠で

す。それぞれお互いに寄り添う事が必要と感じます。『産』と『学』だ

けでなく，『産』同士，『学』同士も同じです。 
お互いの議論から将来のニーズを読み取り，さらには新規なニーズ

を創造したい。それぞれが所属する組織の枠を越えた協力が望まれま

す。 
組織に所属する方は日頃からそれぞれ何かをしなければならないと

思っています。自分の組織から飛び出しお互いに win-win の関係にな

りたい。自分にはないものを相手は持っています。自分とは異なる視

点を持っています。 
また真の付加価値とは，科学技術だけで産み出されるものではありません。人文科学もまた必要

です。福井高専の総合力を前面に押し出して頂きたい。企業側はそれを引き出したい。お互いがお

互いを活用したい。気軽な議論を通じて，お互いに大きな飛躍をなし遂げたい。 
 
 
 
【知的財産コーディネーター 蓑輪泰造】 
 
これから皆さんが研究を進めるときや企業において新製品の開発に携

わるとき何かと知的財産に関わることになります。既存の知的財産との

関係を調べたり，知的財産として権利化するときなどアドバイスをさせ

ていただきます。 
 
１．先行技術の調査 
研究や開発を進める場合，先行する技術を確認することで他人の権利

を侵害しないことや研究や開発が重複する無駄を省くことが可能です。

また既存の技術や知見と比べて新規性や進歩性を主張する場合にも先行

する特許などをベースにすれば説得力が有ります。 
知的財産（特許・実用新案・意匠など）の先行技術調査は「特許情報プラットフォーム」から誰

でも可能です。一度覗いてみてください。 
（https://www.j-platpat.inpit.go.jp/web/all/top/BTmTopPage） 
 
２．知的財産の出願・登録 
優れた研究や製品開発がなされた場合，論文発表と合わせて知的財産の出願・登録を考えましょ

う。他者にただ乗りされないためにも知的財産の登録は重要です。本校では知的財産の出願や権利

化に伴う手続きや費用面でのお手伝いが可能です。出願の可能性や手続きなど総務・地域連携係を

通して問い合わせください。 
 

 

３．地域社会との連携事業 
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わるとき何かと知的財産に関わることになります。既存の知的財産との

関係を調べたり，知的財産として権利化するときなどアドバイスをさせ

ていただきます。 
 
１．先行技術の調査 
研究や開発を進める場合，先行する技術を確認することで他人の権利

を侵害しないことや研究や開発が重複する無駄を省くことが可能です。

また既存の技術や知見と比べて新規性や進歩性を主張する場合にも先行

する特許などをベースにすれば説得力が有ります。 
知的財産（特許・実用新案・意匠など）の先行技術調査は「特許情報プラットフォーム」から誰

でも可能です。一度覗いてみてください。 
（https://www.j-platpat.inpit.go.jp/web/all/top/BTmTopPage） 
 
２．知的財産の出願・登録 
優れた研究や製品開発がなされた場合，論文発表と合わせて知的財産の出願・登録を考えましょ

う。他者にただ乗りされないためにも知的財産の登録は重要です。本校では知的財産の出願や権利

化に伴う手続きや費用面でのお手伝いが可能です。出願の可能性や手続きなど総務・地域連携係を

通して問い合わせください。 
 

 

３．地域社会との連携事業 
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 越前市ロボットコンテスト２０１７への協力事業  

（計測・制御部門 亀山建太郎，西 仁司） 
 

地域連携テクノセンターは，全日本中学校技術家庭科研究会が主催する『創造ロボットコン

テスト全国中学生大会』のスタートアップとして開催される『越前市中学ロボットコンテスト』

に対し，平成22年度より様々な形で協力を行ってきました。平成29年度における実施事項は，

昨年までと同じく夏季講習会（7/29，8/26）への講師派遣と，大会（9/30）への会場提供・運

営サポートです（ロボット部部員を設営・運営サポート・審判員として派遣）。競技部門は，

昨年度と同様，小学生を対象とした『チャレンジ部門』と，中学生対象の『活用部門（授業内

部門）』『応用部門』の3部門であり，福井高専第二体育館で開催されました（下写真）。 

チャレンジ部門では，昨年度の参加が4-6年生の11チーム28名であったのに対し，本年度は21

チーム21名の参加がありました。夏期講習会には小学校の先生と一部保護者の方もご参加いた

だき，生徒と熱心に工作に取り組まれていました。本年度もチームという体裁をとってはいま

したが1人1台での参加であり，大会の様子が分かった生徒が積極的に参加をしているのではな

いかと推察されます。 

中学生を対象とした部門では，活用部門では5チーム，応用部門では3チームの減となりまし

た。一校における参加減の原因としては，指導される先生の転勤が大きく関係しているという

話がありました。また，応用部門において一中の参加が突出している理由は，一中には科学部

があり，一年を通じて活動ができ，また技術の蓄積が可能であるため，工作力が問われる応用

部門の指導がしやすいのに対し，他校では運動部を引退した生徒が主な参加者であるという理

由に依るようです。 

まとめると，昨年までは新規参加校を募る等の活動がされていましたが，今年は小学校への

働きかけに力を入れており，結果，小中の縦の連携による地域技術教育振興に力を入れるとい

う形となっています。中学ロボコンが以上のような展開を見せる中で，高専として，中学校と

連携した地域技術振興に，どのような形で貢献していくべきか，改めて考える必要があると感

じました。 

 

 

 

 

 
 

 

 チーム数（活用） チーム数（応用） 

 H28 H29 H28 H29 

武生第一中学校（越前市） 1 - 5 5 

武生第二中学校（越前市） 2 3 1 1 

武生第五中学校（越前市） 7 3 - 1 

万葉中学校（越前市） 2 1 3 3 

南越中学校（越前市） 2 2 5 3 

森田中学校（福井市） 1 4 1 - 

進明中学校（福井市） 2 2 1 - 

高浜中学校（高浜町） 3 - - - 
合計 20 15 16 13 

─11─



“KOSEN（高専）4.0”イニシアティブ

（プロジェクト実行委員会）

文部科学省では平成２９年度予算において「産業界のニーズに応え実践的・創造的な技術者を養

成している国立高等専門学校について，教育活動を支える基盤的な経費の充実を図るとともに，社

会経済の変化に対応し，高専教育の充実・高度化に資する以下の取組について，重点的に配分する。」

とし，国立高等専門学校における教育研究の推進のための取り組みを行うこととしました。全国に

ある国立高等専門学校の運営を行う国立高等専門学校機構では，「新産業を牽引する人材育成」，「地

域への貢献」，「国際化の加速・推進」の 3つの方向性を軸に，各高専の強み・特色を伸長すること

を目的とした“KOSEN（高専）4.0”イニシアティブを実施しています。今回，全国５１高専から申

請された９６件の事業計画のうち，本校のプログラムを含む３７件の事業が採択されました。

本校では，平成２９年度「“KOSEN（高専）4.0”イニシアティブ」支援対象事業として「地域との

協創による，地域定着型人材育成のためのＰＢＬコンテンツ開発」が採択されています。この事業

は，県が進める経済新戦略を踏まえ，地域の特性を包含した課題をＰＢＬ演習の基軸に据え，地域

を理解し愛着心を持って地元に定着する人材育成教育を実施するものです。経済界並びに行政と連

携して，本校が得意とする分野で地域課題を取り上げたＰＢＬ教育プログラムを構築し，専攻科を

含めた長期運用を行うことで，地域特性を理解しつつ地元愛を持って地元に定着する人材育成を目

指すと共に，成果を地域に還元することを目的としています。取り組み内容としては，本校が実績

を挙げる分野に加え，今後ニーズが増大するであろう地域特性をふまえたテーマを先取りする形で，

地域定着型の人材育成をＰＢＬ教育を柱として新しいカリキュラムを編成します。具体的には，県

の施策の柱となっている農工連携，原子力，防災・減災の３つを取り上げ，演習授業課題とします。

また，演習の中で展開されたアイディアや結果を提携企業など地域に直接還元し，高専との結びつ

きが強化のできる地域協創型ＰＢＬ教育を構築します。また，これらのテーマを出前授業や公開講

座などに取り込み，理系に対する興味の涵養を行いリケ女・リケ男の裾野拡大をめざします。

本事業は２年間で行われるものであり，第一期間である平成２９度は，専攻科における科目「創

造デザイン演習」でＰＢＬ教育プログラムを８テーマ構築し，課題演習を実施しました。この科目

には３名の担当教員がおり，専門学科横断演習として実施してきたもので，学生が目的達成に向け

て自律的に行動するため，学習意欲が喚起され，課題に取り組むモチベーションが継続しやすいと

いう特徴があります。また，防災・減災に関しては，平成３０年３月８日（木），９日（金）に防災・

減災リーダー養成を目的とした「防災士養成講座」を実施しました。学生及び地域住民の計８２名

が受講しました。地域の課題を見出し解決するための PBLプログラムの開発や防災・減災のための

ウェブツール開発も行っています。平成３０年度はこれらの取り組みをふまえ，PBLテーマの精査

を行い，本科横断型 PBL教育での実施案を検討・決定します。

図１ 新しい教育形態の模索 図２ 創造デザイン演習 発表
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 本校には外部組織として「福井高専地域連携アカデミア」があります。また，本校は福井県で組

織している「ふくいオープンイノベーション推進機構」のメンバーとしても活動しています。さら

に県内の市町（鯖江市，越前市，美浜町）と連携協定を結んでいます。これまでは特定の企業や団

体に対して個別のアプローチをしてきましたが，平成３０年度前半にはこの取組みを強化すべく本

校内に「PBLプロジェクト管理室」を立ち上げ，そこに複数の関係教員が携わることを計画してい

ます。また，必要に応じて県や市町の関係者にも適宜参画して頂き，教育プログラムとしての問題

意識の共有化を図り，双方の信頼関係を構築したいと考えています。 

 本事業は２年間の取り組みですが，その目的は継続的な人材育成にあります。地域特性を踏まえ

た３分野の PBLコンテンツを本科５学科横断の融合・複合 PBLとし，計６テーマを平成３１年度か

ら実施すると共に，その成果を地域に公表・還元することを目指しています。地域企業へ人材を送

ることによって，産業界との信頼関係の強化と入学志望者の確保を図りたいと考えています。本事

業を一層推進するためには，連携機関との信頼関係を構築するとともに，支援終了後も継続的に運

営がなされるよう，必要な体制の構築に努めることが肝要です。関係の皆様のご理解とご支援，ご

協力を賜りたく，今後とも宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 平成 29年度“KOSEN（高専）4.0”イニシアティブ採択事業 

（主：地域への貢献、副：産業を牽引する人材育成） 

地域との協創による、地域定着型人材育成のための PBLコンテンツ開発 実施体制 
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図３ 平成 29年度“KOSEN（高専）4.0”イニシアティブ採択事業

（主：地域への貢献，副：産業を牽引する人材育成）

地域との協創による，地域定着型人材育成のための PBLコンテンツ開発 実施体制 
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 福井高専防災士養成講座の開催  

（安全・防災部門 辻子裕二） 

 

１．講座概要 

本講座は KOSEN 4.0イニシアティブ採択事業「地域との協創による，地域定着型人材育成のため

の PBLコンテンツ開発」（防災・減災）に係る「平成 29年度福井高専防災士養成講座」として，鯖

江市，越前市，福井県防災士会，防災士ネットワークさばえ，越前市防災士の会の後援を得て，福

井高専が主催したものです。 

 防災士とは“自助”“共助”“協働”を原則として，社会の様々な場で防災力を発揮するための十

分な意識と一定の知識・技能を修得した人を指し，日本防災士機構が認証する資格です。本講座を

実施するにあたり，福井高専が防災士養成研修実施機関として認証を受け，全 31講座の防災士養成

講座（事前レポート含む）を開講しました。 

 

２．実施内容 

 本講座には福井高専学生 68名，福井高専教職員 7名，地域住民等 5名の計 80名が受講しました。

講師は防災士資格を有する教員等 6名に加え，地元の防災士会 1名の計 7名が務めました。受講者

には 12項目（12時間）の集合研修のほか，全 31項目の事前レポート課題の提出が求められました。

集合研修では体験型の演習もあり，受講者は多様な災害に対する知識等を学びました。福井地震は

もとより，平成 16年福井豪雨，平成 30年福井豪雪の内容も含まれ，防災の重要性を改めて認識す

る機会となったことでしょう。 

 

 

松田校長による挨拶 

 

講義の様子 

 

演習の様子 

 

３．結果と展望 

 講座終了後，日本防災士機構から来校した 2名の試験官の監督のもと，防災士資格取得試験が行

われました。本講座修了生 80名全員が合格しました。既に防災士を取得している学生を含めば，福

井高専在校生の約 7％が防災士であることになります。これを機に，福井高専における防災上の課

題（PBL 課題）が洗い出され，この解決策を授業の中で検討することで，結果として学校全体を含

めた地域の安全がより高まるよう期待しています。 
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松田校長による挨拶 

 

講義の様子 

 

演習の様子 

 

３．結果と展望 

 講座終了後，日本防災士機構から来校した 2名の試験官の監督のもと，防災士資格取得試験が行
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今回製作した水車 

発電制御ボックス 

 第７回小水力発電アイデアコンテスト   

（エネルギー部門 藤田克志，山本幸男， 

                                       安全・防災部門 田安正茂） 

 

東海北陸地区高専テクノセンターの連携事業として毎年開催されている小水力発電アイディアコ

ンテストは、各高専の学生達が自ら設計した小水力発電装置を現地に設置して、発電した電力を地

域社会で活用するアイディアと技術を競うコンテストです。平成２３年度に岐阜県郡上地区を会場

として第１回大会が開催され、第２回は三重県北部の員弁地区、第３回は福井県鯖江市河和田地区、

第４回は愛知県豊田市旭地区、第５回は富山県南砺市、第６回は岐阜県高山市を会場として開催さ

れました。そして今年は第７回大会として石川県白山市鶴来地区を会場として開催されました。雪

深い谷あいが多いことで知られるこの地区は山からの川のせせらぎがそこここで見られ、とても自

然が豊かな環境に恵まれています。 

このコンテストは愛知県に拠点を置く株式会社デンソーの全面的な協力の下で行われており、本

校は機械工学科、電気電子工学科、環境都市工学科の学生達で構成された同好会（THE研究会）が

第２回大会から参加しています。デンソーの技術支援チームのサポートを受けるなど、現場の技術

者とも交流しています。またさらに重要なのは異なる専門分野の学生達が知恵を出し合い、地域の

人たちのニーズを把握しながら発電装置を設計・製作して現場での設置・運転まで行うことでしょ

う。地域住民の方々との交流という他のコンテストにはない特徴を持ったこのイベントは高専の技

術者教育プログラムの中でも極めてユニークな位置を占めているのです。 

 平成２９年度の第７回大会は本校を含めて計５高専が参加し、平成３０年３月２４日・２５日の

日程で設置・試運転および発表会が行われました。本校からは１１名の本科学生が参加しました。

チーム一丸となって奮闘しましたが、今回の大会では残念ながら入賞を果たすことはできませんで

した。しかし学生達の表情には「やりきった」という達成感が感じられました。 

 このコンテストは今回で当初の目的を達成したと評価され、諸般の事情も含めて総合的に判断し

た結果、平成３０年度以降は開催しないことになりました。 
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「高専カフェ」開催

（地域・文化部門 井之上和代，相場大佑）

高専での教育や研究を紹介する機会として，オープンキャンパスや公開講座等が盛んですが，「も

のづくり」や「実験」などが，キーワードになったものがほとんどです。一方，言語や歴史，文学，

科学でも以上にあげたキーワードから遠い分野の教育や研究は，地域の皆様に紹介する場があまり

ありません。

「高専カフェ」とは，主に地域・文化部門に所属する教職員の行なっている教育や研究などを紹

介するもので，肩の力を抜きながらゆっくりと話を聴いていただく，時には議論していただくとい

う企画です。平成 27 年度から始め，3 年目を迎えました。

平成 29 年度は以下のような内容でした。

日程 講師 テーマ

10 月 13 日（金） 米田 知晃 教員（電気電子）
放射線を正しく怖がろう〜放射線を
知り、原子力を考える〜

11 月 10 日（金） 伊勢 光 教員（国語）
王朝文学における「未亡人」−「未亡
人」の物語的機能を読む

12 月 8 日（金） 松井 一洋 教員（保健体育） スポーツシューズの履き方 選び方

1 月 12 日（金） 坪川 武弘 教員（数学） アメリカの高校数学のすごい教材

「高専カフェ」の名の通り，気軽に参加していただき語り合うという趣旨のもと，事前申し込み

なしで実施していますが，各回 10〜20 名にご聴講いただきました。本校教職員，学生に加えて毎

回一般からの参加がありました。

第 1 回：原発を多く抱える福井県の

住民として，原子力に対する正しい

知識の重要性を痛感。

第 2 回：「未亡人」というキーワード

を切り口に，源氏物語を解説。聴衆も

熱心に聴き入りました。

第 3 回：バイオメカニクスの専門家に

よる，スポーツシューズ選びのポイン

トが伝授されました。足のサイズの測

りも実習。
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  放送・メディア研究会       サイエンスクラブ         THE研究会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 北陸技術交流テクノフェア２０１７の出展・参加  

（地域連携テクノセンター，専攻科） 

 

 全国からものづくり企業が集う北陸最大規模の展示商談会

である北陸技術交流テクノフェアが，10 月 26日～27日に福

井県産業会館で開催されました。福井高専のブースでは，専

攻科２年生が取り組んでいる特別研究の成果をポスター展示

して研究シーズの発表を行い，来場者と意見交換を行いまし

た。 

 

 

 

 

 越前モノづくりフェスタ２０１７への参加事業  

（地域連携テクノセンター） 

 

越前市の地域産業の振興発展を目的とした「越前モノづくりフェスタ 2017」が 9月 16日～18日

にサンドーム福井で開催されました。福井高専のブースでは，日替わりで科学技術系クラブ（放送・

メディア研究会，サイエンスクラブ，THE 研究会）の活動成果を出展しました（表 1）。各クラブの

学生らは親子連れの来場者に科学技術の魅力を伝えました。 

 

表 1 越前モノづくりフェスタ出展内容 

日程 出展クラブ名 出展内容 

9月 16日 放送・メディア研究会 ラジオ番組出演体験 

9月 17日 サイエンスクラブ サイエンス教室（科学実験） 

9月 18日 THE研究会 小水力発電アイデアコンテストの取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表の様子 

第 4 回：観覧車を題材に 1 ヶ月かけて

グループ学習で三角関数、微分などを

学ぶアメリカの教材を紹介。 

第 4 回：観覧車を題材に 1 ヶ月かけて

グループ学習で三角関数，微分などを

学ぶアメリカの教材を紹介。
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講演を行う青山教授 

 さばえものづくり博覧会２０１７への参加事業  

  （地域連携テクノセンター） 
 

鯖江市内の事業所紹介，市内産業の振興発展，後継者の育成

と農商工連携に寄与するための「さばえものづくり博覧会」が

鯖江市嚮陽会館で開催されました。  
 福井高専からは，屋外テントで，10 月 20 日は学校照会ブー

スを設置し入試広報等を行い，10 月 21・22 日は物質工学科教

員の研究紹介をパネル展示にて行いました。 
 あいにくの天候にも関わらず，市内中学生をはじめたくさん

の来場者でにぎわっていました。 
 
 
 

 イノベーションリサーチ交流会 in 福井高専開催   

（地域連携テクノセンター） 
 

 11 月 29 日，「イノベーションリサーチ交流会 in 福井高専」

（ふくいオープンイノベーション推進機構主催・福井高専共催）

が開催され，県内企業関係者等約 30 名が参加しました。 
 第 1 部では，宇宙産業への機器開発及び部材提供における

FPGA の重要性についての 3 講演が行われ，本校からは電子情

報工学科の青山義弘教授が講演を行いました。第 2 部では，同

教授による HDL の FPGA コーディングの講習がありました。 
 山本地域連携テクノセンター長の挨拶の後，参加者は実験室

に移り，福井高専の FPGA 環境・画面をプロジェクタで見学し，

盛会のうちに終了しました。 
 
 
 

 ＪＯＩＮＴフォーラム２０１７開催   

（地域連携テクノセンター） 
 

12月 7日，福井高専大講義室において「JOINTフォーラム 2017」を開催しました。 

本フォーラムは，本校と福井県内の産官学金関係者との結びつきを深めることを目的として，地

域連携テクノセンター主催で実施しているものです。「福井高専における産官学金連携の取り組み」

をメインテーマに掲げ，地元企業，本校の教育研究支援組織「地域連携アカデミア」会員企業，本

校教職員など 83 名の参加がありました。 

松田校長の開会挨拶に続き，岐阜工業高等専門学校 機械工学科 准教授 本塚智 氏による特別講

演が行われ，「軟磁性金属の開発を通じた産学官連携の取り組みと課題」について講演いただきまし

た。 

また，「平成 29年度“KOSEN（高専）4.0”イニシアティブ採択事業」に関連した本校の新しい取

り組みについての発表を，総務・企画主事の上島副校長が行いました。その後，地域連携アカデミ

ア会員企業及び本校教職員による共同研究事例発表とポスターセッションなどが行われました。 

閉会にあたって，同センター長から挨拶があり，盛況のうちに幕を閉じました。 

物質工学科ブース 

紹介

6
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た。 

また，「平成 29年度“KOSEN（高専）4.0”イニシアティブ採択事業」に関連した本校の新しい取

り組みについての発表を，総務・企画主事の上島副校長が行いました。その後，地域連携アカデミ

ア会員企業及び本校教職員による共同研究事例発表とポスターセッションなどが行われました。 

閉会にあたって，同センター長から挨拶があり，盛況のうちに幕を閉じました。 

物質工学科ブース 

審査の様子

第２３回マグネットコンテスト開催

（素材・加工部門 村中貴幸，加藤敏）

マグネットコンテストは，ものづくり教育の一環として，レ

ア・アースマグネットの世界的生産拠点である信越化学工業

（株）武生工場の協力を得て平成７年度から実施しているもの

で，第 23回となる今回は，アイデアを募集したところ，県内外

の小中学生，高校生，高専生，大学生から総数 1,241件ものア

イデア作品が寄せられました。

厳正なる審査の結果，最優秀賞から佳作まで 20作品が選ばれ

ました。2月 15日に開催を予定していた表彰式は，大雪の影響

により中止となりましたが，多くの皆様から作品を応募いただ

き，有意義なコンテストでした。

「ふくい知財フォーラム」セミナーへの参加

（素材・加工部門 松井栄樹）

新たな事業を創出する産学官金連携活動について，同活動を積極的に行うためのヒントを得るこ

とを目的とした，第 8回「ふくい知財フォーラム」セミナー（テーマ：地域知財を通した知と技の

融合・連携づくり）が 3月 7日に福井大学で開催されました。

会場ロビーには福井県内の大学，公設機関等の研究内容，知財支援内容等を展示したパネルが合

計 21件配置され，パネル前では研究者やコーディネータの方々による説明や，成果に対する意見交

換，質疑応答等が行われました。本校からはテクノセンターの紹介および機能性色素の性質評価に

ついてのパネル 2枚を出展しました。

またふくい知財フォーラムの知財活用活動紹介や，他の自治体における知財戦略，権利化に関す

る講演も行われ，今後の連携活動についての情報収集を行いました。

開会挨拶する松田校長 特別講演 本塚智 氏
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本校には，地域・文化，環境・生態，エネルギー，安全・防災，情報・通信，素材・加工，

計測・制御の７つの研究部門があり，多くの分野にわたって，多数の専門家が在職していま

す。 
企業の現場などで解決を迫られている難問や疑問を解決できることも多く，これまでにも

技術相談等地域社会に協力してきました。下記以外にも様々なお話を伺いますので，お気軽

に御相談下さい。 
 
 
■県内企業等からの技術相談の例 

 

共同研究に至らない，あるいは，共同研究の前段階として多数の技術相談が寄せられ，

例として次のようなものがあります。 

 

（１）浄水場で発生する汚泥の土構造物への転用策 

 

（２）レンズの分光学特性測定 

 

（３）廃液中の色度の軽減 

 

（４）防災に関するガイドブック作成 

 

（５）製材所から出るおがくずの有効利用策 

 

（６）繊維機械内における糸の走行状態の把握 

 

 

 

 

 

 

 

※技術相談の申込み 

２１ページの「技術相談申込書」（別記様式１）により下記あてお申し込みください。 

福井工業高等専門学校総務課 〒916-8507 福井県鯖江市下司町 

TEL(0778)62-1881 FAX(0778)62-2597 E-MAIL techno@fukui-nct.ac.jp 

 

４．技 術 相 談 
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別記様式１                               平成  年  月  日 

  技 術 相 談 申 込 書 

福井工業高等専門学校長 殿 

  

下記のとおり技術相談を申込みます。 

記    

 

申

込

者 

企業名  

役 職  氏 名           

住 所  

ＴＥＬ  E-mail  

共同研究等の申請を前提としていますか □前提としている □前提としていない □未定 

過去に同一の技術相談をしましたか □有  □無 

地域連携アカデミア会員ですか □会員 □非会員 

技術相談の予定時間数は何時間ですか   時間 

相談分野 

 

相談教職員名（できれば記入してください。） 

 

相談事項（具体的に書いてください。） 

相 談 料 □有料（    円）   □無料     ※本校側で記入します。 

（受付番号） （受付年月日） （応談者）         ※本校側で記入します。    

 

次の事項について、ご確認の上、同意いただける場合は、レをご記入願います。 

秘 密 保 持 

□ 技術相談の経過において、担当教職員よりノウハウ等の提供を受けた場合、秘

密保持契約を締結することに同意する。 

※同意いただけない場合、技術相談を実施することができないことがあります。 

知的財産の取扱い 

□ 技術相談の経過又は結果、担当教職員の寄与により知的財産が生じた場合、当

校へ書面にて通知することに同意する。 

 ※同意いただけない場合、技術相談を実施することができないことがあります。 

 

（注意） 
・本申込書は、技術相談の都度ご提出願います。 
・太線枠内を記入して下さい。 
・技術相談予定時間数の最少時間は１時間単位です。 
・相談料は、技術相談前に原則として本校が指定する所定の口座に振り込んで下さい。 
・いったん納付された相談料は、学校の都合により受け入れを取り消した場合以外は返金しません。 
・申請された技術相談予定時間数を超過した場合は、その時間に応じ追加料金が発生します。 
・相談場所が学外である場合の交通費、技術相談の経過で分析等を実施した場合の費用等は、相談料とは
別に徴収します。 

・ご不明な点は総務課（TEL：0778-62-1881、E-mail: techno@fukui-nct.ac.jp）までお問い合わせ下さい。 
・記載していただいた情報は技術相談にのみ使用させていただきます。  
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福井工業高等専門学校技術相談規則

平成 27 年 3 月 5 日規則第 25 号

（趣旨）

第１条 この規則は、独立行政法人国立高等専門学校機構技術相談に関するガイドラインに

基づき、福井工業高等専門学校（以下「本校」という。）において技術相談の取扱い等

に関し必要な事項を定める。

（定義）

第２条 技術相談とは、企業等における技術的な問題解決を中心とした一時的な相談をい

う。

（技術相談の申込）

第３条 技術相談の申込は、原則として「技術相談申込書」（様式１）に記入し、地域連

携テクノセンター（以下「センター」という。）へ提出するものとする。

（技術相談の実施）

第４条

２ 技術相談に際して、必要に応じて秘密保持契約を締結するものとする。

３ 技術相談の過程で生じた発明の帰属に関しては、秘密保持契約書の中に規定するもの

とする。

４ 技術相談の結果、共同研究又は受託研究を行うこととなった場合は、速やかに共同研

究申請書又は受託研究申込書の提出を受け、共同研究契約又は受託研究契約を締結し、

研究を行う。

（技術相談の報告）

第５条 技術相談を行った担当教職員は、「技術相談報告書」（様式２）を作成しセンター

に提出する。

（技術相談料・費用）

第６条 原則として初回の技術相談料は無料とし、２回目以降の技術相談料については、

｢技術相談料金表｣（別表１）に定めるものとする。

附 則

この規則は、平成２７年４月１日から施行する。

センターで技術相談申請書の内容を確認し判断の上、適切な担当教職員（以下「担

当教職員」という。）を決めた後、担当教職員へその旨通知し、技術相談を実施する。
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別表１ 
 

技術相談料金表 

 

相談回数 金額 備考 

1 回目 無料  

2 回目以降 5,000円／時間 同一の技術相談については、毎回技術相談料を徴収する。 

 

（注意１）次の一に該当する場合、２回目以降の技術相談料は無料とする。 

・公的機関からの申込みの場合 

・申込者が、申込み時において、共同研究等の申請を前提とする旨の意思表示をした場合 

・申込者が本校における研究交流を通じて産学官協働による知的資源の創造と地域経済の活性化に資

することを目的として賛同している企業（地域連携アカデミア会員）の場合 

・上記に準じるものと校長が認めた場合 

（注意２）技術相談における時間単位は、その最少時間を１時間とする。  

（注意３）技術相談料は前納とする。 

（注意４）いったん納付された技術相談料等は、学校の都合により受け入れを取り消した場合 

以外は返金しない。 

（注意５）技術相談料１時間あたり単価は、消費税抜きの単価を示す。 

（消費税計上後の技術相談料は、１円未満を切り捨てる。） 
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科学技術がますます高度化・専門化し，急速に進展する中で，独創的な技術の開発を行な

うため，組織的な産官学交流の強化が強く求められています。民間企業等との共同研究は，

民間企業等の研究者と本校教員とが共通の課題について対等な立場で研究を行うものです。

複数年度にわたる契約（上限５年）も可能です。 
 

■共同研究の流れ 

企 業 等 

 

研 究 実 施  
 

  
 
 
 
 

本  校 

 

研 究 実 施  
 

 

■経費について 

共同研究に要する費用は，直接経費，間接経費及び研究指導料の合算額となります。 

区  分 
内         訳 

費  目 内       容 

共
同
研
究
費
用 

直接経費 

(当該研究に直接必要

な経費) 

 

謝金 

旅費 

消耗品費 

備品費 

その他 

協力者に対して支払う経費 

調査等を行うために要する経費 

実験材料等消耗品の購入に要する経費 

機械器具の購入に要する経費 

上記以外の経費 

間接経費 

(当該研究遂行に関連

し直接経費以外に必要

となる経費) 

光熱水料 

技術料 

機械損料 

その他 

電気料，ガス料及び水道料で研究に要する料金 

本校が有する設備・システム等利用の経費 

（原則として，上記直接経費総額の１０％に相

当する額） 

研究指導料 

 

民間等の研究者が派遣されて本校内で研究等を行う際の経費 

１名当たり６カ月につき２１万円（月割計算はしない） 

 

■研究成果としての特許の取扱い 

共同研究の結果，共同して発明した場合は，本校と民間企業等がそれぞれ持ち分を定めて

共同で出願し，特許は共有となります。該当特許は民間企業等又はその指定するものが，出

願の日から一定期間（10 年以内）優先的に実施することができます。また，更新も可能です。 

５．共 同 研 究 

1.研 究 の 申 込 み  
 
2.受け入れの決定通知 

 
3.契 約 の 締 結 

 
4.共同研究費用の納付 

 
5.研 究 開 始  

 

研 究 成 果 
特許等の共同出願 
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■共同研究の実施状況（最近３年間）         平成３０年４月１日現在 
年度 研   究   課   題 

 

 

 

 

 

 

平 

 

27 

生体信号検出センサの開発 

新規炭素材料の脳波センサ電極への応用 

ＵＡＶによる空撮画像を用いた３Ｄモデルづくりに関する研究 

カーボンナノチューブを用いたペーストレス医療電極の研究 

コンクリート蒸気養生温度制御装置の開発 

安価なセルラーゼを活用した同時糖化法の基礎研究 

ジオシンセティックス液状化変形抑制工法の効果及び機能解明の研究 

遺伝的アルゴリズムによる EV走行中給電用路面下伝送線路形状最適設計に関する研究 

高分子バイオマテリアルを目指した未利用バイオマス変換法の開発 

ロボットの基礎動作制御 

摩擦を利用したナノ結晶微細構造表面膜の創製と評価～超微細組織摩擦表層の特性評価と応用～ 

足羽川の水面利用施設の土砂堆積軽減に関する研究 

ナノカーボンを用いた脳波電極の開発 

消防団のための情報支援システムの構築 

ウエットプロセスによるシリコンインターポーザ形成技術の開発 

平 

 

28 

液晶ラビング布の特性に関する毛並方向評価の研究 

生産技術の向上に関する研究 

足羽川の水面利用施設の土砂堆積軽減に関する研究 

バイオ燃料合成のための微細藻類活用に関する基礎研究 

バルクナノメタルにおけるトライボロジー特性 

冬期におけるバッテリーレス電気車両への走行中給電技術に関する基礎研究 

高専－技科大間の連携による小・中学校との「連携教育（防災教育等）」のプログラム化（知る・考える・行動する）に

関する共同研究 

高専-技科大のバイオマテリアル研究ネットワーク推進に基づく抗菌性と生体適合性を兼備した皮膜の応用展開 

眼鏡部品自動研磨ロボットの開発に係る研磨ルートの最適化 

白金担持機能性材料の抗菌力の特性試験 

消防団のための情報支援システムの構築 

計算機利活用研究を協働指導するための教材開発 

超強加工による微細結晶粒金属材料の創製と評価 

新規めっきプロセスによる LSI多層配線形成技術の開発 

 

平 

 

29 

電気めっき膜の微細構造・特性評価に関する基礎研究 

バイオ燃料合成のための微細藻類活用に関する基礎研究 

液晶ラビング布の特性に関する毛並方向評価の研究 

樹木系廃棄バイオマスからの高機能性ポリマー原料生産システムの開発 

高専-技科大のバイオマテリアル研究ネットワーク推進に基づく抗菌性増強機構の検討 

バルクナノメタルにおけるトライボロジー特性 

トマト栽培における乳酸菌資材の投与効果の実証試験 

丸太の地中利用に関する軟弱地盤対策の研究 

消防団のための情報支援システムの構築 

IoTネットワーク機材およびクラウドサーバを用いた情報教育の研究 

高性能モーター用磁石の精密切断・表面清浄化技術の開発 
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（別記様式２） 

共 同 研 究 申 請 書 
平成  年  月  日 

 
  福井工業高等専門学校長 殿 
 

住所 
民間機関等の名称 
代表者氏名              印 

 
 
下記のとおり，共同研究を実施したいので申請します。 
 

記 
１ 新規・継続の区分  

２ 研 究 題 目  
３ 研 究 の 目 的 

及  び  内  容 
 

４ 研 究 期 間 研究経費納付の翌日 ～ 平成  年  月  日 

５ 研究実施場所   
６ 民間機関等の  

主な事業内容  
 

７ 民間機関等の  
共 同 研 究 員 

氏     名 所     属 職   名 
   

８ 希 望 す る 
共同研究教員  

氏     名 学  科  名 職   名 
 

 

  

９ 研 究 経 費 の 
  負  担  額 

直 接 経 費 間接経費 研究指導料 合  計 
円 

 

円 

 

円 円 

10  提供する設備等  

11  事 務 連 絡 先 

氏     名 所     属 職   名 

   

電   話 
ファックス 

      （     ）     内線 
（     ） 

福井工業高等専門学校総務課 〒916-8507 福井県鯖江市下司町 

TEL(0778)62-1881 FAX(0778)62-2597 E-MAIL techno@fukui-nct.ac.jp 
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（別記様式２） 

共 同 研 究 申 請 書 
平成  年  月  日 

 
  福井工業高等専門学校長 殿 
 

住所 
民間機関等の名称 
代表者氏名              印 

 
 
下記のとおり，共同研究を実施したいので申請します。 
 

記 
１ 新規・継続の区分  

２ 研 究 題 目  
３ 研 究 の 目 的 

及  び  内  容 
 

４ 研 究 期 間 研究経費納付の翌日 ～ 平成  年  月  日 

５ 研究実施場所   
６ 民間機関等の  

主な事業内容  
 

７ 民間機関等の  
共 同 研 究 員 

氏     名 所     属 職   名 
   

８ 希 望 す る 
共同研究教員  

氏     名 学  科  名 職   名 
 

 

  

９ 研 究 経 費 の 
  負  担  額 

直 接 経 費 間接経費 研究指導料 合  計 
円 

 

円 

 

円 円 

10  提供する設備等  

11  事 務 連 絡 先 

氏     名 所     属 職   名 

   

電   話 
ファックス 

      （     ）     内線 
（     ） 

福井工業高等専門学校総務課 〒916-8507 福井県鯖江市下司町 

TEL(0778)62-1881 FAX(0778)62-2597 E-MAIL techno@fukui-nct.ac.jp 
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受託研究は，民間企業等から委託を受け，民間企業等に代わって本校教員が研究を実施し，

その成果を委託者に報告する制度です。 

 
■受託研究の流れ 

企 業 等 

  
 
 

本  校 

 

研 究 実 施 
 

 

 

■経費について 

受託研究に要する費用は，原則として，「直接経費」，「間接経費」及び「受託料」の合算額となります。 

区  分 
内         訳 

費  目 内       容 

受
託
研
究
費
用 

直接経費 

(当該研究に直接必要な

経費) 

 

謝金 

旅費 

消耗品費 

備品費 

その他 

協力者に対して支払う経費 

調査等を行うために要する経費 

実験材料等消耗品の購入に要する経費 

機械器具の購入に要する経費 

上記以外の経費 

間接経費 

(当該研究遂行に関連し

直接経費以外に必要と

なる経費) 

光熱水料 

技術料 

機械損料 

その他 

電気料，ガス料及び水道料で研究に要する料金 

本校が有する設備・システム等を利用するための

経費（原則として，上記直接経費総額の３０％に

相当する額） 

受託料 

(研究テーマの困難度に

応じた加算額) 

原則として，下記の金額となります。 

一 困難度が普通の場合は１カ月につき１万円 

二 困難度が高い場合は１カ月につき２万円 

三 困難度がきわめて高い場合は１カ月につき３万円 

＊間接経費及び受託料については，個別に相談に応じます。 

 

 

■ 研究成果としての特許の取扱い 

受託研究の場合の特許権は，本校教員が取得しますが，出願したときから１０年以内は，委

託企業やその企業が指定するものに優先的に実施させることもできます。また，更新すること

も可能です。 

６．受 託 研 究 

1.研 究 の 申 込 み  
2.受け入れの決定通知 
3.契 約 の 締 結 
4.受託研究費用の納付 
5.研 究 開 始  

研 究 成 果 

─27─



 - 28 - 

 

（別記様式３） 

受  託  研  究  申  込  書 
                                                                                                                                      

平成  年  月   日 
 
  福井工業高等専門学校長    殿                                                     
 

                                                                                    
申込者 住所 

                                                        

（名称・代表者） 
                                      氏 名                           印 
 
 
福井工業高等専門学校受託研究取扱規程に基づき、下記のとおり研究を委託したいので 

申し込みます。 
 
                                      記                                                                                                                          

１  研 究 題 目          
 
  ２  研究目的及び内容   
 
  ３ 研究に要する経費                円   
                内訳：直接経費      円 
                   間接経費      円 
                   受 託 料      円 
 
  ４  研 究 期 間        研究経費納付の翌日 ～ 平成  年  月  日 
 
  ５  希望研究担当者 
 
  ６ 研究用資材、器具等の提供 
 
  ７  そ  の  他                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

福井工業高等専門学校総務課 〒916-8507 福井県鯖江市下司町 

TEL(0778)62-1881 FAX(0778)62-2597 E-MAIL techno@fukui-nct.ac.jp 
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（別記様式３） 

受  託  研  究  申  込  書 
                                                                                                                                      

平成  年  月   日 
 
  福井工業高等専門学校長    殿                                                     
 

                                                                                    
申込者 住所 

                                                        

（名称・代表者） 
                                      氏 名                           印 
 
 
福井工業高等専門学校受託研究取扱規程に基づき、下記のとおり研究を委託したいので 

申し込みます。 
 
                                      記                                                                                                                          

１  研 究 題 目          
 
  ２  研究目的及び内容   
 
  ３ 研究に要する経費                円   
                内訳：直接経費      円 
                   間接経費      円 
                   受 託 料      円 
 
  ４  研 究 期 間        研究経費納付の翌日 ～ 平成  年  月  日 
 
  ５  希望研究担当者 
 
  ６ 研究用資材、器具等の提供 
 
  ７  そ  の  他                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

福井工業高等専門学校総務課 〒916-8507 福井県鯖江市下司町 

TEL(0778)62-1881 FAX(0778)62-2597 E-MAIL techno@fukui-nct.ac.jp 
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本校では，学術研究の奨励を目的とする寄附金を受け入れています。 
  寄附者は，研究目的や研究者を指定し，また，寄附者の氏名等を付することもできますが，見

返りとして研究成果等を受け取ることはできません。 
 しかし，寄附金は，各種実験装置や図書の充実など，本校における学術研究の環境整備に大い

に活用され，研究の成果を通じて本校のみならず広く社会に貢献しています。 
 
■ 寄附金の流れ 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

              

■寄附金受入状況（最近５年間） 

年度 校長 
専 門 科 目 一般

科目 

ﾃ ｸ ﾉ 

ｾﾝﾀｰ 
その他 

合計 

件数 

合計金額 

(千円) 機械 電気 電情 物質 環境 

平 25 4 2 1 0 1 4 0 16 1 29 10,280 

平 26 8 2 4 0 0 3 0 18 2 37 12,129 

平 27 4 1 3 0 0 4 0 21 2 35 10,838 

平 28 3 1 2 0 3 2 0 32 1 44 11,420 

平 29 2 1 0 1 1 3 0 30 1 39 12,237 

 

■寄附金の免税について 

 

 

 

 

 

※寄附金は，お手数ですが 

振込依頼書により，銀行 

へ払込願います。 

寄 附 者 

福井高専 

銀  行 
①
寄
附
申
込 

（
振
込
依
頼
書
） 

②
寄
附
金 

受
入
通
知
書 

③現金振込 

④領収済通知 

福井高専に対する御寄附は，特定公益増進法人等への寄附金として，税制上の優遇措置を受

けることができます。 

［法人からの御寄附］ 全額損金算入が可能です。  

［個人からの御寄附］ ５千円を超える部分について当該年の所得の４０％を限度に当該年の 

所得から控除できます。 

７．寄 附 金 
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（別記様式４） 
平成  年  月  日 

 
 
      福井工業高等専門学校長    殿                                                     
 
 

       （ 寄附者 ） 
       住所   
                                                                  
       氏名            印 
 

                                                         
寄 附 金 申 込 書 

                                                           
 
      このことについて，下記のとおり寄附します。 
 
 
                                      記    
                                                                                                                       

１  寄 附 金 額                      円 
 
  ２  寄 附 の 目 的  
 
  ３ 寄 附 の 条 件   
 
  ４  使 用 内 訳 
 
  ５ 使 用 時 期 
 
  ６ 研究担当者等 
 
  ７  そ の 他 
 
 
 
 

福井工業高等専門学校総務課 〒916-8507 福井県鯖江市下司町 

TEL(0778)62-1881 FAX(0778)62-2597 E-MAIL techno@fukui-nct.ac.jp 
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（別記様式４） 
平成  年  月  日 

 
 
      福井工業高等専門学校長    殿                                                     
 
 

       （ 寄附者 ） 
       住所   
                                                                  
       氏名            印 
 

                                                         
寄 附 金 申 込 書 

                                                           
 
      このことについて，下記のとおり寄附します。 
 
 
                                      記    
                                                                                                                       
１  寄 附 金 額                      円 

 
  ２  寄 附 の 目 的  
 
  ３ 寄 附 の 条 件   
 
  ４  使 用 内 訳 
 
  ５ 使 用 時 期 
 
  ６ 研究担当者等 
 
  ７  そ の 他 
 
 
 
 

福井工業高等専門学校総務課 〒916-8507 福井県鯖江市下司町 

TEL(0778)62-1881 FAX(0778)62-2597 E-MAIL techno@fukui-nct.ac.jp 
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わが国産業界を取り巻く環境はいよいよ厳しく，一層

の国際化，情報化社会への進展など多くの課題を抱えて

おります。本県でも，工業製品の高付加価値化，多角化

及び従来の基礎技術を活かした新産業の創生などが重

要であるとされています。このような県内産業の活性化

と技術の高度化を促成するためには，産・官・学の共同

による研究開発と技術の融合，複合が必要不可欠な状況

です。 

本校においては，平成６年度に福井高専教育研究振興

会が結成され，平成１７年度には内容の充実と会員の拡

大に取り組むため「福井高専地域連携アカデミア」 

と発展的に改組し，本校と企業との連携により，県内産業の発展に寄与しております。 

■具体的な取り組み 

・地域産業界との共同研究，受託研究，技術相談の推進 

・学生の地域貢献活動 

・研究活動の推進と活性化，教員の研修など教育スタッフの質的向上 

・高度先端技術に対応する教育研究設備の更新及び整備        など 

■福井高専地域連携アカデミア役員（平成２９年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．福井高専地域連携アカデミア 

福井高専地域連携アカデミア会員申込 

上記の主旨に御賛同いただける場合は，３３ページの

「福井高専地域連携アカデミア会員申込書」（別記様

式５）より下記あてお申し込み下さい。 

福井工業高等専門学校総務課 

〒916-8507 福井県鯖江市下司町 

TEL(0778)62-1881 FAX(0778)62-2597 

E-MAIL techno@fukui-nct.ac.jp 

会  長    信越化学工業株式会社 武生工場長    辻   利 博 

副 会 長    株式会社ホクコン 代表取締役社長    花 村 進 治 

理  事    増永眼鏡株式会社 代表取締役会長    増 永   悟 

監  事    大和建設株式会社 代表取締役      大 塚 英 治 

監  事     旭日繊維株式会社 代表取締役社長    世 喜 克 彦 

幹  事    福井工業高等専門学校 地域連携テクノセンター長  山 本 幸 男 

顧  問    福井県産業労働部長           安 倍 暢 宏 

顧  問    福井県商工会議所連合会会頭       川 田 達 男 

地域連携アカデミア会員企業名盤 
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「福井高専地域連携アカデミア」会員企業（H30.5.1現在） 

 
会員企業名 所在地  会員企業名 所在地 

揚原織物工業(株) 鯖江市 (株)ナチュラルスタイル 福井市 

(株)アタゴ 福井市 西田建設（株） 福井市 

ＥＳ(株) 福井市 (株)日本エー・エム・シー 福井市 

(株)エイチアンドエフ あわら市 日本電産テクノモータ(株) 小浜市 

(株)Ｍ・Ｔ技研 鯖江市 (株)日本ピーエス 敦賀市 

(株)大虫電工 越前市 (株)福井銀行 福井市 

(株)キミコン 鯖江市 (株)福井村田製作所 越前市 

共立産業(株) 福井市 福井めがね工業（株） 鯖江市 

旭日繊維(株) 越前市 (株)ホクコン 福井市 

京福コンサルタント(株) 小浜市 (株)ホクシン 福井市 

サカイオーベックス(株) 福井市 北伸電機(株) 大野市 

酒井化学工業(株) 鯖江市 前田工繊(株) 坂井市 

(株)サカイ・シルクスクリーン 吉田郡永平寺町 増永眼鏡(株) 福井市 

坂川建設(株) 福井市 (株)松浦機械製作所 福井市 

鯖江精機(株) 丹生郡越前町 丸一調査設計(株) 福井市 

サンエー電機(株) 福井市 (株)マルサンアイ 鯖江市 

三機工業（株）北陸支店 富山県富山市 丸文通商(株)福井支店 福井市 

(株)サンルックス 鯖江市 (株)丸屋建設 滋賀県栗東市 

ジビル調査設計(株) 福井市 (株)見谷組 福井市 

(株)清水組 鯖江市 ミツカワ(株) 越前市 

(株)シャルマン 鯖江市 (株)ミルコン 福井市 

信越化学工業(株)武生工場 越前市 山田技研（株） 福井市 

(株)ＳＨＩＮＤＯ あわら市 吉岡幸（株） 福井市 

スガイ化学工業(株)福井事業所 福井市 レンゴー(株) 越前市 

（株）関組 越前市 (株)ワカサコンサル 小浜市 

大和建設(株) 越前市 （株）ワカヤマ 鯖江市 

(株)高野組 越前市 (株)若吉製作所 鯖江市 

武生特殊鋼材(株) 越前市 計６３社（社名５０音順） 

田中建設(株) 越前市 

丹南ケーブルテレビ(株) 越前市 

(株)辻広組 福井市 

(株)帝国コンサルタント 越前市 

テラオライテック(株) 越前市 

東工シャッター（株） 鯖江市 

(有)トップテクノ 鯖江市 

轟産業（株） 福井市 
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「福井高専地域連携アカデミア」会員企業（H30.5.1現在） 

 
会員企業名 所在地  会員企業名 所在地 

揚原織物工業(株) 鯖江市 (株)ナチュラルスタイル 福井市 

(株)アタゴ 福井市 西田建設（株） 福井市 

ＥＳ(株) 福井市 (株)日本エー・エム・シー 福井市 

(株)エイチアンドエフ あわら市 日本電産テクノモータ(株) 小浜市 

(株)Ｍ・Ｔ技研 鯖江市 (株)日本ピーエス 敦賀市 

(株)大虫電工 越前市 (株)福井銀行 福井市 

(株)キミコン 鯖江市 (株)福井村田製作所 越前市 

共立産業(株) 福井市 福井めがね工業（株） 鯖江市 

旭日繊維(株) 越前市 (株)ホクコン 福井市 

京福コンサルタント(株) 小浜市 (株)ホクシン 福井市 

サカイオーベックス(株) 福井市 北伸電機(株) 大野市 

酒井化学工業(株) 鯖江市 前田工繊(株) 坂井市 

(株)サカイ・シルクスクリーン 吉田郡永平寺町 増永眼鏡(株) 福井市 

坂川建設(株) 福井市 (株)松浦機械製作所 福井市 

鯖江精機(株) 丹生郡越前町 丸一調査設計(株) 福井市 

サンエー電機(株) 福井市 (株)マルサンアイ 鯖江市 

三機工業（株）北陸支店 富山県富山市 丸文通商(株)福井支店 福井市 

(株)サンルックス 鯖江市 (株)丸屋建設 滋賀県栗東市 

ジビル調査設計(株) 福井市 (株)見谷組 福井市 

(株)清水組 鯖江市 ミツカワ(株) 越前市 

(株)シャルマン 鯖江市 (株)ミルコン 福井市 

信越化学工業(株)武生工場 越前市 山田技研（株） 福井市 

(株)ＳＨＩＮＤＯ あわら市 吉岡幸（株） 福井市 

スガイ化学工業(株)福井事業所 福井市 レンゴー(株) 越前市 

（株）関組 越前市 (株)ワカサコンサル 小浜市 

大和建設(株) 越前市 （株）ワカヤマ 鯖江市 

(株)高野組 越前市 (株)若吉製作所 鯖江市 

武生特殊鋼材(株) 越前市 計６３社（社名５０音順） 

田中建設(株) 越前市 

丹南ケーブルテレビ(株) 越前市 

(株)辻広組 福井市 

(株)帝国コンサルタント 越前市 

テラオライテック(株) 越前市 

東工シャッター（株） 鯖江市 

(有)トップテクノ 鯖江市 

轟産業（株） 福井市 
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（別記様式５） 

平成  年  月  日 
 
 

福井高専地域連携アカデミア会員申込書 
 
 

福井高専地域連携アカデミア会長 殿 
 
 
 

申込者 
住 所（〒    －    ） 

 
 
 

（電話番号）     －     － 
（法人名） 

 
                    （役職・氏名） 

            印 
 
 
 
 貴会の趣旨に賛同し，事業に協力するため会員として加入いたしたく，下記のとおり申し込

みます。 
 

記 
 

運 営 費   １０，０００円             
寄 附 金         円（  口）（１口 ２０，０００円） 

 

＊寄附金につきましては，別添の「寄附金申込書」へもご記入願います。 

後日，請求書等を送付させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井工業高等専門学校総務課 〒916-8507 福井県鯖江市下司町 

TEL(0778)62-1881 FAX(0778)62-2597 E-MAIL techno@fukui-nct.ac.jp 

 

企業からの福井高専に対するご寄附は、

特定公益増進法人等への寄付金として、

全額損金算入が可能です。 
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福井高専地域連携アカデミア会則

（名称）

第１条 本会は，福井高専地域連携アカデミアと称する。

（目的）

第２条 本会は，福井工業高等専門学校（以下「福井高専」という。）の教育，研究，地域貢献

に対して協力するとともに，会員相互並びに福井高専との連携・交流を深めて地域の経済発展，

安全・安心，環境保全に寄与することを目的とする。

（事業）

第３条 本会は，第２条の目的を達成するため，次の事業を行う。

(1) 福井高専との地域産業等との連携に関すること。

(2) 福井高専の教育・研究への協力及び助成に関すること。

(3) 産官学連携による技術研究開発の振興に関すること。

(4) その他本会の目的達成に必要な事業に関すること。

（会員）

第４条 本会の会員は，本会設立の趣旨に賛同する企業をもって組織する。

（役員）

第５条 本会に次の役員を置く。

(1) 会長 １名

(2) 副会長 ２名以内

(3) 理事 若干名

(4) 監事 ２名

(5) 幹事 若干名

（役員の選出及び任期）

第６条 前条第１号から第４号までの役員は，総会において選出する。

２ 前条第５号の役員は，会長が指名する。

３ 役員の任期は２年とする。ただし，再任を妨げない。

４ 欠員が生じた場合の後任の役員の任期は，前任者の残任期間とする。

（役員の職務）

第７条 会長は，本会を代表し，会務を総括する。

２ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故あるときは，その職務を代行する。

３ 理事は，重要事項を審議し，これを処理する。

４ 監事は，本会の会計を監査する。

５ 幹事は，本会の庶務を担当する。

（顧問）

第８条 本会に顧問を置くことができる。

２ 顧問は，役員会の推薦により会長が委嘱する。

３ 顧問は，会長の諮問に応じ，又は会議に出席して意見を述べることができる。

（会議）

第９条 本会の会議は，総会及び役員会とし，議長は会長をもって充てる。

第１０条 総会は，毎年１回開催し，総会において行う事項は，次のとおりとする。

(1) 本会の事業推進についての重要事項の決定

(2) 役員の選出

(3) 会則の改正

(4) その他必要事項
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福井高専地域連携アカデミア会則

（名称）

第１条 本会は，福井高専地域連携アカデミアと称する。

（目的）

第２条 本会は，福井工業高等専門学校（以下「福井高専」という。）の教育，研究，地域貢献

に対して協力するとともに，会員相互並びに福井高専との連携・交流を深めて地域の経済発展，

安全・安心，環境保全に寄与することを目的とする。

（事業）

第３条 本会は，第２条の目的を達成するため，次の事業を行う。

(1) 福井高専との地域産業等との連携に関すること。

(2) 福井高専の教育・研究への協力及び助成に関すること。

(3) 産官学連携による技術研究開発の振興に関すること。

(4) その他本会の目的達成に必要な事業に関すること。

（会員）

第４条 本会の会員は，本会設立の趣旨に賛同する企業をもって組織する。

（役員）

第５条 本会に次の役員を置く。

(1) 会長 １名

(2) 副会長 ２名以内

(3) 理事 若干名

(4) 監事 ２名

(5) 幹事 若干名

（役員の選出及び任期）

第６条 前条第１号から第４号までの役員は，総会において選出する。

２ 前条第５号の役員は，会長が指名する。

３ 役員の任期は２年とする。ただし，再任を妨げない。

４ 欠員が生じた場合の後任の役員の任期は，前任者の残任期間とする。

（役員の職務）

第７条 会長は，本会を代表し，会務を総括する。

２ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故あるときは，その職務を代行する。

３ 理事は，重要事項を審議し，これを処理する。

４ 監事は，本会の会計を監査する。

５ 幹事は，本会の庶務を担当する。

（顧問）

第８条 本会に顧問を置くことができる。

２ 顧問は，役員会の推薦により会長が委嘱する。

３ 顧問は，会長の諮問に応じ，又は会議に出席して意見を述べることができる。

（会議）

第９条 本会の会議は，総会及び役員会とし，議長は会長をもって充てる。

第１０条 総会は，毎年１回開催し，総会において行う事項は，次のとおりとする。

(1) 本会の事業推進についての重要事項の決定

(2) 役員の選出

(3) 会則の改正

(4) その他必要事項
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第１１条  役員会は，必要に応じ会長が招集するものとする。 

２  役員会において行う事項は，次のとおりとする。 

  (1) 本会の事業の企画運営 

  (2) その他会務遂行上必要と認められる事項 

３  役員会の開催が困難である場合は，文書によって協議することができる。 

（事務局） 

第１２条  本会の事務局は，福井県商工会議所連合会内に置く。 

  （会費等） 

第１３条  会員は，本会の円滑な運営を図るため，会費を本会へ納付するものとする。 

２  会員は，第３条の事業に協力するため，福井高専へ必要な援助をするものとする。 

第１４条  本会の事業年度は，毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 

  （その他） 

第１５条  この会則に定めるもののほか，会則の施行について必要な事項は，別に定める。 

 

附 則 

１ この会則は，平成１７年４月１日から施行する。 

２ 福井工業高等専門学校教育研究振興会会則（平成７年３月２２日制定）は，廃止する。 

３ この会則は，平成２７年６月２２日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

                                                                                       

  福井高専地域連携アカデミア会費等に関する内規 

 

第１  会費は，毎年１万円とし，年度当初に事務局指定の口座に振り込むものとする。 

第２  寄附金は，毎年１口２万円（１口以上）とし，福井工業高等専門学校発行の振込依頼書に

より納付するものとする。 

第３  物品の寄附及び諸援助については，福井工業高等専門学校に申し出るものとする。 

 

  附  則 

１ この内規は，平成１７年４月１日から施行する。 

２ 福井工業高等専門学校教育研究振興会入会金等に関する内規（平成７年３月２２日制定）は， 

廃止する。 
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（部門別，50音順） 

部門 氏名 技術分野 専門分野 キーワード 頁 

地
域
・
文
化
部
門 

相場大佑 数学解析 偏微分方程式，数理物理 
Schrödinger 作用素, Dirac 作用素, 非自

己共役作用素,スペクトル理論, 散乱理論 
41 

東 章弘 
スポーツ科学，応用健

康科学 

保健体育，バイオメカニクス，

健康科学  
移動運動，健康運動指導 42 

伊勢 光 日本文学 
日本古典文学（平安，鎌倉時代

の物語） 
物語，話型，人物，男性／女性 43 

井之上和代 教科教育学，代数学 数学，数学教育 
教材開発，グラフアート，可換環

論，モーデルヴェイユ格子理論 
44 

江本晃美 
都市計画・建築計画，

デザイン，防災 

建築・都市デザイン，防災， 

プロダクトデザイン 

まちづくり，景観，防災，デザイ

ン，安心安全，FD，ED，伝統工芸 
45 

奥村充司 
土木環境システム，環境モデ

リング・保全修復技術 

上下水道工学，水環境学，地盤

環境工学 

上水道，下水道，水質調査，地

下水汚染，生物指標 
46 

門屋飛央 日本語学 日本語学，方言 日本語史，九州方言，福井方言 47 

川畑弥生 刑事法学 刑事政策，少年司法手続 
修復的司法，少年司法手続， 

社会内処遇 
48 

佐藤勇一 哲学・倫理学 フランス哲学，現象学 
メルロ＝ポンティ，間文化性，

視覚論，身体論 
49 

白﨑恭子 
原子・分子，量子エレ

クトロニクス 
物理学 

ボソン，フェルミオン，混合系，ボーズ・アイ

ンシュタイン凝縮，不安定性，転移温度 
50 

手嶋泰伸 日本史 歴史学(日本近現代史)，政治学 
日本近代政治史，日本近代思想

史，日本近代地域行政史 
51 

中谷実伸 自然科学一般 数学，数学教育 無限可積分系，数学教材開発 52 

長水壽寛 自然科学一般 数学，数学教育 
位相数学（General Topology），

教材開発，メタ認知 
53 

原口 治 英語一般 
ｲｷﾞﾘｽ文学(20世紀小説)，20世

紀ｲｷﾞﾘｽ文化，技術英語教育 

英語，イギリス文学，イギリス

文化，技術英語 
54 

挽野真一 物性 II 物性理論 
磁性，超伝導，近接効果，ジョセ

フソン効果，スピン依存伝導現象 
55 

藤田卓郎 外国語教育 外国語教育 
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ，ﾀｽｸを用いた言語指導，

ｱｸｼｮﾝ･ﾘｻｰﾁ，実践研究法 
56 

松井一洋 スポーツ科学 保健体育，バイオメカニクス 足関節ブレース，動作解析 57 

森 貞 英語全般 
英語学，日本語学，認知言語学，

コーパス言語学 
文法，語法，認知モード 58 

柳原祐治 数学基礎，応用数学 確率論，無限粒子系 Percolation， Contact process 59 

山田哲也 数学解析 数学一般，偏微分方程式論 移流拡散方程式 60 

吉田三郎 外国語教育 英語教育学 コミュニケーション，動機づけ 61 

９．福井高専のシーズ 
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（部門別，50音順） 

部門 氏名 技術分野 専門分野 キーワード 頁 

地
域
・
文
化
部
門 

相場大佑 数学解析 偏微分方程式，数理物理 
Schrödinger 作用素, Dirac 作用素, 非自

己共役作用素,スペクトル理論, 散乱理論 
41 

東 章弘 
スポーツ科学，応用健

康科学 

保健体育，バイオメカニクス，

健康科学  
移動運動，健康運動指導 42 

伊勢 光 日本文学 
日本古典文学（平安，鎌倉時代

の物語） 
物語，話型，人物，男性／女性 43 

井之上和代 教科教育学，代数学 数学，数学教育 
教材開発，グラフアート，可換環

論，モーデルヴェイユ格子理論 
44 

江本晃美 
都市計画・建築計画，

デザイン，防災 

建築・都市デザイン，防災， 

プロダクトデザイン 

まちづくり，景観，防災，デザイ

ン，安心安全，FD，ED，伝統工芸 
45 

奥村充司 
土木環境システム，環境モデ

リング・保全修復技術 

上下水道工学，水環境学，地盤

環境工学 

上水道，下水道，水質調査，地

下水汚染，生物指標 
46 

門屋飛央 日本語学 日本語学，方言 日本語史，九州方言，福井方言 47 

川畑弥生 刑事法学 刑事政策，少年司法手続 
修復的司法，少年司法手続， 

社会内処遇 
48 

佐藤勇一 哲学・倫理学 フランス哲学，現象学 
メルロ＝ポンティ，間文化性，

視覚論，身体論 
49 

白﨑恭子 
原子・分子，量子エレ

クトロニクス 
物理学 

ボソン，フェルミオン，混合系，ボーズ・アイ

ンシュタイン凝縮，不安定性，転移温度 
50 

手嶋泰伸 日本史 歴史学(日本近現代史)，政治学 
日本近代政治史，日本近代思想

史，日本近代地域行政史 
51 

中谷実伸 自然科学一般 数学，数学教育 無限可積分系，数学教材開発 52 

長水壽寛 自然科学一般 数学，数学教育 
位相数学（General Topology），

教材開発，メタ認知 
53 

原口 治 英語一般 
ｲｷﾞﾘｽ文学(20世紀小説)，20世

紀ｲｷﾞﾘｽ文化，技術英語教育 

英語，イギリス文学，イギリス

文化，技術英語 
54 

挽野真一 物性 II 物性理論 
磁性，超伝導，近接効果，ジョセ

フソン効果，スピン依存伝導現象 
55 

藤田卓郎 外国語教育 外国語教育 
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ，ﾀｽｸを用いた言語指導，

ｱｸｼｮﾝ･ﾘｻｰﾁ，実践研究法 
56 

松井一洋 スポーツ科学 保健体育，バイオメカニクス 足関節ブレース，動作解析 57 

森 貞 英語全般 
英語学，日本語学，認知言語学，

コーパス言語学 
文法，語法，認知モード 58 

柳原祐治 数学基礎，応用数学 確率論，無限粒子系 Percolation， Contact process 59 

山田哲也 数学解析 数学一般，偏微分方程式論 移流拡散方程式 60 

吉田三郎 外国語教育 英語教育学 コミュニケーション，動機づけ 61 

９．福井高専のシーズ 

 - 37 - 

 

 

部門 氏名 技術分野 専門分野 キーワード 頁 

環
境
・
生
態
部
門 

小木曽晴信 地盤，植生 土木工学 
土木，地盤，測量，生態，環境，

植生 
62 

奥村充司 
土木環境システム，環境モデ

リング・保全修復技術 

上下水道工学，水環境学，地盤

環境工学 

上水道，下水道，水質調査，地

下水汚染，生物指標 
63 

片岡裕一 環境動態解析 作業環境測定 環境測定，安全衛生 64 

後反克典 分析化学 無機分析化学 
微量元素分析，環境分析，高感

度分析 
65 

坂元知里 
生物機能・バイオプロ

セス 
生物化学，電気化学 

電気化学，バイオデバイス，酵

素固定化 
66 

高山勝己 複合化学，農芸化学 
分析化学，応用微生物学，生物

機能，バイオプロセス 

バイオレメディエーション，バイオセ

ンサー，バイオリファイナリー 
67 

坪川 茂 地盤工学 地盤工学，測量 地盤工学実験 68 

廣部まどか 
環境モデリング・保全

修復技術 
生態学 

里地里山，生物調査，保全活動，

ＷＢＧＴ 
69 

舟洞久人 
応用生物化学，無機化

学 

応用生物化学，無機化学，生物

無機化学 

生物工学，バイオフィルム，バ

イオセンサー 
70 

松野敏英 
応用微生物学，生物機

能・バイオプロセス 
微生物工学，環境微生物 微生物，物質生産，生物機能 71 

エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門 

秋山 肇 電力工学，電気機器 半導体工学，電気機器，技術史 
パワーエレクトロニクス，テラヘル

ツ分光技術，加速器応用，博物館学 
72 

白﨑恭子 （地域・文化部門参照）   50 

高久有一 数理物理・物性基礎 
プラズマ科学，数理物理，計算

科学 

核融合，プラズマ閉じ込め配

位，物理シミュレーション 
73 

中村孝史 （情報・通信部門参照）   96 

野村保之 （情報・通信部門参照）   97 

芳賀正和 熱工学 伝熱工学，熱・物質移動 
熱伝達促進，数値解析，可視化

実験 
74 

藤田克志 流体工学 流体工学，レオロジー 
再生可能エネルギー，小水力，粘

弾性流体，CFD，流れの可視化 
75 

山本幸男 電子・電気材料工学 
電子デバイス工学，材料物性工

学 
半導体，薄膜，太陽電池 76 

安
全
・
防
災
部
門 

阿部孝弘 
構造工学・地震工学・

維持管理工学 
土木工学，構造工学 

亀裂，エネルギ解放率，コンクリート，

エンジニアリング・デザイン ほか 
77 

江本晃美 （地域・文化部門参照）   45 

岡本拓夫 地震学 地震学，減災 
福井県及び周辺の地震活動，地震に関

連する諸現象，強震動，防災教育 
78 

田安正茂 水工学，海岸工学 土木工学，水工学，海岸工学 
豪雨水害，洪水氾濫，波浪変形，

漂砂，海岸地形変化 
79 

辻子裕二 
自然災害科学・ 

防災学 
防災学，地盤工学，空間情報学 

防災・減災，地域防災，地盤防

災，防災ツール 
80 

辻野和彦 空間情報工学 
リモートセンシング，地理情報

システム 

土砂災害（斜面崩壊，土石流），

画像計測，UAV，VR 
81 
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部門 氏名 技術分野 専門分野 キーワード 頁 

安
全
・
防
災
部
門 

野々村善民 土木工学，建築学 
建築環境工学，風工学，建築設

備 

風環境，新エネルギー，都市洪

水 
82 

樋口直也 建築構造・材料 建築構造学 
アーチ，シェル・空間構造， 

座屈，有限要素法解析 
83 

山田幹雄 環境材料・リサイクル 
土木工学，地盤環境工学，建設

材料学 

廃棄物・副産物利用，浅層地盤

改良，土構造物 
84 

吉田雅穂 地震工学，防災学 土木工学，地震工学，防災学 
地震，防災・減災，ライフライ

ン，木材，文化遺産 
85 

情
報
・
通
信
部
門 

青山義弘 計算機システム 組込みシステム，計算機工学 
組込みシステム，FPGA開発， 

HDL設計 
86 

大久保茂 
通信・ 

ネットワーク工学 
電磁波工学，情報通信工学 

アンテナ，ネットワーク，Web

アプリケーション 
87 

小越咲子 人間情報学 認知科学，福祉工学，教育工学 
ICT,BMI(Brain Machine Interface),

ソーシャルスキルトレーニング 
88 

川上由紀 
通信・ 

ネットワーク工学 
アンテナ工学，電磁気学 アンテナ，メタマテリアル 89 

小松貴大 
認知科学・ 

知能情報学 
認知科学，心理物理 知覚，視覚運動，運動学習 90 

斉藤 徹 
計算機システム・ 

ネットワーク 

カメラ情報を利用したロボット

制御，インターネット応用技術 

インターネット，緊急連絡シス

テム 
91 

佐々和洋 生体分子科学 
生命情報学，計算化学，量子化

学 
分子シミュレーション 92 

清水幹郎 情報学基礎 情報学基礎理論 
プログラミング言語，デジタル

化 
93 

下條雅史 情報学 
数値計算，量子物理，素粒子物

理学 

シミュレーション，連続体，フ

ラクタル，素粒子模型 
94 

内藤岳史 
通信・ 

ネットワーク工学 
情報ネットワーク 

IoT，センサーネットワーク，

保育 ICT 
95 

中村孝史 工学基礎 情報工学 シミュレーション，確率統計 96 

野村保之 
数理物理， 

プラズマ科学 

統計力学，物性基礎，プラズマ

科学 

交通流，地震，シンプレクティ

ック軌道解析 
97 

堀川隼世 
電子デバイス・ 

電子機器 
アンテナ工学，電子デバイス 

アンテナ，中赤外光検出器， 

シミュレーション 
98 

丸山晃生 
情報学基礎， 

知能情報学 
記号論理学，パターン認識 

記号論理，エージェント，画像

認識 
99 

素
材
・
加
工
部
門 

荒川正和 
電子デバイス・ 

電子機器 
電子物性，物理学 

トンネル現象，音情報処理，新規アク

チュエータ，工学教育 
100 

加藤 敏 
反応工学・ 

プロセスシステム 
化学工学，高分子微粒子材料 

界面活性剤，ラジカル重合，微粒子の

分散安定化，異相系の反応・物質移動 
101 

加藤寛敬 
トライボロジー・ 

材料加工 

トライボロジー，金属材料，粉

末冶金，機械工作法 

摩耗，微細組織材料，電子顕微

鏡 
102 

金田直人 （計測・制御部門参照）   114 

北川浩和 （計測・制御部門参照）   116 
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部門 氏名 技術分野 専門分野 キーワード 頁 

安
全
・
防
災
部
門 

野々村善民 土木工学，建築学 
建築環境工学，風工学，建築設

備 

風環境，新エネルギー，都市洪

水 
82 

樋口直也 建築構造・材料 建築構造学 
アーチ，シェル・空間構造， 

座屈，有限要素法解析 
83 

山田幹雄 環境材料・リサイクル 
土木工学，地盤環境工学，建設

材料学 

廃棄物・副産物利用，浅層地盤

改良，土構造物 
84 

吉田雅穂 地震工学，防災学 土木工学，地震工学，防災学 
地震，防災・減災，ライフライ

ン，木材，文化遺産 
85 

情
報
・
通
信
部
門 

青山義弘 計算機システム 組込みシステム，計算機工学 
組込みシステム，FPGA開発， 

HDL設計 
86 

大久保茂 
通信・ 

ネットワーク工学 
電磁波工学，情報通信工学 

アンテナ，ネットワーク，Web

アプリケーション 
87 

小越咲子 人間情報学 認知科学，福祉工学，教育工学 
ICT,BMI(Brain Machine Interface),

ソーシャルスキルトレーニング 
88 

川上由紀 
通信・ 

ネットワーク工学 
アンテナ工学，電磁気学 アンテナ，メタマテリアル 89 

小松貴大 
認知科学・ 

知能情報学 
認知科学，心理物理 知覚，視覚運動，運動学習 90 

斉藤 徹 
計算機システム・ 

ネットワーク 

カメラ情報を利用したロボット

制御，インターネット応用技術 

インターネット，緊急連絡シス

テム 
91 

佐々和洋 生体分子科学 
生命情報学，計算化学，量子化

学 
分子シミュレーション 92 

清水幹郎 情報学基礎 情報学基礎理論 
プログラミング言語，デジタル

化 
93 

下條雅史 情報学 
数値計算，量子物理，素粒子物

理学 

シミュレーション，連続体，フ

ラクタル，素粒子模型 
94 

内藤岳史 
通信・ 

ネットワーク工学 
情報ネットワーク 

IoT，センサーネットワーク，

保育 ICT 
95 

中村孝史 工学基礎 情報工学 シミュレーション，確率統計 96 

野村保之 
数理物理， 

プラズマ科学 

統計力学，物性基礎，プラズマ

科学 

交通流，地震，シンプレクティ

ック軌道解析 
97 

堀川隼世 
電子デバイス・ 

電子機器 
アンテナ工学，電子デバイス 

アンテナ，中赤外光検出器， 

シミュレーション 
98 

丸山晃生 
情報学基礎， 

知能情報学 
記号論理学，パターン認識 

記号論理，エージェント，画像

認識 
99 

素
材
・
加
工
部
門 

荒川正和 
電子デバイス・ 

電子機器 
電子物性，物理学 

トンネル現象，音情報処理，新規アク

チュエータ，工学教育 
100 

加藤 敏 
反応工学・ 

プロセスシステム 
化学工学，高分子微粒子材料 

界面活性剤，ラジカル重合，微粒子の

分散安定化，異相系の反応・物質移動 
101 

加藤寛敬 
トライボロジー・ 

材料加工 

トライボロジー，金属材料，粉

末冶金，機械工作法 

摩耗，微細組織材料，電子顕微

鏡 
102 

金田直人 （計測・制御部門参照）   114 

北川浩和 （計測・制御部門参照）   116 
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部門 氏名 技術分野 専門分野 キーワード 頁 

素
材
・
加
工
部
門 

五味伸之 統計科学 品質工学 
品質工学，最適化， 

パターン認識 
103 

常光幸美 構造・機能材料 材料化学，金属表面化学 
ウェットプロセス， 

電気化学プロセス 
104 

西野純一 無機材料・物性 
無機化学，電気化学，無機材料

科学 

薄膜，化学気相析出（CVD）法，

ナノ材料，構造規制 
105 

長谷川智晴 無機材料・物性 ガラス材料・光物性 
光学ガラス，光ファイバー， 

非線形光学，ガラス組成 
106 

藤田祐介 加工学 加工学，機械設計 機械加工，機械設計，安全 107 

堀井直宏 
無機材料・物性， 

科学教育 

非晶質材料，科学教育，サイエ

ンスリテラシー 

シリカガラス，石英，失透，結

晶化，ガラス，失透抑制 
108 

松井栄樹 機能物質化学 
生物有機化学，機能材料化学，

合成化学 

機能性色素，天然高分子材料，

金属錯体，生体分子 
109 

松浦 徹 
物性 II，ナノマイクロ

システム 
凝縮系物理学，電子物性 

電気輸送計測，MEMS/NEMS， 

低温実験，超伝導・密度波 
110 

村中貴幸 生産工学・加工学 塑性加工学，材料力学 板成形，焼付き，チタン 111 

安丸尚樹 ナノ材料工学 
材料工学，表面工学，レーザー

加工 

表面改質，フェムト秒レーザ

ー，ナノ構造，硬質薄膜 
112 

山田健太郎 生産工学・加工学 機械設計，加工学 機械設計，機械加工 113 

計
測
・
制
御
部
門 

金田直人 機械力学・制御 機械設計法，機構学，繊維 
機構設計，画像処理，数値計算，

シーケンス制御 
114 

亀山建太郎 制御・ロボティクス 制御工学，ロボット工学 
制御，モデリング，システム同定， 

信号処理，移動ロボット，農工連携 
115 

北川浩和 機械工学 加工学，知能機械学 
機械加工，汎用工作機械，電子工作，

電気工事，組込み型マイコン 
116 

北野公崇 機械工学 精密計測・幾何光学 
光ファイバ変位計, ３次元特

性, 等方性 
117 

久保杏奈 制御・システム工学 電気電子工学 ナイロン人工筋肉，収縮長さ 118 

小松貴大 （情報・通信部門参照）  
 

90 

佐藤 匡 自動制御 自動制御，自動計測 
予見制御，スライディングモー

ド制御，入力制限問題 
119 

千徳英介 機械工学 生産工学，加工学 
温度計測，切削抵抗，工具磨耗，

レーザフォーミング 
120 

田中嘉津彦 流体工学 液圧工学，トライボロジー 
液圧機器，トライボロジー， 

最適設計 
121 

西 仁司 知覚情報処理 
シミュレーション，信号解析，

工学教育 

歩行ロボット，画像解析， 

ものづくり 
122 

村田知也 
知覚情報処理・ 

知能ロボティクス 

制御工学，画像処理，パターン

認識，ゲーム学 

ロボット経路計画，画像認識，

ゲームアプリ 
123 

米田知晃 計測工学 
計測工学，センサ工学， 

イオンビーム工学 

放射線，センサ，マイコン， 

イオンビーム 
124 
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所属部門 地域・文化 環境・生態 エネルギー 安全・防災 情報・通信 素材・加工 計測・制御 

機  械 

工学科 

  藤田克志 

◎芳賀正和 

  安丸尚樹 

加藤寛敬 

○村中貴幸 

金田直人 

五味伸之 

田中嘉津彦 

◎亀山建太郎 

千徳英介 

金田直人 

 

電気電子 

工学科 

  山本幸男 

秋山 肇 

西城理志 

 大久保茂 

丸山晃生 

堀川隼世 

荒川正和 

松浦 徹 

佐藤 匡 

米田知晃 

電子情報 

工学科 

  ○高久有一

野村保之 

 斉藤 徹 

下條雅史 

青山義弘 

◎小越咲子 

川上由紀 

小松貴大 

野村保之 

 ○西 仁司 

村田知也 

小松貴大 

物  質 

工学科 

上島晃智 上島晃智 

◎高山勝己 

川村敏之 

松野敏英 

○後反克典 

坂元知里 

  ○佐々和洋 津田良弘 

常光幸美 

◎加藤 敏 

西野純一 

松井栄樹 

 

環境都市 

工学科 

奥村充司 

江本晃美 

 

奥村充司 

 

 

 山田幹雄 

阿部孝弘 

吉田雅穂 

辻子裕二 

野々村善民 

辻野和彦 

◎田安正茂 

江本晃美 

○樋口直也 

   

一般科目 

（自然系） 

長水壽寛 

柳原祐治 

○井之上和代 

山田哲也 

中谷実伸 

相場大佑 

挽野真一 

山本裕之 

東 章弘 

松井一洋 

  岡本拓夫  長谷川智晴 青木宏樹 

一般科目 

（人文系） 

中村𠮷𠮷秀 

伊勢 光 

門屋飛央 

佐藤勇一 

川畑弥生 

廣重準四郎 

手嶋泰伸 

◎吉田三郎 

森  貞 

原口 治 

宮本友紀 

藤田卓郎 

      

教育研究 

支援ｾﾝﾀｰ 

藤沢秀雄 

白﨑恭子 

坪川 茂 

片岡裕一 

小木曽晴信 

廣部まどか 

舟洞久人 

白﨑恭子 

中村孝史 

 清水幹郎 

内藤岳史 

中村孝史 

北川浩和 

藤田祐介 

堀井直宏 

山田健太郎 

北川浩和 

北野公崇 

久保杏奈 

 

◎部門長，○副部門長 

 野村保之
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所属部門 地域・文化 環境・生態 エネルギー 安全・防災 情報・通信 素材・加工 計測・制御 

機  械 

工学科 

  藤田克志 

◎芳賀正和 

  安丸尚樹 

加藤寛敬 

○村中貴幸 

金田直人 

五味伸之 

田中嘉津彦 

◎亀山建太郎 

千徳英介 

金田直人 

 

電気電子 

工学科 

  山本幸男 

秋山 肇 

西城理志 

 大久保茂 

丸山晃生 

堀川隼世 

荒川正和 

松浦 徹 

佐藤 匡 

米田知晃 

電子情報 

工学科 

  ○高久有一

野村保之 

 斉藤 徹 

下條雅史 

青山義弘 

◎小越咲子 

川上由紀 

小松貴大 

野村保之 

 ○西 仁司 

村田知也 

小松貴大 

物  質 

工学科 

上島晃智 上島晃智 

◎高山勝己 

川村敏之 

松野敏英 

○後反克典 

坂元知里 

  ○佐々和洋 津田良弘 

常光幸美 

◎加藤 敏 

西野純一 

松井栄樹 

 

環境都市 

工学科 

奥村充司 

江本晃美 

 

奥村充司 

 

 

 山田幹雄 

阿部孝弘 

吉田雅穂 

辻子裕二 

野々村善民 

辻野和彦 

◎田安正茂 

江本晃美 

○樋口直也 

   

一般科目 

（自然系） 

長水壽寛 

柳原祐治 

○井之上和代 

山田哲也 

中谷実伸 

相場大佑 

挽野真一 

山本裕之 

東 章弘 

松井一洋 

  岡本拓夫  長谷川智晴 青木宏樹 

一般科目 

（人文系） 

中村𠮷𠮷秀 

伊勢 光 

門屋飛央 

佐藤勇一 

川畑弥生 

廣重準四郎 

手嶋泰伸 

◎吉田三郎 

森  貞 

原口 治 

宮本友紀 

藤田卓郎 

      

教育研究 

支援ｾﾝﾀｰ 

藤沢秀雄 

白﨑恭子 

坪川 茂 

片岡裕一 

小木曽晴信 

廣部まどか 

舟洞久人 

白﨑恭子 

中村孝史 

 清水幹郎 

内藤岳史 

中村孝史 

北川浩和 

藤田祐介 

堀井直宏 

山田健太郎 

北川浩和 

北野公崇 

久保杏奈 

 

◎部門長，○副部門長 
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福井工業高等専門学校シーズ集【地域・文化部門】 

所属部門 地域・文化 

専門分野 

偏微分方程式, 数理物理 

キーワード 

Schrödinger 作用素, Dirac 作用素, 非自己共役作用素, 

スペクトル理論, 散乱理論 

所属学協会・研究会 

日本数学会 

技術分野 数学解析 

 

相場 大佑 助教 

一般科目教室（自然科学系） 

応用数学 

aiba@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【スペクトル理論】 

これまでの研究としては， 

関数解析的手法を用いて，数理物理に現れる偏微分方程式の数学的研究， 

特に原子や分子などのミクロな粒子の運動を記述する量子力学の基礎方程式である， 

シュレーディンガー方程式或いは，それに伴うシュレーディンガー作用素のスペクトル理論の研究を行っ

てきました。 

 

これまでに行ってきた研究は３つあり， 

 

・非自己共役なシュレーディンガー作用素のスペクトル理論ならびに擬スペクトル理論， 

 

・強力な磁場を伴うシュレーディンガー方程式の初期値問題のユニタリ解作用素の存在と一意性， 

 

・ディラック作用素の散乱理論，初期値問題における解の長時間挙動を解析する上で， 

重要な役割を果たす，連続スペクトルの閾値でのレゾナンスの存在・非存在。 

 

についての研究を行ってきました。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

出前授業などを通して，何か地域貢献できればと考えています。 
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福井工業高等専門学校シーズ集【地域・文化部門】 

所属部門 地域・文化 

専門分野 

保健体育，バイオメカニクス，健康科学 

キーワード 

移動運動，健康運動指導 

所属学協会・研究会 

日本体育学会，日本バイオメカニクス学会，国際スポー

ツバイオメカニクス学会，日本人間工学会 

技術分野 スポーツ科学,応用健康科学 

 

東 章弘 准教授 

一般科目教室（自然科学系） 

aazuma@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【移動運動のエネルギー論的研究】 

安全で効果的な健康運動様式

として，歩行が推奨されている。

一方，腕振りや歩幅を大きくする

「活動的歩行」は速歩（速歩き）

でなくとも運動量を高めること

ができることを実験的に調べ，そ

の力学的仕組みを明らかにした。

このほかにもエネルギー論的観

点から，広く健康運動に資する移

動運動の研究を行っている。 

Normal Walkig

Vigorous Walking

 

【なわとびの跳躍周期に関する研究】 

なわとびは子どもの遊びである

だけでなく，体育活動やトレーニ

ング手段の一つでもある。用いら

れる縄にはいろいろな種類があ

り，径や素材，長さなどの違いが

跳躍周期（一跳躍に要する時間）

に差異を与えること明らかにして

きた。また，跳躍周期の観点から

跳び方やトレーニングの目的に応

じた縄の選択について調べてい

る。 

 

 

【スポーツ活動を通した地域国際交流】 

スポーツは言語を超えたコミュ

ニケーションツールのひとつであ

る。とりわけレクリエーションス

ポーツは運動実施背景の異なる外

国人にも受け入れやすく，親睦を

図る上での交流活動のひとつとし

て有用である。多文化共生社会を

目指した国際交流活動として，地

域の団体と共に実践的に取り組ん

でいる。 

 

 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・健康運動指導技法の開発（活動的歩行，水中竹馬，ミニトランポリン体操ほか） 

・スポーツ活動を通した地域国際交流 

・公開講座「からだを動かしたくなる講座」講師 

─42─



- 42 - 
 

福井工業高等専門学校シーズ集【地域・文化部門】 

所属部門 地域・文化 

専門分野 

保健体育，バイオメカニクス，健康科学 

キーワード 

移動運動，健康運動指導 

所属学協会・研究会 

日本体育学会，日本バイオメカニクス学会，国際スポー

ツバイオメカニクス学会，日本人間工学会 

技術分野 スポーツ科学,応用健康科学 

 

東 章弘 准教授 

一般科目教室（自然科学系） 

aazuma@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【移動運動のエネルギー論的研究】 

安全で効果的な健康運動様式

として，歩行が推奨されている。

一方，腕振りや歩幅を大きくする

「活動的歩行」は速歩（速歩き）

でなくとも運動量を高めること

ができることを実験的に調べ，そ

の力学的仕組みを明らかにした。

このほかにもエネルギー論的観

点から，広く健康運動に資する移

動運動の研究を行っている。 

Normal Walkig

Vigorous Walking

 

【なわとびの跳躍周期に関する研究】 

なわとびは子どもの遊びである

だけでなく，体育活動やトレーニ

ング手段の一つでもある。用いら

れる縄にはいろいろな種類があ

り，径や素材，長さなどの違いが

跳躍周期（一跳躍に要する時間）

に差異を与えること明らかにして

きた。また，跳躍周期の観点から

跳び方やトレーニングの目的に応

じた縄の選択について調べてい

る。 

 

 

【スポーツ活動を通した地域国際交流】 

スポーツは言語を超えたコミュ

ニケーションツールのひとつであ

る。とりわけレクリエーションス

ポーツは運動実施背景の異なる外

国人にも受け入れやすく，親睦を

図る上での交流活動のひとつとし

て有用である。多文化共生社会を

目指した国際交流活動として，地

域の団体と共に実践的に取り組ん

でいる。 

 

 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・健康運動指導技法の開発（活動的歩行，水中竹馬，ミニトランポリン体操ほか） 

・スポーツ活動を通した地域国際交流 

・公開講座「からだを動かしたくなる講座」講師 
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福井工業高等専門学校シーズ集【地域・文化部門】 

所属部門 地域・文化 

専門分野 

日本古典文学（特に平安，鎌倉時代の物語） 

キーワード 

物語，話型，人物，男性／女性 

所属学協会・研究会 

中古文学会，物語研究会，平安朝文学研究会 

技術分野 日本文学 

 

伊勢 光 講師 

一般科目教室 

（人文社会科学系）国語学 

ise@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【平安後期物語の研究】 

現在は平安後期の物語『夜の寝覚』について，研究を進

めています。たとえば継子譚という枠組みを考えれば，『住

吉物語』などとのつながりが考えられるわけですが，どの

ように『住吉物語』などの先行物語と向き合い，またその

中からどのように新たな物語を作り出そうとしているの

か，その仕組みを探りたいと思っています。 

特に『住吉物語』の場合，現在は改作本しか残っていま

せんが，改作本に逆に『夜の寝覚』が影響を与えた可能性

もあります。慎重，かつ早急に研究を進めていかなければ

ならない分野だと思っています。 

 

 

   （現存せず） 

 

【人物論，特に帝についての考察】 

物語から何かを考えようとする際に，心が

けているのは人物に着目して読むというこ

とです。物語の登場人物とは，歴史上実在し

た人々では決してなく，紙の上だけにしか存

在しない架空の「何か」ですが，それは作家

が自らの観察眼をもってして造型した，比喩

としての「私たち人間」だと考えます。であ

れば，その登場人物たちの生き方，息遣い，

活き活きとした躍動感に目を向けることで，

現代に生きる私たちが何か得ることができ

るのではないかと思うのです。 

それら人物の中でも特に「帝」の問題は，

避けては通れないものだと考えています。歴

史学的なアプローチは当然重要ですが，それ

に加えて，当時（平安，鎌倉）の人々がどの

ように帝をとらえ，イメージしていたのか。

また，帝はその物語世界をどのように生きて

いるのか。そのことを解き明かすことで現代

にもつながる，重要な示唆が与えられるよう

に思われます。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・平成24，25，26年度，大田区立図書館にて講演（『源氏物語』を読む）をしました。 

・『源氏物語』を中心とする古典文学(物語文学)の講義，出前授業等についての準備があります。 

（改作）住吉物語 
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福井工業高等専門学校シーズ集【地域・文化部門】 

所属部門 地域・文化 

専門分野 

数学，数学教育 

キーワード 

教材開発，グラフアート，可換環論，モーデルヴェイユ

格子理論 

技術分野 教科教育学，代数学 

 

井之上 和代 准教授 

一般科目教室（自然科学系） 

数学研究室 

k-inoue@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【テクノロジーを活用した数学教育】 

 グラフ電卓や PC のソフトウェアを活用した，数学の教材の開発

をし，授業で活用しています。 

＊ 関数グラフアート グラフ電卓のグラフ描画機能を活用し

て，関数のグラフで絵を描き，関数の性質を理解する教材で

す。この活動の効果についての検証をしています。 

＊ 実験教材の開発  数学と物理や工学の分野との 

橋渡しとなるような実験教材を考案し，授業で 

実践しています。 

＊ 課題プリントの作成，授業用プリントの作成  

電子黒板での授業に対応できるような，教材の 

開発をしています。 

 

【その他】 

 可換環論について勉強をしています。 

 

主要設備・得意とする技術 

 グラフ電卓とそれに接続してデータを収集できる距離センサー，加速度センサーなどを数学科で所有して

います。1クラス（４０人）分の機材があり，機材の貸し出しや，機材を使用するための初心者講座や，出

前授業などの講師としての派遣に応じます。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

 公開講座，出前授業 

  これまでに小・中学生を対象として，多面体やグラフ電卓を活用した実験についての講座を行っていま

す。数学・算数の講座についての相談にも応じます。 
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福井工業高等専門学校シーズ集【地域・文化部門】 

所属部門 地域・文化 

専門分野 

数学，数学教育 

キーワード 

教材開発，グラフアート，可換環論，モーデルヴェイユ

格子理論 

技術分野 教科教育学，代数学 

 

井之上 和代 准教授 

一般科目教室（自然科学系） 

数学研究室 

k-inoue@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【テクノロジーを活用した数学教育】 

 グラフ電卓や PC のソフトウェアを活用した，数学の教材の開発

をし，授業で活用しています。 

＊ 関数グラフアート グラフ電卓のグラフ描画機能を活用し

て，関数のグラフで絵を描き，関数の性質を理解する教材で

す。この活動の効果についての検証をしています。 

＊ 実験教材の開発  数学と物理や工学の分野との 

橋渡しとなるような実験教材を考案し，授業で 

実践しています。 

＊ 課題プリントの作成，授業用プリントの作成  

電子黒板での授業に対応できるような，教材の 

開発をしています。 

 

【その他】 

 可換環論について勉強をしています。 

 

主要設備・得意とする技術 

 グラフ電卓とそれに接続してデータを収集できる距離センサー，加速度センサーなどを数学科で所有して

います。1クラス（４０人）分の機材があり，機材の貸し出しや，機材を使用するための初心者講座や，出

前授業などの講師としての派遣に応じます。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

 公開講座，出前授業 

  これまでに小・中学生を対象として，多面体やグラフ電卓を活用した実験についての講座を行っていま

す。数学・算数の講座についての相談にも応じます。 
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福井工業高等専門学校シーズ集【地域・文化部門】 

所属部門 地域・文化／安全・防災 

専門分野 

建築・都市デザイン，防災，プロダクトデザイン 

キーワード 

まちづくり，景観，防災，デザイン，安心安全，  

ＦＤ，ＥＤ，伝統工芸 

所属学協会・研究会 

日本建築学会，日本・福井県防災士会 

技術分野 
都市計画・建築計画， 
デザイン，防災 

 

江本 晃美 講師 

環境都市工学科 

建築・都市デザイン研究室 

emoto150@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【景観と安心安全なまちづくり】 

 成長から成熟への社会的移行

と中心部の衰退，来る超高齢社会

を見据えて歩いて暮らせる価値

ある都市空間づくりに向けて，中

心市街地の街路空間の現状調査

を行い，構造及びデザインについ

て整備検討を行っています。 

 

街路空間の歩行実験の様子 

【防災ピクトグラムのデザイン規

格化に関する取り組み】 

 防災マップ等に使用されるピク

トグラムの抱える問題点を研究

し，ユニヴァーサルの観点から

様々な人にとって有効なデザイン

規格を検討し規格化による普及を

目指しています。 

 

 

pictogram
 

【３Ｄプリンタの活用検討】 

デザインの簡易化と先端技術の

活用可能性，伝統工芸品の新規デ

ザインを検討しています。 

 

 

 

 

 

主要設備・得意とする技術 

○車椅子，高齢者体験セット： 

疑似体験による歩行性や空間性能の調査や研修が可能。ワークショップの企画・運営に対応可能。 

○簡易測量・測定器材（GPS 装置，ロードカウンター等）： 

調査・測定位置のプロット及びフィジカルデータの取得を効率的に整理可能。 

○モデリングカッター： 

 電熱ヒートカッターによりスタイロフォームを中心とした簡易モデリング及び試作が可能。 

〇３Ｄプリンタ： 熱溶融積層法のプリンタ（20×20CM 程度）によるモデリングが可能。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・北陸地域の街路空間及び景観調査       ・防災に関する講演及びワークショップの企画運営 

・まちづくり協議，ワークショップ等の支援   ・地域活性化に関する検討 

・景観協議会・審議会委員等          ・小中学生を対象としたデザイン講座（公開講座） 
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福井工業高等専門学校シーズ集【地域・文化部門】 

所属部門 地域・文化 

専門分野 

上下水道工学，水環境学，地盤環境工学 

キーワード 

上水道，下水道，水質調査，地下水汚染，生物指標 

所属学協会・研究会 

土木学会，日本水環境学会，日本材料学会，廃棄物学会，

応用生態工学会， NPO 福井地域地盤防災研究所 

技術分野 
土木環境システム，環境モ
デリング・保全修復技術 

 

奥村 充司 准教授 

環境都市工学科 

環境・衛生工学研究室 

okumura@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【水環境・水辺のイベントによる地

域活性化に関する研究】 

国県市町，高専，高校，ＮＰＯが

一体となったイベントを日野川緑

地公園で開催しています。日野川

流域のみならず広く県民が約４千

人参加しています。「川で学ぶ」を

テーマに本校学生による環境学習

のコーナを設置して実践し，アン

ケートでその効果を検証します。 

 

【汚濁河川のユスリカ発生抑制

対策】 

無機物質により汚染した河川

におけるユスリカ発生対策を

提案しました。水質調査を実施

し，ユスリカ発生のメカニズム

を解明し，さらにユスリカの発

生抑制事業の最適頻度を生態

学モデルによる解析で検討し

ました。 

 

【ビオトープ，名水，湧水の整備・

維持管理に関する研究】 

2014 年全国メダカシンポジウムの

2 度目の開催に向けて，越前市内ビ

オトープの調査，パンフレットの作

成を行いました。また，福井県のお

いしい水認定箇所の継続的な維持

管理を目指し，現状を調査し，保全

活動の指針を作成しました。 

 

 

主要設備・得意とする技術 

環境都市工学科棟３階の衛生工学実験室では，水質分析に関する備品，器具を保有しており，河川水質や，

地下水・湧水の水質分析を行っています。また，河川の水生生物調査を行い，河川環境の評価の基礎資料と

しています。保有装置・器具は以下のとおりです。 

・全有機炭素計（TOC）：有機性排水の有機物分析・土壌中の有機物含有量 

・原子吸光分光光度計：重金属による土壌・地下水汚染の調査 

・生物調査器具一式：河川底生無脊椎動物調査，魚類調査 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・環境教育プロジェクトWET(エデュケーターの資格)のアクティビティを用いて出前授業を行っています。 

・御清水川のユスリカ対策を地元のＮＰＯ団体，住民，企業，本校学生との協働で実施しています。 

・武生メダカ連絡会の会長として，下水道事業推進や農地の生態系再生活動を行っています。 

・「そうだ！川へ行こう」川のイベントを通じて，河川管理者や漁協，建設業者などと河川を中心とした

環境教育や地域活性化の実践活動を行っています。 

・環境教育プロジェクトWET(エデュケーターの資格)のアクティビティを用いて出前授業を行っています。

・御清水川のユスリカ対策を地元のＮＰＯ団体，住民，企業，本校学生との協働で実施しています。

・武生メダカ連絡会の会長として，下水道事業推進や農地の生態系再生活動を行っています。

・「そうだ！川へ行こう」川のイベントを通じて，河川管理者や漁協，建設業者などと河川を中心とした

環境教育や地域活性化の実践活動を行っています。
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福井工業高等専門学校シーズ集【地域・文化部門】 

所属部門 地域・文化 

専門分野 

上下水道工学，水環境学，地盤環境工学 

キーワード 

上水道，下水道，水質調査，地下水汚染，生物指標 

所属学協会・研究会 

土木学会，日本水環境学会，日本材料学会，廃棄物学会，

応用生態工学会， NPO 福井地域地盤防災研究所 

技術分野 
土木環境システム，環境モ
デリング・保全修復技術 

 

奥村 充司 准教授 

環境都市工学科 

環境・衛生工学研究室 

okumura@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【水環境・水辺のイベントによる地

域活性化に関する研究】 

国県市町，高専，高校，ＮＰＯが

一体となったイベントを日野川緑

地公園で開催しています。日野川

流域のみならず広く県民が約４千

人参加しています。「川で学ぶ」を

テーマに本校学生による環境学習

のコーナを設置して実践し，アン

ケートでその効果を検証します。 

 

【汚濁河川のユスリカ発生抑制

対策】 

無機物質により汚染した河川

におけるユスリカ発生対策を

提案しました。水質調査を実施

し，ユスリカ発生のメカニズム

を解明し，さらにユスリカの発

生抑制事業の最適頻度を生態

学モデルによる解析で検討し

ました。 

 

【ビオトープ，名水，湧水の整備・

維持管理に関する研究】 

2014 年全国メダカシンポジウムの

2 度目の開催に向けて，越前市内ビ

オトープの調査，パンフレットの作

成を行いました。また，福井県のお

いしい水認定箇所の継続的な維持

管理を目指し，現状を調査し，保全

活動の指針を作成しました。 

 

 

主要設備・得意とする技術 

環境都市工学科棟３階の衛生工学実験室では，水質分析に関する備品，器具を保有しており，河川水質や，

地下水・湧水の水質分析を行っています。また，河川の水生生物調査を行い，河川環境の評価の基礎資料と

しています。保有装置・器具は以下のとおりです。 

・全有機炭素計（TOC）：有機性排水の有機物分析・土壌中の有機物含有量 

・原子吸光分光光度計：重金属による土壌・地下水汚染の調査 

・生物調査器具一式：河川底生無脊椎動物調査，魚類調査 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・環境教育プロジェクトWET(エデュケーターの資格)のアクティビティを用いて出前授業を行っています。 

・御清水川のユスリカ対策を地元のＮＰＯ団体，住民，企業，本校学生との協働で実施しています。 

・武生メダカ連絡会の会長として，下水道事業推進や農地の生態系再生活動を行っています。 

・「そうだ！川へ行こう」川のイベントを通じて，河川管理者や漁協，建設業者などと河川を中心とした

環境教育や地域活性化の実践活動を行っています。 
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福井工業高等専門学校シーズ集【地域・文化部門】 

所属部門 地域・文化 
専門分野 

日本語学，方言 

キーワード 

日本語史，九州方言，福井方言 

所属学協会・研究会 

日本語学会，西日本国語国文学会，九州方言研究会， 

筑紫日本語研究会，九州大学国語国文学会， 

福井大学言語文化学会 

技術分野 日本語学 

 

門屋 飛央 助教 

一般科目教室 

（人文社会科学系） 

kadoya@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【一地点の方言の包括的記述】 

 

 九州地方の西に位置する，五島列島の宇久島

の方言を包括的に記述しています。上図の黒部

分が宇久島（宇久町）です。 

 方言というと，どうしても共通語と異なる部

分に注目が集まります。同じ日本語でもこのよ

うに異なるのは，そこに方言独自の言語体系が

あるからです。 

その方言独自の言語体系を明らかにするため

に，共通語と異

なる部分だけを

記述するのでは

なく，その方言

を包括的に記述

することを行っ

ています。 

【重層的な日本語史研究】 

日本語の中央語は，江戸時代前期までは京都の言葉，江

戸時代後期からは江戸・東京の言葉です。これまで日本語

史の研究では，この中央語の歴史を中心に扱ってきました。 

しかし，日本語とは日本列島すべてで話されている言葉

であるはずです。方言を記述することで，中央語だけの通

時的な視点だけでなく，通方言的な視点を持つことができ

ます。その視点から，日本語史を重層的に考察することを

行っています。 

また，日本語史研究と世界の言語研究は，互いに応用・

検証しあう関係にあります。中央語には見られない言語現

象が，方言にはみられるので，その記述は，世界の言語と

の対照にも役立つものになります。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・ 古川初義氏の『長崎県小値賀町 藪路木島方言集～無人になった島のことばの記録～』の出版に際し，

前田桂子氏（長崎大学）とともに，監修・編集をしました。 

・ 福井県内の方言調査（特に，福井市・鯖江市を中心とした地域）を行っています。 

・ 方言を中心とする日本語学に関する講義，出前授業等を行うことができます。 

① 中央語とは異なる方言独自の言語体系を記述する。 

② 中央語だけでは見えない、日本語の多様性を探る。 

日本語史研究の発展 

① 各地の言語現象の分析 

② 言語理論 

応用・検証 

世界の言語 

宇久平港 

・ 古川初義氏の『長崎県小値賀町 藪路木島方言集～無人になった島のことばの記録～』の出版に際し，

前田桂子氏（長崎大学）とともに，監修・編集をしました。 

・ 福井県内の方言調査（特に，福井市・鯖江市を中心とした地域）を行っています。 

・ 方言を中心とする日本語学に関する講義，出前授業等を行うことができます。 

① 中央語とは異なる方言独自の言語体系を記述する。

② 中央語だけでは見えない，日本語の多様性を探る。
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福井工業高等専門学校シーズ集【地域・文化部門】 

所属部門 地域・文化 

専門分野 

刑事政策，少年司法手続 

キーワード 

修復的司法，少年司法手続，社会内処遇 

所属学協会・研究会 

日本公共政策学会，更生保護学会 

技術分野 刑事法学 

 

川畑 弥生 助教 

一般科目教室 

(人文社会科学系) 

法学研究室 

kawabata@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【犯罪被害者と加害者による対話の効果検証】 

現行の刑事司法手続や少年司法手続の目的は，

①真実の解明と②罪を犯した者に対して罰を科

すことが，その主たる目的です。 

 そのため，犯罪被害者は事件の関係者である

にも関わらず，当事者として刑事司法手続に関

わることができず，「国家」と「加害者」という

構図で手続が進められてしまいます。 

 「修復的司法」は，そこに犯罪被害者が参加

し，被害者の救済や癒しに効果のある取り組み

として，主にヨーロッパ諸国，アメリカ，オセ

アニア諸国等で実施されています。 

 日本においても，警察主導のパイロット事業

やＮＰＯでの取り組みは行われておりますが，

効果の検証は十分に行われておりません。 

 日本で実施した場合の効果について検証する

とともに，教育現場で生じる問題の1つである

「いじめ」や「非行」といった諸問題への応用と

実践が研究課題です。 

地域貢献の実績と提案 

2014年から，NPO法人「対話の会」で活動しております。 

 
図 1 対話による解決のアプローチフロー図 

─48─



- 48 - 
 

福井工業高等専門学校シーズ集【地域・文化部門】 

所属部門 地域・文化 

専門分野 

刑事政策，少年司法手続 

キーワード 

修復的司法，少年司法手続，社会内処遇 

所属学協会・研究会 

日本公共政策学会，更生保護学会 

技術分野 刑事法学 

 

川畑 弥生 助教 

一般科目教室 

(人文社会科学系) 

法学研究室 

kawabata@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【犯罪被害者と加害者による対話の効果検証】 

現行の刑事司法手続や少年司法手続の目的は，

①真実の解明と②罪を犯した者に対して罰を科

すことが，その主たる目的です。 

 そのため，犯罪被害者は事件の関係者である

にも関わらず，当事者として刑事司法手続に関

わることができず，「国家」と「加害者」という

構図で手続が進められてしまいます。 

 「修復的司法」は，そこに犯罪被害者が参加

し，被害者の救済や癒しに効果のある取り組み

として，主にヨーロッパ諸国，アメリカ，オセ

アニア諸国等で実施されています。 

 日本においても，警察主導のパイロット事業

やＮＰＯでの取り組みは行われておりますが，

効果の検証は十分に行われておりません。 

 日本で実施した場合の効果について検証する

とともに，教育現場で生じる問題の1つである

「いじめ」や「非行」といった諸問題への応用と

実践が研究課題です。 

地域貢献の実績と提案 

2014年から，NPO法人「対話の会」で活動しております。 

 
図 1 対話による解決のアプローチフロー図 
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福井工業高等専門学校シーズ集【地域・文化部門】 

所属部門 地域・文化  
専門分野 

フランス哲学，現象学 

キーワード 

メルロ＝ポンティ，間文化性，視覚論，身体論 

所属学協会・研究会 

日本現象学会，日仏哲学会，関西哲学会，関西倫理学会， 

メルロ＝ポンティ・サークル，日本ミシェル・アンリ哲 

学会 

技術分野 哲学・倫理学 

 

佐藤 勇一 准教授 

一般科目教室（人文社会科 

学系）哲学研究室 

y-sato@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【研究テーマ１】 

メルロ＝ポンティの哲学を中心に，

哲学・現代思想について研究していま

す。これまでに，メルロ＝ポンティが

哲学以外の領域（心理学，キリスト教，

芸術，人類学など）との対話を通じて，

古典的な哲学（とくに17世紀）が問題

にした「存在」「自然」「人間」の関

係を，古典的な仕方とは別の仕方で捉

え直していることを明らかにしてき

ました。今後は晩年の未公刊草稿も視

野に入れることによって，メルロ＝ポ

ンティ研究の深化を目指すとともに，

後期思想の応用可能性について探り，

メルロ＝ポンティ研究の拡張も目指

します。 

 

【研究テーマ２】 

間文化現象学という，文化

と文化の間で生起する間文化

的な諸現象を現象学的に解明

するプロジェクトに参加して

います。このプロジェクトで

は，これまでにもさまざまな

重点研究領域（「言語」，「遭

遇」，「精神」，「共存」，

「時間」，「視覚」，「制度」,

「エコノミー」「倫理」）に

ついて成果をあげてきました

が，今後は「宗教」という新

たな重点研究領域に取り組

み，より実践的な諸問題につ

いて考察します。 

 

【研究テーマ３】 

これまでにも，メルロ＝ポンティ

の芸術論を取り上げたり，ケプラー

やデカルトの光学に関するメルロ

＝ポンティやジェイの視覚論を，間

文化現象学的に取り上げたりする

など，「視覚」を主要な研究テーマ

のひとつとしてきました。ジェイの

視覚に関する著作『うつむく眼』の

翻訳も出しました。今後は、フラン

ス哲学における視覚に関する考察

を現象学のみに限定せずに取り上

げたりすることによって，「視覚」

や「技術」に対して思想史的にアプ

ローチする研究に取り組んでいき

たいと考えています。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

2014年，15年に「公開講座 ラボール学園京都労働学校（公益社団法人京都勤労者学園）セミナー 『哲

学の名著を読む』」に講師として参加しました。また，2016年以降，「公開講座 中学生のための社会講座

――高専の入試問題で学ぼう――」に講師として参加しました。JOINTフォーラム2016では，武生商工会

議所にて「ポスター発表 未公刊草稿の観点から行うメルロ＝ポンティ哲学研究」を行い，2017年には福

井高専地域連携アカデミア総会に特別講演講師として参加しました。 

【研究テーマ３】

これまでにも，メルロ＝ポンティ

の芸術論を取り上げたり，ケプラー

やデカルトの光学に関するメルロ

＝ポンティやジェイの視覚論を，間

文化現象学的に取り上げたりする

など，「視覚」を主要な研究テーマ

のひとつとしてきました。ジェイの

視覚に関する著作『うつむく眼』の

翻訳も出しました。今後は，フラン

ス哲学における視覚に関する考察

を現象学のみに限定せずに取り上

げたりすることによって，「視覚」

や「技術」に対して思想史的にアプ

ローチする研究に取り組んでいき

たいと考えています。
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福井工業高等専門学校シーズ集【地域・文化部門】 

所属部門 地域・文化／エネルギー 
専門分野 

物理学 

キーワード 

ボソン，フェルミオン，混合系，  

ボーズ・アインシュタイン凝縮，不安定性，転移温度 

所属学協会・研究会 

日本物理学会，応用物理学会応用物理教育分科会， 

日本物理教育学会，日本工学教育協会 

技術分野 
原子・分子 
量子エレクトロニクス 

 

白﨑 恭子 技術職員 

教育研究支援センター 

shirasaki@fukui-nct.ac.j

p 

研究テーマ 

 

【ボソン‐フェルミオン混合多体系のボーズ・アインシュタイン凝縮】 

 すべての物質はボソンとフェルミオンに分けることができます。ボソンは 1つの状態を複数の粒子が占め

ることができ，フェルミオンは１つの状態を 1粒子しか占めることができない（パウリの排他律による）と

いう特徴があります。このため，温度がほぼゼロの低温のとき，ボソンとフェルミオンは異なったふるまい

を示します。ボソンの場合にはエネルギーゼロの最低エネルギー状態へ全粒子が集まるボーズ・アインシュ

タイン凝縮（図 1）が起こり，フェルミオンの場合には最低エネルギー状態から順番に粒子が埋まってゆき，

フェルミ面をつくります（図 2）。 

 

 

 

 

  

 

 

 

ここで，ボソンとフェルミオンを混合し，互いが相互作用をしている場合にはどのようなふるまいを示す

のかを研究しています。具体的には，ボソン‐フェルミオン間の相互作用を引力とし，その強さによりボー

ズ・アインシュタイン凝縮の転移温度はどのように変化するかを調べています。  

また，ボソン‐フェルミオン間の相互作用が引力のとき，低温では系が不安定になります．不安定になる

温度の，ボソン‐フェルミオン間の相互作用の強さによる変化についても調べています。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・教育研究支援センターで夏季・秋季に公開講座を実施しています。 

・その他，子ども向けの科学教室等の活動にも参加しています。 

図 1：ボソン 図 2：フェルミオン 

エネルギー エネルギー 

shirasaki@fukui-nct.ac.jp

す。
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福井工業高等専門学校シーズ集【地域・文化部門】 

所属部門 地域・文化／エネルギー 
専門分野 

物理学 

キーワード 

ボソン，フェルミオン，混合系，  

ボーズ・アインシュタイン凝縮，不安定性，転移温度 

所属学協会・研究会 

日本物理学会，応用物理学会応用物理教育分科会， 

日本物理教育学会，日本工学教育協会 

技術分野 
原子・分子 
量子エレクトロニクス 

 

白﨑 恭子 技術職員 

教育研究支援センター 

shirasaki@fukui-nct.ac.j

p 

研究テーマ 

 

【ボソン‐フェルミオン混合多体系のボーズ・アインシュタイン凝縮】 

 すべての物質はボソンとフェルミオンに分けることができます。ボソンは 1つの状態を複数の粒子が占め

ることができ，フェルミオンは１つの状態を 1粒子しか占めることができない（パウリの排他律による）と

いう特徴があります。このため，温度がほぼゼロの低温のとき，ボソンとフェルミオンは異なったふるまい

を示します。ボソンの場合にはエネルギーゼロの最低エネルギー状態へ全粒子が集まるボーズ・アインシュ

タイン凝縮（図 1）が起こり，フェルミオンの場合には最低エネルギー状態から順番に粒子が埋まってゆき，

フェルミ面をつくります（図 2）。 

 

 

 

 

  

 

 

 

ここで，ボソンとフェルミオンを混合し，互いが相互作用をしている場合にはどのようなふるまいを示す

のかを研究しています。具体的には，ボソン‐フェルミオン間の相互作用を引力とし，その強さによりボー

ズ・アインシュタイン凝縮の転移温度はどのように変化するかを調べています。  

また，ボソン‐フェルミオン間の相互作用が引力のとき，低温では系が不安定になります．不安定になる

温度の，ボソン‐フェルミオン間の相互作用の強さによる変化についても調べています。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・教育研究支援センターで夏季・秋季に公開講座を実施しています。 

・その他，子ども向けの科学教室等の活動にも参加しています。 

図 1：ボソン 図 2：フェルミオン 

エネルギー エネルギー 
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福井工業高等専門学校シーズ集【地域・文化部門】 

所属部門 地域・文化 

専門分野 

歴史学（日本近現代史），政治学 

キーワード 

日本近代政治史，日本近代思想史，日本近代地域行政史 

所属学協会・研究会 

史学会，日本史研究会，日本歴史学会，大阪歴史学会，

東北史学会，近現代史研究会，軍事史学会 

技術分野 日本史 

 

手嶋 泰伸 講師 

一般科目教室（人文社会科学系） 

歴史学研究室 

teshima@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

地域貢献の実績と提案 

 

2011年より，宮城県大崎市にある吉野作造記念館で行われている人材育成研修会に講師として参加して

います。その他，宮城県で地域の歴史史料の整理・保存に携わってきました。今後は，福井県の近代を

中心とした地域史の解明のためにも，歴史史料の発掘・整理・紹介を行っていきたいと考えています。 
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福井工業高等専門学校シーズ集【地域・文化部門】 

所属部門 地域・文化 

専門分野 

数学，数学教育 

キーワード 

無限可積分系，数学教材開発 

所属学協会・研究会 

日本数学会 

技術分野 自然科学一般 

 

中谷 実伸 教授 

一般科目教室（自然科学系） 

nakatani@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【テクノロジーを用いた数学教育】 

グラフ電卓やパソコン，iPadなどのテクノロジー

を活用した数学教育の研究ならびに教材開発を行っ

ています。 

 

 

 

 

  

 

【工学機器を用いた数学教材の開発と活用】 

レーザーカッターや３Dプリンタ，３D プロッタな

どを使い，オリジナルの数学教材を作成し，授業な

どで実際に活用する研究を行っています。 

 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

「多面体を作ろう」やグラフ電卓を用いた「あるく」をテーマとする公開講座や出前授業を行っています。 
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福井工業高等専門学校シーズ集【地域・文化部門】 

所属部門 地域・文化 

専門分野 

数学，数学教育 

キーワード 

無限可積分系，数学教材開発 

所属学協会・研究会 

日本数学会 

技術分野 自然科学一般 

 

中谷 実伸 教授 

一般科目教室（自然科学系） 

nakatani@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【テクノロジーを用いた数学教育】 

グラフ電卓やパソコン，iPadなどのテクノロジー

を活用した数学教育の研究ならびに教材開発を行っ

ています。 

 

 

 

 

  

 

【工学機器を用いた数学教材の開発と活用】 

レーザーカッターや３Dプリンタ，３D プロッタな

どを使い，オリジナルの数学教材を作成し，授業な

どで実際に活用する研究を行っています。 

 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

「多面体を作ろう」やグラフ電卓を用いた「あるく」をテーマとする公開講座や出前授業を行っています。 
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福井工業高等専門学校シーズ集【地域・文化部門】 

所属部門 地域・文化 

専門分野 

数学，数学教育 

キーワード 

位相数学(General Topology)，教材開発，メタ認知 

所属学協会・研究会 

日本数学会，日本数学教育学会，数学教育学会， 

数学協会 

研究分野 自然科学一般 

 

長水 壽寛 教授 

一般科目教室（自然科学系） 

数学研究室 

nagamizu@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【テクノロジーを用いた数学教育の研究】 

・グラフ電卓などのテクノロジーを用いて，学生の探究活動を促す教材開発および，授業実践を 

   試みています。 

  ・関数のグラフで作成した「関数グラフアート」の全国コンテストも，福井高専が事務局となって 

   行っています。 

                                

 

【メタ認知の研究】 

・数学教育にテクノロジーを導入することで，「メタ認知」がどのように育成されるか？ 

また，その仕組みについても研究しています。 

 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

 

【公開講座・出前授業】 

  ・「多面体作り」や「グラフ電卓を用いて関数を体験する」などをテーマにした公開講座・出前 

   授業を行っています。 

 

【サッカー教室】 

  ・キッズリーダーの資格を持っています。福井高専のサッカー部員のほとんどがキッズリーダー 

   の資格を持っています。園児を対象としたサッカーフェスティバルにもお手伝いで参加して 

います。幼稚園などでご希望があれば，サッカー教室を行います。 
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福井工業高等専門学校シーズ集【地域・文化部門】 

所属部門 地域・文化 専門分野 

イギリス文学（２０世紀小説），２０世紀イギリス文化，

技術英語教育 

キーワード 

英語，イギリス文学，イギリス文化，技術英語 

所属学協会・研究会 

日本英文学会，日本ロレンス協会，テクスト研究学会，

日本英文学会中部支部， D.H.ロレンス研究会，映画英

語アカデミー学会 

技術分野 英語一般 

 

原口 治 教授 

一般科目教室（人文社会科学系） 

英語教育支援室 

osamuh@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【「イングランドらしさ」のイデオロギ

ー研究】 

「イングランドらしさ」のイデオロギーに

ついて，エドウォード朝文学を中心に研究

しています。これまで主に，D.H.ロレンス

とE．M．フォースターの「イングランド人

としての意識(＝ "Englishness")」を実生

活と作品の双方から研究してきました。ケ

ンブリッジ大学での各種調査（平成１５年

度文科省在外研究員・若手１２ヶ月）等の

研究成果を学会発表や論文等で公表して

おります。平成２５年度は共著書の出版に

向けての各種研究に主従事する予定です。 

「主要研究成果」 

翻訳. 吉村宏一他編訳. 『D.H.ロレンス書

簡集Ⅶ』. 東京: 松伯社, 2013. 

【技術英語教育モデル構築】 

国際的技術者に必要とされる英

語教育カリキュラムの構築と実

施に関する研究を，本校専攻科

英語教育を中心に行なっていま

す。これと並行して，企業で必

要とされる一般的な技術英語教

育全般についても，科学研究費

受入の下，各種研究や実地調査

を含めて，今後さらに研究展開

する計画です。  

「主要研究成果」 

著書. 原口治他編著. 『自然科学

を読む：過去・現在・未来―工業

英検対応―』. 東京: 朝日出版, 

2012. 

【英語文学及び文化研究を通して

の地域貢献のありかた】 

福井県や鯖江市を中心に各種の地域

貢献を展開しております。 

「主要特記事項」 

県レヴェルでは，平成25年度福井県大

学連携リーグ連携研究推進事業補助

金受入の下で，今後研究展開する計画

です。鯖江市においては，鯖江市高年

大学で，英語に関する新特別講座開講

を中心に，地域貢献のありかたについ

て研究展開する計画です。以上の実践

的な地域貢献を多角的に考察し，今

後，論文や口頭発表の形で，研究成果

を公表する予定です。その他，左記の

研究テーマ【技術英語教育モデル

構築】もご参照ください。 

主要設備・得意とする技術 

１．「技術英語教育全般」 

本校専攻科英語教育を中心に，国際的技術者に必要とされる英語教育カリキュラムの構築と実施に関する研

究を行なっています。また，企業で必要とされる一般的な技術英語教育全般について研究しております。 

２．「英語文学及び文化研究を通しての地域貢献のありかた」 

福井県大学連携リーグ連携講座や鯖江市高年大学特別講座等を中心に各種の地域貢献を展開しております。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

「主要事項のみ記載」 

平成２８年度科学研究費受入 基盤研究（Ｃ）（一般）３か年 研究代表者 

平成２５年度福井県大学連携リーグ連携研究推進事業補助金受入 研究代表者 

平成２４年度福井県大学連携リーグ連携研究推進事業補助金受入 研究代表者 
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福井工業高等専門学校シーズ集【地域・文化部門】 

所属部門 地域・文化 専門分野 

イギリス文学（２０世紀小説），２０世紀イギリス文化，

技術英語教育 

キーワード 

英語，イギリス文学，イギリス文化，技術英語 

所属学協会・研究会 

日本英文学会，日本ロレンス協会，テクスト研究学会，

日本英文学会中部支部， D.H.ロレンス研究会，映画英

語アカデミー学会 

技術分野 英語一般 

 

原口 治 教授 

一般科目教室（人文社会科学系） 

英語教育支援室 

osamuh@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【「イングランドらしさ」のイデオロギ

ー研究】 

「イングランドらしさ」のイデオロギーに

ついて，エドウォード朝文学を中心に研究

しています。これまで主に，D.H.ロレンス

とE．M．フォースターの「イングランド人

としての意識(＝ "Englishness")」を実生

活と作品の双方から研究してきました。ケ

ンブリッジ大学での各種調査（平成１５年

度文科省在外研究員・若手１２ヶ月）等の

研究成果を学会発表や論文等で公表して

おります。平成２５年度は共著書の出版に

向けての各種研究に主従事する予定です。 

「主要研究成果」 

翻訳. 吉村宏一他編訳. 『D.H.ロレンス書

簡集Ⅶ』. 東京: 松伯社, 2013. 

【技術英語教育モデル構築】 

国際的技術者に必要とされる英

語教育カリキュラムの構築と実

施に関する研究を，本校専攻科

英語教育を中心に行なっていま

す。これと並行して，企業で必

要とされる一般的な技術英語教

育全般についても，科学研究費

受入の下，各種研究や実地調査

を含めて，今後さらに研究展開

する計画です。  

「主要研究成果」 

著書. 原口治他編著. 『自然科学

を読む：過去・現在・未来―工業

英検対応―』. 東京: 朝日出版, 

2012. 

【英語文学及び文化研究を通して

の地域貢献のありかた】 

福井県や鯖江市を中心に各種の地域

貢献を展開しております。 

「主要特記事項」 

県レヴェルでは，平成25年度福井県大

学連携リーグ連携研究推進事業補助

金受入の下で，今後研究展開する計画

です。鯖江市においては，鯖江市高年

大学で，英語に関する新特別講座開講

を中心に，地域貢献のありかたについ

て研究展開する計画です。以上の実践

的な地域貢献を多角的に考察し，今

後，論文や口頭発表の形で，研究成果

を公表する予定です。その他，左記の

研究テーマ【技術英語教育モデル

構築】もご参照ください。 

主要設備・得意とする技術 

１．「技術英語教育全般」 

本校専攻科英語教育を中心に，国際的技術者に必要とされる英語教育カリキュラムの構築と実施に関する研

究を行なっています。また，企業で必要とされる一般的な技術英語教育全般について研究しております。 

２．「英語文学及び文化研究を通しての地域貢献のありかた」 

福井県大学連携リーグ連携講座や鯖江市高年大学特別講座等を中心に各種の地域貢献を展開しております。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

「主要事項のみ記載」 

平成２８年度科学研究費受入 基盤研究（Ｃ）（一般）３か年 研究代表者 

平成２５年度福井県大学連携リーグ連携研究推進事業補助金受入 研究代表者 

平成２４年度福井県大学連携リーグ連携研究推進事業補助金受入 研究代表者 
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福井工業高等専門学校シーズ集【地域・文化部門】 

所属部門 地域・文化 

専門分野 

物性理論 

キーワード

磁性，超伝導，近接効果，ジョセフソン効果，スピン

依存伝導現象 

所属学協会・研究会 

日本物理学会 

研究分野 物性 II 

挽野 真一 講師 

一般科目教室（自然科学系） 

応用物理学 

hikino@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【 スピン依存伝導現象の理論的研究 】 

超伝導/強磁性多重接合における近接効果の理論 

超伝導/強磁性(S/F)接合では，近接効果によってS

がs-波超伝導体にも関わらず，Fに2つの電子のスピン

の向きがそろったスピン三重項クーパー対が誘起されま

す(図1)。ここで，近接効果とは，超伝導体と非超伝導体

の接合を作ると，超伝導体のクーパー対の波動関数が

非超伝導体へ染み出す効果です。SF接合で現れるスピ

ン三重項クーパー対のスピンをどのように観測すればよ

いのか，に関する研究が注目されつつあります。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

【公開講座・出前授業】 

・理化学研究所一般公開説明員

内容：物性物理学と工学のつながりを一般の方々に説明していました。

・小・中・高の学生に対して物性物理学（磁性，超伝導，近接効果）の出前授業ができます。

図.1超伝導/強磁性接合において，近接効 

果によって出現するスピン三重項クーパ 

ー対の概念図 

図.2超伝導体(S)，強磁性体(F)そして常磁性体(N)から構成される多

重接合(左の図)で，スピン三重項クーパー対のスピンによって N に

誘起される磁化の S間の位相差の依存性(右の図) 
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福井工業高等専門学校シーズ集【地域・文化部門】 

所属部門 地域・文化 
専門分野 

外国語教育 

キーワード 

コミュニケーション，タスクを用いた言語指導， 

アクション・リサーチ，実践研究法 

所属学協会・研究会 

中部地区英語教育学会，全国英語教育学会，外国語教育

メディア学会，日英英語教育学会 

技術分野 外国語教育 

 

藤田 卓郎 講師 

一般科目教室（人文社会科学系） 

英語学 

t-fujita@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【英語コミュニケーション能力の育成】 

 

英語によるコミュニケーション能力の育成や，コミ

ュニケーションへの動機づけを促進する指導法を

研究しています。特に，タスクと呼ばれる活動を用

いた言語指導（Task-Based Language Teaching）に

ついて研究しています。コミュニケーションを活性

化するタスクの作成方法や指導方法に興味があり

ます。これまでには，スピーキングタスクを行う前

の事前準備時間（pre-task planning time）やタス

クの繰り返し（task repetition）が学習者の発話

の流暢さ，複雑さ，正確さに及ぼす影響について研

究報告を行っています。 

 

【アクション・リサーチによる英語授業研究法】 

 

英語教師として，効果的な授業研究方法について研

究しています。特に，アクション・リサーチの手法

を用いた授業研究方法に興味があります。教室内で

の教育実践から理論を生成する方法や，理論と実践

を融合させるための方法を研究しています。これま

でには，意見・考えを問う授業やタスクを用いた言

語指導について，アクション・リサーチの枠組みを

用いた実践報告を行っています。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・福井県英語研究会放送テスト部員（2011年〜2013年） 
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福井工業高等専門学校シーズ集【地域・文化部門】 

所属部門 地域・文化 
専門分野 

外国語教育 

キーワード 

コミュニケーション，タスクを用いた言語指導， 

アクション・リサーチ，実践研究法 

所属学協会・研究会 

中部地区英語教育学会，全国英語教育学会，外国語教育

メディア学会，日英英語教育学会 

技術分野 外国語教育 

 

藤田 卓郎 講師 

一般科目教室（人文社会科学系） 

英語学 

t-fujita@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【英語コミュニケーション能力の育成】 

 

英語によるコミュニケーション能力の育成や，コミ

ュニケーションへの動機づけを促進する指導法を

研究しています。特に，タスクと呼ばれる活動を用

いた言語指導（Task-Based Language Teaching）に

ついて研究しています。コミュニケーションを活性

化するタスクの作成方法や指導方法に興味があり

ます。これまでには，スピーキングタスクを行う前

の事前準備時間（pre-task planning time）やタス

クの繰り返し（task repetition）が学習者の発話

の流暢さ，複雑さ，正確さに及ぼす影響について研

究報告を行っています。 

 

【アクション・リサーチによる英語授業研究法】 

 

英語教師として，効果的な授業研究方法について研

究しています。特に，アクション・リサーチの手法

を用いた授業研究方法に興味があります。教室内で

の教育実践から理論を生成する方法や，理論と実践

を融合させるための方法を研究しています。これま

でには，意見・考えを問う授業やタスクを用いた言

語指導について，アクション・リサーチの枠組みを

用いた実践報告を行っています。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・福井県英語研究会放送テスト部員（2011年〜2013年） 
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福井工業高等専門学校シーズ集【地域・文化部門】 

所属部門 地域・文化 

専門分野 

保健体育，バイオメカニクス 

キーワード 

足関節ブレース，動作解析 

所属学協会・研究会 

日本体育学会，日本バイオメカニクス学会 

技術分野 スポーツ科学 

 

松井 一洋 助教 

一般科目教室（自然科学系） 

保健体育学 

matsui@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【足関節ブレースの効果と動作への影響】 

 足関節捻挫の予防，再発防止を目的として使用される足関節ブレースは，自分で着脱することができ，

繰り返し使用することが可能です。そのブレースが動作に対してどれだけの抵抗力（モーメント）を発揮

しているのか，動作とブレース装着によって受ける力が膝関節などにどのような変化を与えるのかについ

て研究しています。 

 

 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

総合型地域スポーツクラブで小学生対象のバスケットボール教室に参加していました。 

バスケットボール以外のスポーツイベントにも参加しています。 
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福井工業高等専門学校シーズ集【地域・文化部門】 

所属部門 地域・文化 
専門分野 

英語学，日本語学，認知言語学，コーパス言語学 

キーワード 

文法，語法，認知モード 

所属学協会・研究会 

日本英語学会，日本言語学会，日本英語表現学会， 

日本認知言語学会，日本語用論学会，関西言語学会， 

大阪大学英文学会，金沢大学英文学会 

技術分野 英語全般 

 

森  貞 教授 

一般科目教室（人文社会科学系） 

英語学 

mori@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【日英語の認知モードの違いに着目

した英語教育教授法の研究】 

 

認知言語学的観点を生かした辞書・

教材開発（（例：ベネッセ「E-Gate 

English-Japanese Dictionary」，ア

ルク「文法マラソン」等）は近年注

目を集めているところであるが，本

研究では，特に，日英語間の「認知

モード」の違い〔Iモード認知・Dモ

ード認知〕に着目して，英語教育教

授法に関する基礎的研究を行い，最

終的には，その教授法を実際の教育

現場で具現化するための英語教育教

材を開発することを研究目的として

います。 

 

【コーパス検索とアンケート

を併用した日英語における

非文法的表現の出現に関す

る研究】 

 

非文法的表現及び研究者間

で容認性判断に揺れが見ら

れる表現の出現に関して，大

規模データベース検索とア

ンケートを併用してその実

態を明らかにし，認知語用論

的観点・語用論的観点から，

出現メカニズムを解明しま

す。 

 

 

【日英語の談話における主節表現

の機能と創発メカニズムの解明】 

 

NR (NEG-Raising) 述 語 及 び ENR 

(Extended NEG-Raising)述語を含む

主節表現およびその日本語相当表

現が，談話において，どのような機

能を果たしているかを大規模デー

タベース（文字データ・音声データ）

の分析を通して明らかにするとと

もに，その創発メカニズムを解明し

ます。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・2012年度福井県大学連携リーグ講座（テーマ：イギリス文学・文化を味わう）講師 

・福井県内の旧所・名跡の英文パンフレットの作成支援 

・福井県内の小・中学校の英語クラブ運営に関わる助言 

・日英語の認知モードの違いに着目した英語教授法に関する講演会 

─58─



- 58 - 
 

福井工業高等専門学校シーズ集【地域・文化部門】 

所属部門 地域・文化 
専門分野 

英語学，日本語学，認知言語学，コーパス言語学 

キーワード 

文法，語法，認知モード 

所属学協会・研究会 

日本英語学会，日本言語学会，日本英語表現学会， 

日本認知言語学会，日本語用論学会，関西言語学会， 

大阪大学英文学会，金沢大学英文学会 

技術分野 英語全般 

 

森  貞 教授 

一般科目教室（人文社会科学系） 

英語学 

mori@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【日英語の認知モードの違いに着目

した英語教育教授法の研究】 

 

認知言語学的観点を生かした辞書・

教材開発（（例：ベネッセ「E-Gate 

English-Japanese Dictionary」，ア

ルク「文法マラソン」等）は近年注

目を集めているところであるが，本

研究では，特に，日英語間の「認知

モード」の違い〔Iモード認知・Dモ

ード認知〕に着目して，英語教育教

授法に関する基礎的研究を行い，最

終的には，その教授法を実際の教育

現場で具現化するための英語教育教

材を開発することを研究目的として

います。 

 

【コーパス検索とアンケート

を併用した日英語における

非文法的表現の出現に関す

る研究】 

 

非文法的表現及び研究者間

で容認性判断に揺れが見ら

れる表現の出現に関して，大

規模データベース検索とア

ンケートを併用してその実

態を明らかにし，認知語用論

的観点・語用論的観点から，

出現メカニズムを解明しま

す。 

 

 

【日英語の談話における主節表現

の機能と創発メカニズムの解明】 

 

NR (NEG-Raising) 述 語 及 び ENR 

(Extended NEG-Raising)述語を含む

主節表現およびその日本語相当表

現が，談話において，どのような機

能を果たしているかを大規模デー

タベース（文字データ・音声データ）

の分析を通して明らかにするとと

もに，その創発メカニズムを解明し

ます。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・2012年度福井県大学連携リーグ講座（テーマ：イギリス文学・文化を味わう）講師 

・福井県内の旧所・名跡の英文パンフレットの作成支援 

・福井県内の小・中学校の英語クラブ運営に関わる助言 

・日英語の認知モードの違いに着目した英語教授法に関する講演会 
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福井工業高等専門学校シーズ集【地域・文化部門】 

所属部門 地域・文化 

専門分野 

確率論，無限粒子系 

キーワード 

Percolation，  

Contact process 

所属学協会・研究会 

日本数学会 

技術分野 数学基礎，応用数学 

 

柳原 祐治 准教授 

一般科目教室（自然科学系） 

数学 

y-yanagi@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【モンテカルロ法】 

 

確率論と統計力学を基本として， 

「無限粒子が相互作用するなかで，相全体の様子がどのようにふるまうか」 

ということについて，percolation model や contact process などの，様々なモデルにおいて研究

を行っています。 

 

基本的には，数学の理論の枠組みのなかでの結果を求めていきますが，ときには， 

コンピューターで乱数を発生させ，シミュレーションを行って，「とにかく何が 

起こっているのか」ということを調べ，理由を探るという研究手法をとることもあります。 

(このような手法を「モンテカルロ法」といいます。) 

ですので， 

 金属内部，流体，交通流 

等の対象について，モンテカルロ法で調べるといった依頼に応じることができます。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

 

【公開講座・出前授業】 

  ・「多面体作り」や「グラフ電卓を用いて関数を体験する」などをテーマにした公開講座・出前 

   授業を行っています。 
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福井工業高等専門学校シーズ集【地域・文化部門】 

所属部門 地域・文化 

専門分野 

数学一般（特に偏微分方程式論） 

キーワード 

移流拡散方程式 

所属学協会・研究会 

日本数学会 

技術分野 数学解析 

 

山田 哲也 講師 

一般科目教室（自然科学系） 

数学 

yamada@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【移流拡散方程式の解の定性理論】 

 

関数解析や調和解析を用いて移流拡散方程式(例え

ば走化性粘菌モデルや半導体シュミレーションモデ

ルなど)における解の定性的性質を調べています。最

近は 

・時間無限大での解の振る舞い(漸近形や漸近率) 

・定常解の安定性 

に関する研究を行っています。 

 

, v= -v+u 

移流拡散方程式とは 

 

 

 

 

 

 

走化性による細胞性粘菌の形態形成 

出典  http://ja.wikipedia.org/wiki/細胞性粘菌 

 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

 

【公開講座・出前授業】 

「多面体作り」を通して多面体の性質を学んでもらう公開講座や出前講座を行っています。 

 

シミュレーションモデ
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福井工業高等専門学校シーズ集【地域・文化部門】 

所属部門 地域・文化 

専門分野 

数学一般（特に偏微分方程式論） 

キーワード 

移流拡散方程式 

所属学協会・研究会 

日本数学会 

技術分野 数学解析 

 

山田 哲也 講師 

一般科目教室（自然科学系） 

数学 

yamada@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【移流拡散方程式の解の定性理論】 

 

関数解析や調和解析を用いて移流拡散方程式(例え

ば走化性粘菌モデルや半導体シュミレーションモデ

ルなど)における解の定性的性質を調べています。最

近は 

・時間無限大での解の振る舞い(漸近形や漸近率) 

・定常解の安定性 

に関する研究を行っています。 

 

, v= -v+u 

移流拡散方程式とは 

 

 

 

 

 

 

走化性による細胞性粘菌の形態形成 

出典  http://ja.wikipedia.org/wiki/細胞性粘菌 

 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

 

【公開講座・出前授業】 

「多面体作り」を通して多面体の性質を学んでもらう公開講座や出前講座を行っています。 
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福井工業高等専門学校シーズ集【地域・文化部門】 

 

所属部門 地域・文化 
専門分野 

英語教育学 

キーワード 

コミュニケーション，動機づけ 

所属学協会・研究会 

中部地区英語教育学会，全国英語教育学会，全国高等

専門学校英語教育学会，全国語学教育学会，京大英文

学会 

技術分野 外国語教育 

 

吉田 三郎 教授 

一般科目教室（人文社会科学

系） 

英語教育学 

s-yoshida@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【研究テーマ１】 

● 学生の実践的な英語コミュニ

ケーション能力の育成に寄与す

る教授法の研究。 

【研究テーマ２】 

●心理学や認知科学の知見を援

用しつつ，学生の英語学力を伸張

させる方策の研究。 

● 視聴覚教材や各種ソフト，IC 

レコーダー等の汎用機器を活用

しての，学生の英語学習動機づけ

の研究。 

【研究テーマ３】 

●TOEIC，各種資格試験受験対応。 

・実用英語技能検定試験 

（英検１級，準１級，２級対策） 

・通訳案内士国家試験 

（通訳案内士英語資格取得対策） 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

☆ これまでに，次のような社会活動をしてきました。 

(1)福井県中学校英語弁論大会審査員 

(2)福井県高等学校英語弁論大会審査員 

(3)福井県外国語指導助手(ALT)の指導力向上研修講師（基調講演・分科会） 

(4)福井高専公開講座「英検準２級合格をめざして」，「英文法基礎講座」 

(5)岡本小学校児童保護者向け天体観測講座 

 

☆ 小・中学生および市民を対象に，次の講座が可能です。 

(1)英検２級，準２級，英文法のまとめ（英検・高専入試対策等） 

(2)星空観望・天体講話（物理科天文同好会指導教員との共同） 

☆ これまでに，次のような社会活動をしてきました。

(1)福井県中学校英語弁論大会審査員

(2)福井県高等学校英語弁論大会審査員

(3)福井県外国語指導助手(ALT)の指導力向上研修講師（基調講演・分科会）

(4)福井高専公開講座「英検準２級合格をめざして」，「英文法基礎講座」

(5)岡本小学校児童保護者向け天体観測講座

☆ 小・中学生および市民を対象に，次の講座が可能です。

(1)英検２級，準２級，英文法のまとめ（英検・高専入試対策等）

(2)星空観望・天体講話（物理科天文同好会指導教員との共同）
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福井工業高等専門学校シーズ集【環境・生態部門】 

所属部門 環境・生態 

専門分野 

土木工学 

キーワード 

土木，地盤，測量，生態，環境，植生 

所属学協会・研究会 

鯖江市環境まちづくり委員，越の郷地球環境会議，エコ

プラザさばえ，IGES国際生態学センター研究会員 

技術分野 地盤，植生 

 

小木曽 晴信 技術職員 

教育研究支援センター 

ogiso@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【建設発生土の有効利用】 

・福井県内の河川から採取した堆積土砂（浚渫土砂）の土質試験およびコーン指数による比較

を行い，堆積土砂の性質に応じた安定材の選定などを行っている。 

 

【福井県内の潜在自然植生の概念に基づく植樹地の調査】 

・福井県内の潜在自然植生の概念に基づく植樹地（環境保全林）の遷移状況の解明と当初目標に

対する目標達成度評価を行った。 

・植樹地の土壌特性（物理・化学性）が植生に及ぼす影響について研究を行っている。 

 

主要設備・得意とする技術 

【主要設備】 

一軸圧縮試験機，一面せん断試験機，透水試験器具，ｐH・EC 測定器，電気炉，締固め試験機，CBR試験機，

トータルステーション，GNSS（GPS）受信機・解析ソフト 

 

【得意とする技術】 

環境都市工学科学生への実験実習指導，土質試験 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・鯖江市環境まちづくり委員として，地域の環境活動について企画・運営を行っている。 

・越の里地球環境会議のメンバーとして，地元産苗木を用いた植樹活動を行っている。 
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福井工業高等専門学校シーズ集【環境・生態部門】 

所属部門 環境・生態 

専門分野 

土木工学 

キーワード 

土木，地盤，測量，生態，環境，植生 

所属学協会・研究会 

鯖江市環境まちづくり委員，越の郷地球環境会議，エコ

プラザさばえ，IGES国際生態学センター研究会員 

技術分野 地盤，植生 

 

小木曽 晴信 技術職員 

教育研究支援センター 

ogiso@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【建設発生土の有効利用】 

・福井県内の河川から採取した堆積土砂（浚渫土砂）の土質試験およびコーン指数による比較

を行い，堆積土砂の性質に応じた安定材の選定などを行っている。 

 

【福井県内の潜在自然植生の概念に基づく植樹地の調査】 

・福井県内の潜在自然植生の概念に基づく植樹地（環境保全林）の遷移状況の解明と当初目標に

対する目標達成度評価を行った。 

・植樹地の土壌特性（物理・化学性）が植生に及ぼす影響について研究を行っている。 

 

主要設備・得意とする技術 

【主要設備】 

一軸圧縮試験機，一面せん断試験機，透水試験器具，ｐH・EC 測定器，電気炉，締固め試験機，CBR試験機，

トータルステーション，GNSS（GPS）受信機・解析ソフト 

 

【得意とする技術】 

環境都市工学科学生への実験実習指導，土質試験 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・鯖江市環境まちづくり委員として，地域の環境活動について企画・運営を行っている。 

・越の里地球環境会議のメンバーとして，地元産苗木を用いた植樹活動を行っている。 
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福井工業高等専門学校シーズ集【環境・生態部門】 

所属部門 環境・生態 

専門分野 

上下水道工学，水環境学，地盤環境工学 

キーワード 

上水道，下水道，水質調査，地下水汚染，生物指標 

所属学協会・研究会 

土木学会，日本水環境学会，日本材料学会，廃棄物学会，

応用生態工学会， NPO 福井地域地盤防災研究所 

技術分野 
土木環境システム，環境モ
デリング・保全修復技術 

 

奥村 充司 准教授 

環境都市工学科 

環境・衛生工学研究室 

okumura@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【排水中におけるSSおよび有機物

の処理に関する研究】 

 

河川へのＳＳ，ＢＯＤ負荷を軽減

する目的で，地場産業排水の浮遊

性物質(繊維くず等)を土木シート

で濾過除去し，微生物を付着させ

た不織布により有機物を好気的に

処理する技術を開発しています。  

 

【日野川に砂礫河原を取り戻す

研究（河川自然再生技術として

の小わざ）】 

日野川に人と生き物を川に呼

び戻すことを目的に，河川の自

然の営力を利用して砂礫河原

を取り戻す研究およびコウノ

トリの冬季の餌場としてのワ

ンド整備を検討しています。 

 

【水生生物による河川環境の調

査・評価】 

 

河川無脊椎動物およびそれらの餌

となる流域森林から供給されるリ

ター，河道内部生産である付着藻類

の現存量・生産量調査を行い，河川

水質および河川の自然度，生態系の

持続性を評価しています。 

 

主要設備・得意とする技術 

環境都市工学科棟３階の衛生工学実験室では，水質分析に関する備品，器具を保有しており，河川水質や，

地下水・湧水の水質分析を行っています。また，河川の水生生物調査を行い，河川環境の評価の基礎資料と

しています。保有装置・器具は以下のとおり。 

・全有機炭素計（TOC）：有機性排水の有機物分析・土壌中の有機物含有量 

・原子吸光分光光度計：重金属による土壌・地下水汚染の調査 

・生物調査器具一式：河川底生無脊椎動物調査，魚類調査 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・環境教育プロジェクトWET(エデュケーターの資格)のアクティビティを用いて出前授業を行っています。 

・御清水川のユスリカ対策を地元のＮＰＯ団体，住民，企業，本校学生との協働で実施しています。 

・武生メダカ連絡会の会長として，下水道事業推進や農地の生態系再生活動を行っています。 

・「そうだ！川へ行こう」川のイベントを通じて，河川管理者や漁協，建設業者などと河川を中心とした

環境教育や地域活性化の実践活動を行っています。 

・環境教育プロジェクトWET(エデュケーターの資格)のアクティビティを用いて出前授業を行っています。

・御清水川のユスリカ対策を地元のＮＰＯ団体，住民，企業，本校学生との協働で実施しています。

・武生メダカ連絡会の会長として，下水道事業推進や農地の生態系再生活動を行っています。

・「そうだ！川へ行こう」川のイベントを通じて，河川管理者や漁協，建設業者などと河川を中心とした

環境教育や地域活性化の実践活動を行っています。
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福井工業高等専門学校シーズ集【環境・生態部門】 

所属部門 環境・生態 

専門分野 

作業環境測定 

キーワード 

環境測定，安全衛生 

所属学協会・研究会 

作業環境測定協会，大学等環境安全協議会 

技術分野 環境動態解析 

 

片岡 裕一 技術長 

教育研究支援センター 

kataoka@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【計量証明を必要としない環境計測（含む作業環境）】 

 

●工程や作業の変更をおこなうと排出される排ガスや排水などに含まれる有害物質の濃度が変化する場合

があります。有害物質の濃度が増加すると，環境汚染や地域住民や労働者の健康障害の原因となりえます。 

 

●このように環境計測はCSRとしての環境負荷の低減や健康障害の防止のために重要です。 

 しかし，専用の分析機器を持たない事業所は，排水の水質測定や作業環境改善のための自社測定が不可

能な状況です。 

 

●現在,福井県和紙工業組合より委託（12事業所）を受けて，事業所排水が越前市指定の環境基準項目の基

準値に適合し，適正に排出されているか確認するためサンプリングおよび測定を実施中です。 

 

 

主要設備・得意とする技術 

地域連携テクノセンターに設置された恒温恒湿室内の引張試験機，折曲げ試験機を利用して薄い素材の強度

試験が可能です。 

中央労働災害防止協会 有機溶剤業務従事者インストラクター，局所排気装置等定期自主検査インストラク

ター，新入者安全衛生教育トレーナー，酸素欠乏危険作業特別教育インストラクターです。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

☆これまでに，次のような社会活動をしてきました。 

(1)公開講座「親子理科教室」(2011年7月)， 

公開講座「親子科学教室」（2012年7月) 
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福井工業高等専門学校シーズ集【環境・生態部門】 

所属部門 環境・生態 

専門分野 

作業環境測定 

キーワード 

環境測定，安全衛生 

所属学協会・研究会 

作業環境測定協会，大学等環境安全協議会 

技術分野 環境動態解析 

 

片岡 裕一 技術長 

教育研究支援センター 

kataoka@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【計量証明を必要としない環境計測（含む作業環境）】 

 

●工程や作業の変更をおこなうと排出される排ガスや排水などに含まれる有害物質の濃度が変化する場合

があります。有害物質の濃度が増加すると，環境汚染や地域住民や労働者の健康障害の原因となりえます。 

 

●このように環境計測はCSRとしての環境負荷の低減や健康障害の防止のために重要です。 

 しかし，専用の分析機器を持たない事業所は，排水の水質測定や作業環境改善のための自社測定が不可

能な状況です。 

 

●現在,福井県和紙工業組合より委託（12事業所）を受けて，事業所排水が越前市指定の環境基準項目の基

準値に適合し，適正に排出されているか確認するためサンプリングおよび測定を実施中です。 

 

 

主要設備・得意とする技術 

地域連携テクノセンターに設置された恒温恒湿室内の引張試験機，折曲げ試験機を利用して薄い素材の強度

試験が可能です。 

中央労働災害防止協会 有機溶剤業務従事者インストラクター，局所排気装置等定期自主検査インストラク

ター，新入者安全衛生教育トレーナー，酸素欠乏危険作業特別教育インストラクターです。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

☆これまでに，次のような社会活動をしてきました。 

(1)公開講座「親子理科教室」(2011年7月)， 

公開講座「親子科学教室」（2012年7月) 

- 65 - 
 

福井工業高等専門学校シーズ集【環境・生態部門】 

所属部門 環境・生態 

専門分野 

無機分析化学 

キーワード 

微量元素分析，環境分析，高感度分析 

所属学協会・研究会 

日本分析化学会，日本地球化学会 

技術分野 分析化学 

 

後反 克典 講師 

物質工学科 

分析化学研究室 

gotan@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【マイクロ波分解法による木質バイオマス発電燃料

中の迅速元素分析法の開発】 

環境試料及び材料中に含まれる微量元素の定量で

は，試料中に存在する主要成分（マトリクス成分）

が分析の妨げとなる場合が少なくない。これらの要

因を取り除き，微量元素を精確に定量するための試

料分解法や目的元素の分離，精製法の開発を行って

いる。一例として，マイクロ波を用いた木質ペレッ

トの分析法の開発を示す。本研究では，マイクロ波

分解装置を用いて高温・高圧条件にすることで，従

来は困難であった短時間での安全・迅速な試料分解

を達成できる。本方法を用いてホウ素，水銀，ヒ素

等の環境汚染の原因となる物質の評価への利用が期

待される。 

他にも抽出法や，LC カラムおよび固相抽出，溶媒

抽出等による前処理を組み合わせた分析手法の開発

を行っている。 

マイクロ波

圧力センサー

硝酸

木質ペレット

PTFE容器

マイクロ波分解法

温度：~250℃

圧力：~100気圧

・迅速、簡便
・揮発性元素の
分析も可能！

 

 

主要設備・得意とする技術 

・ 原子スペクトル法を用いた環境試料中の微量元素分析および材料中の不純物成分の分析，および前処理

（試料分解，分離・濃縮技術等）を含む分析法の開発。 

【主な使用機器】 

二重収束型誘導結合プラズマ質量分析装置，誘導結合プラズマ発光分析装置，フレームレス原子吸光分

析装置，フレーム原子吸光分析装置，紫外可視吸光光度計，全有機炭素分析計，マイクロ波分解装置，

差動型示差熱天秤、高感度示差走査熱量計 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

過去に行った産官学連携研究テーマ 

「石炭中微量元素の分析法開発，標準化，およびキャラクタライゼーション」 

「小型自走式ロボットによる土壌化学成分濃度布モニタリングシステムの試作」 

・ 原子スペクトル法を用いた環境試料中の微量元素分析および材料中の不純物成分の分析，および前処理

（試料分解，分離・濃縮技術等）を含む分析法の開発。

【【主な使用機器】】

二重収束型誘導結合プラズマ質量分析装置，誘導結合プラズマ発光分析装置，フレームレス原子吸光分

析装置，フレーム原子吸光分析装置，紫外可視吸光光度計，全有機炭素分析計，マイクロ波分解装置，

差動型示差熱天秤，高感度示差走査熱量計

過去に行った産官学連携研究テーマ

「石炭中微量元素の分析法開発，標準化，およびキャラクタライゼーション」

「小型自走式ロボットによる土壌化学成分濃度布モニタリングシステムの試作」
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福井工業高等専門学校シーズ集【環境・生態部門】 

所属部門 環境・生態 

専門分野 

生物化学，電気化学 

キーワード 

電気化学，バイオデバイス，酵素固定化 

技術分野 生物機能・バイオプロセス 

 

坂元 知里 助教 

物質工学科 

sakamoto@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【生体機能を利用したバイオデバイスとシステムの創製】 

 

バイオデバイスは，電極上に生体や酵素等の生体分子を固定化し，バイオ燃料もしくは測定対象分子に対

する生体の応答情報を電子情報として測定する素子です（Figure 1）。 

 

                       【対象＝バイオ燃料の場合】 

                        化石エネルギーに代わる新エネルギー素子として，             

                        高出力なバイオ燃料電池の開発を行います。 

 

                       【対象＝環境汚染分子等の場合】         

                        High throughputな環境評価ツールとして，バイオセ 

                        ンサデバイスおよびシステムの開発を行います。 

 

  

    Figure 1 バイオデバイスの概要 

 

 

主要設備・得意とする技術 

【得意とする技術】 

・ 電極材料への生体分子の固定化 

・ 生体分子・化学物質の電気化学測定 

 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

【産学連携の実績】 

細胞接着領域を制御する装置の開発 
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福井工業高等専門学校シーズ集【環境・生態部門】 

所属部門 環境・生態 

専門分野 

生物化学，電気化学 

キーワード 

電気化学，バイオデバイス，酵素固定化 

技術分野 生物機能・バイオプロセス 

 

坂元 知里 助教 

物質工学科 

sakamoto@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【生体機能を利用したバイオデバイスとシステムの創製】 

 

バイオデバイスは，電極上に生体や酵素等の生体分子を固定化し，バイオ燃料もしくは測定対象分子に対

する生体の応答情報を電子情報として測定する素子です（Figure 1）。 

 

                       【対象＝バイオ燃料の場合】 

                        化石エネルギーに代わる新エネルギー素子として，             

                        高出力なバイオ燃料電池の開発を行います。 

 

                       【対象＝環境汚染分子等の場合】         

                        High throughputな環境評価ツールとして，バイオセ 

                        ンサデバイスおよびシステムの開発を行います。 

 

  

    Figure 1 バイオデバイスの概要 

 

 

主要設備・得意とする技術 

【得意とする技術】 

・ 電極材料への生体分子の固定化 

・ 生体分子・化学物質の電気化学測定 

 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

【産学連携の実績】 

細胞接着領域を制御する装置の開発 
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福井工業高等専門学校シーズ集【環境・生態部門】 

所属部門 環境・生態 
専門分野 

分析化学，応用微生物学，生物機能，バイオプロセス 

キーワード 

バイオレメディエーション，バイオセンサー，バイオリ

ファイナリー 

所属学協会・研究会 

日本化学会，日本分析化学会，日本生物工学会，日本工

学教育協会 

研究分野 複合化学，農芸化学 

 

高山 勝己 教授 

物質工学科 

応用微生物学研究室 

takayama@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【ニトロ化合物検出用バイオセン

サーの構築】 

 細胞表層工学の技術を用いて，

酵母の細胞表層にニトロレダクタ

ーゼ酵素を発現させ，これを用い

たニトロ化合物バイオセンサーの

構築を試みています。ニトロ化合

物は有害化学物質の一つです。 

 

【有機臭素系難燃剤分解菌の探

索】 

 難燃剤には様々なタイプのもの

がありますが，有機臭素系化合物

はその代表例の一つです。有機臭

素系化合物は，その有害性から使

用されなくなりつつありますが，

難分解性であるために環境中に残

留しており，これらの生物分解除

去は重要課題の一つです。 

 

【未利用バイオマスを利用する

バイオ燃料電池の開発】 

 バイオ燃料電池は，触媒として

酵素もしくは微生物を用い，燃料

には糖類や有機酸を利用します。 

本研究室では，微生物バイオ電

池のアノード極に研究の焦点を

絞り，直接電子移動型アノード電

極の構築に取り組んでいます。 

 

 

 

主要設備・得意とする技術 

微生物を用いた環境浄化やバイオセンサーに関する研究を実施するために必要とされる基本的な研究設

備を保有しています。各種微生物培養用インキュベーター，ファーメンター，ＰＣＲ，位相差・明視野・微

分干渉・蛍光顕微鏡，クリーンベンチ（2 台），滅菌装置（オートクレーブ，乾熱）等。他に各種分析装置

を保有しています（ＨＰＬＣ，ＵＶ-ＶＩＳ，蛍光光度計，ＧＣ-ＦＩＤ，電気泳動装置，電気化学測定装置

等）。今後，ＵＰＬＣ－ＭＳ，キャピラリー型ＤＮＡシークエンサーの導入を予定しています。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・未利用バイオマス資源の有効利用に関する研究（バイオ電池開発や有用物質への変換） 

・電界印加による植物種子の発芽促進効果についての研究 

・有機リン農薬検出用バイオセンサーの構築 

・各種有害物質（有機リン，有機塩素，有害金属）の微生物による浄化または回収に関する研究 
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福井工業高等専門学校シーズ集【環境・生態部門】 

所属部門 環境・生態 

専門分野 

地盤工学，測量 

キーワード 

地盤工学実験 

技術分野 地盤工学 

 

坪川 茂 技術職員 

教育研究支援センター 

shigerut@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【天日乾燥浄水汚泥の物理的性質と水分滲出特性】 

 

上水道・水道水供給事業で生じた浄水汚泥を漸次含水減量を呈する天日乾燥浄水汚泥の特徴

を活かして，乾いた塊となる以前の湿った塊を，安定処理を前提に建設分野における利用促進

の一助になると考え，荷重を加えた時の水分滲出率を求めることで，天日乾燥期間短縮の可否

について検討しました。 

 

主要設備・得意とする技術 

 

地盤工学実験室に設置された，一面せん断試験機，一軸圧縮試験機，CBR 試験機，他の管理

をしています。 

 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

公開講座 

H20,21 夏休みの自由研究講座「ちからとかたち」 

H22   小さな大工さん講座「木造住宅模型をつくろう！」 

H23,24 小さな大工さん講座「建築模型をつくろう！」 

H25   小さな大工さん講座「建築デザイナーになろう！」 
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福井工業高等専門学校シーズ集【環境・生態部門】 

所属部門 環境・生態 

専門分野 

地盤工学，測量 

キーワード 

地盤工学実験 

技術分野 地盤工学 

 

坪川 茂 技術職員 

教育研究支援センター 

shigerut@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【天日乾燥浄水汚泥の物理的性質と水分滲出特性】 

 

上水道・水道水供給事業で生じた浄水汚泥を漸次含水減量を呈する天日乾燥浄水汚泥の特徴

を活かして，乾いた塊となる以前の湿った塊を，安定処理を前提に建設分野における利用促進

の一助になると考え，荷重を加えた時の水分滲出率を求めることで，天日乾燥期間短縮の可否

について検討しました。 

 

主要設備・得意とする技術 

 

地盤工学実験室に設置された，一面せん断試験機，一軸圧縮試験機，CBR 試験機，他の管理

をしています。 

 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

公開講座 

H20,21 夏休みの自由研究講座「ちからとかたち」 

H22   小さな大工さん講座「木造住宅模型をつくろう！」 

H23,24 小さな大工さん講座「建築模型をつくろう！」 

H25   小さな大工さん講座「建築デザイナーになろう！」 
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福井工業高等専門学校シーズ集【環境・生態部門】 

所属部門 環境・生態 

専門分野 

生態学 

キーワード 

里地里山，生物調査，保全活動，ＷＢＧＴ 

 

技術分野 
環境モデリング・保全修復
技術 

 

廣部 まどか 技術職員 

教育研究支援センター 

m-hirobe@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【里地里山を生息域とする生物調査】 

福井県は豊富な自然環境に囲まれています。その中でも自然と都市の中間にあり，集落とその周辺の森林

と農地で構成された地域を指す里地里山を生息域とする生物の調査や保全活動に努めてきました。希少な

生物の多くが里地里山に生息する種であり，人との関わりの中で維持されてきた里地里山の生態系保護は，

人の手によってでしか再興出来ないと考えています。 

 

・衛生工学実験におけるコドラートを用いた水生生物調査 

・外来生物であるアメリカザリガニやブラックバス，ブルーギルなどの駆除 

・県域絶滅種であるアベサンショウウオの生息域調査 

 

 

【WBGT自動測定システム自作プロジェクト】 

福井県では実測されていない黒球温度を本校で測定し，併せて湿球温度， 

乾球温度を測定することで，本校における正確なWBGT（暑さ指数）を求め， 

学生・教職員および地域住民の熱中症予防に寄与することを目的に現在 

活動中です。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

H29年度 公開講座 11月 「親子で作るオリジナル写真年賀状」 

H28年度 公開講座 11月 「親子で作るオリジナル写真年賀状」 

H27年度 公開講座 7月 「小中学生夏休み科学教室」 

H27年度 公開講座 11月 「親子で作るオリジナル写真年賀状」 

 

●福井高専におけるリアルタイムな熱中症関連情報について 

https://s-portal.tsc.fukui-nct.ac.jp/tsc/index.php/tsctop/oshms/wbgt 

図1 定点観測型WBGT 

自動測定システム 

H29年度 公開講座 11月 「親子で作るオリジナル写真年賀状」

H28年度 公開講座 11月 「親子で作るオリジナル写真年賀状」

H27年度 公開講座 7月 「小中学生夏休み科学教室」

H27年度 公開講座 11月 「親子で作るオリジナル写真年賀状」

●福井高専におけるリアルタイムな熱中症関連情報について

https://s-portal.tsc.fukui-nct.ac.jp/tsc/index.php/tsctop/oshms/wbgt
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福井工業高等専門学校シーズ集【環境・生態部門】 

所属部門 環境・生態 

専門分野 

応用生物化学，無機化学，生物無機化学 

キーワード 

生物工学，バイオフィルム，バイオセンサー 

技術分野 応用生物化学，無機化学 

 

舟洞 久人 技術職員 

教育研究支援センター 

funabora@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【平行複式無機化を行う微生物郡の固体単体への固定化】 

 

●目的   ：恒常的な電力を用いる操作を用いることなく，有機物から無機肥料 

          成分である硝酸態窒素を効率よく生成する方法の提供 

●社会的意義：有機質資源の再資源化の大規模化に伴う電力コストの削減 

          窒素固定-脱膣循環の適正化による環境負荷の低減  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主要設備・得意とする技術 

凍結乾燥機，遠心分離機等の設備を管理しています。ＨＰＬＣやＤＮＡシークエンシング，ボルタメトリー

等の化学的分析手法の経験を有しています。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

公開講座「発泡スチロールスタンプ製作」，「ポンポン蒸気船製作」，「アニメーション製作」等の理科への

興味喚起を促す公開講座を実施してきました。また，「年賀状作成講座」等の地域貢献も行いました。今

後も新規テーマ「バナナからＤＮＡを取り出そう」等の理科に関する公開講座や出前授業，その他地域貢

献を行っていきたいと思います。 

平行複式無機化を行う

バイオフィルム 

固定化による反応効

率化及び省電力化 

・多孔質担体への微生物固定による

無機肥料製造速度向上 
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福井工業高等専門学校シーズ集【環境・生態部門】 

所属部門 環境・生態 

専門分野 

応用生物化学，無機化学，生物無機化学 

キーワード 

生物工学，バイオフィルム，バイオセンサー 

技術分野 応用生物化学，無機化学 

 

舟洞 久人 技術職員 

教育研究支援センター 

funabora@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【平行複式無機化を行う微生物郡の固体単体への固定化】 

 

●目的   ：恒常的な電力を用いる操作を用いることなく，有機物から無機肥料 

          成分である硝酸態窒素を効率よく生成する方法の提供 

●社会的意義：有機質資源の再資源化の大規模化に伴う電力コストの削減 

          窒素固定-脱膣循環の適正化による環境負荷の低減  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主要設備・得意とする技術 

凍結乾燥機，遠心分離機等の設備を管理しています。ＨＰＬＣやＤＮＡシークエンシング，ボルタメトリー

等の化学的分析手法の経験を有しています。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

公開講座「発泡スチロールスタンプ製作」，「ポンポン蒸気船製作」，「アニメーション製作」等の理科への

興味喚起を促す公開講座を実施してきました。また，「年賀状作成講座」等の地域貢献も行いました。今

後も新規テーマ「バナナからＤＮＡを取り出そう」等の理科に関する公開講座や出前授業，その他地域貢

献を行っていきたいと思います。 

平行複式無機化を行う

バイオフィルム 

固定化による反応効

率化及び省電力化 

・多孔質担体への微生物固定による

無機肥料製造速度向上 
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福井工業高等専門学校シーズ集【環境・生態部門】 

 

所属部門 環境・生態 

専門分野 

微生物工学，環境微生物 

キーワード 

微生物，物質生産，生物機能 

所属学協会・研究会 

日本生物工学会，日本農芸化学会 

技術分野 
応用微生物学，生物機能・バイ
オプロセス 

 

 

 

 

 

 

松野 敏英 講師 

物質工学科 

matsuno@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【土壌微生物叢の解析】 

土壌環境微生物の解析を行う。土壌から微生物由来

のDNAを抽出し，土壌微生物叢について解析する。

また，土壌微生物叢の経時変化についても解析す

る。たとえば，農地（水田，畑）や汚染土壌に存在

する微生物叢を解析することができる。 

【微生物を用いた物質生産】 

大腸菌や酵母を宿主として有用物質を生産する。大

腸菌や酵母に最適な遺伝子を導入することで、目的

の有用物質を生産することができる。 

 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・微生物に関わる産官学共同研究や連携事業 

・微生物に関わる公開講座・出前授業 

大腸菌や酵母を宿主として有用物質を生産する。大

腸菌や酵母に最適な遺伝子を導入することで，目的

の有用物質を生産することができる。
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福井工業高等専門学校シーズ集【エネルギー部門】 

所属部門 エネルギー 
専門分野 

半導体工学，電気機器，技術史 

キーワード 

 パワーエレクトロニクス，テラヘルツ分光技術， 

加速器応用，博物館学 

所属学協会・研究会 

 米国電気電子学会（IEEE），電気学会， 

応用物理学会，産業技術史学会 

技術分野 電力工学，電気機器 

 

秋山 肇 教授 

電気電子工学科 

パワーデバイス研究室 

akiyama@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【研究テーマ１】 

  次世代パワーデバイスの材料物性，プロセス技術，デバイス動作解析及び動作限界に関する研究 

に取り組んでいます。 

 

 

【研究テーマ２】 

  高エネルギービーム，テラヘルツ波等を用いた各種半導体・セラミック材料の物性解析に取り組 

んでいます。 

 

 

【研究テーマ３】 

  絶縁，整流，高電圧大電流通電を支えてきた電気技術の変遷に関する歴史の調査・研究に取り組 

んでいます。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・国立研究機関・大学等の加速器施設と共同で材料改質や分析に関する調査研究を行なった実績が 

あります。 

・地場産業の問題解決や新規分野への進出に関するご相談を承ります。 

・国立研究機関・大学等の加速器施設と共同で材料改質や分析に関する調査研究を行なった実績が

あります。

・地場産業の問題解決や新規分野への進出に関するご相談を承ります。
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福井工業高等専門学校シーズ集【エネルギー部門】 

所属部門 エネルギー 
専門分野 

半導体工学，電気機器，技術史 

キーワード 

 パワーエレクトロニクス，テラヘルツ分光技術， 

加速器応用，博物館学 

所属学協会・研究会 

 米国電気電子学会（IEEE），電気学会， 

応用物理学会，産業技術史学会 

技術分野 電力工学，電気機器 

 

秋山 肇 教授 

電気電子工学科 

パワーデバイス研究室 

akiyama@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【研究テーマ１】 

  次世代パワーデバイスの材料物性，プロセス技術，デバイス動作解析及び動作限界に関する研究 

に取り組んでいます。 

 

 

【研究テーマ２】 

  高エネルギービーム，テラヘルツ波等を用いた各種半導体・セラミック材料の物性解析に取り組 

んでいます。 

 

 

【研究テーマ３】 

  絶縁，整流，高電圧大電流通電を支えてきた電気技術の変遷に関する歴史の調査・研究に取り組 

んでいます。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・国立研究機関・大学等の加速器施設と共同で材料改質や分析に関する調査研究を行なった実績が 

あります。 

・地場産業の問題解決や新規分野への進出に関するご相談を承ります。 
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福井工業高等専門学校シーズ集【エネルギー部門】 

所属部門 エネルギー 

専門分野 

プラズマ科学，数理物理，計算科学 

キーワード 

核融合，プラズマ閉じ込め配位，物理シミュレーション 

所属学協会・研究会 

日本物理学会，プラズマ核融合学会，情報処理学会 

技術分野 数理物理・物性基礎 

 

高久 有一 准教授 

電子情報工学科 

takaku@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【核融合理論物理学 および 計算物理学】 

●プラズマの磁場閉じ込めに関する理論的研究 

   反転磁場配位の数値平衡解 

 

 

 

 

 

 

 

●計算物理学 

計算機シミュレーションによりもとめた 

ヒートシンク内の温度分布   

 

 

 

 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・人力飛行機，模型飛行機関連の公開講座，講演，指導など 

・並列計算機を用いたプラズマの磁場閉じ込めに関する研究 

・ワンチップマイコンを用いた各種制御に関する研究 
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福井工業高等専門学校シーズ集【エネルギー部門】 

所属部門 エネルギー 

専門分野 

伝熱工学，熱・物質移動 

キーワード 

熱伝達促進，数値解析，可視化実験 

所属学協会・研究会 

日本機械学会，日本伝熱学会 

技術分野 熱工学 

 

芳賀 正和 教授 

機械工学科 

熱・物質移動研究室 

html@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【自然対流の解析】 

 液体内の温度差により発生する自然対流によって，加熱や

冷却等の熱伝達が行われます。このときの液体内の様子を，

可視化実験と数値シミュレーションによって解析し，熱伝達

の促進や，流れと温度分布の制御に関する研究を行っていま

す。また，液体内に溶解している物質の濃度分布の解析も行

なっています。 

    

 

【相変化の分子シミュレーション】 

 温度と物質の状態の関係について，分子動力学

法による数値シミュレーションを行うことによ

って解析しています。例えば，融液の結晶化や液

体の蒸発などの相変化について，分子の挙動を観

察する微視的解析を行っています。 

 

 

 

 

主要設備・得意とする技術 

・ 数値シミュレーションにより，流体内の対流の様子や温度分布・物質の濃度分布などを解析します。 

・ 感温液晶を用いてシリコーンオイル内の流れの様子と温度分布を可視化する実験装置を有しています。 

・ 分子動力学シミュレーションにより，熱流体系の分子挙動に関する解析を行っています。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・加熱・冷却等の熱伝達促進技術 

・ビー玉スターリングエンジン等を用いた科学実験の公開講座・出前授業 

液体 固液共存 固体 

hmtl
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福井工業高等専門学校シーズ集【エネルギー部門】 

所属部門 エネルギー 

専門分野 

伝熱工学，熱・物質移動 

キーワード 

熱伝達促進，数値解析，可視化実験 

所属学協会・研究会 

日本機械学会，日本伝熱学会 

技術分野 熱工学 

 

芳賀 正和 教授 

機械工学科 

熱・物質移動研究室 

html@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【自然対流の解析】 

 液体内の温度差により発生する自然対流によって，加熱や

冷却等の熱伝達が行われます。このときの液体内の様子を，

可視化実験と数値シミュレーションによって解析し，熱伝達

の促進や，流れと温度分布の制御に関する研究を行っていま

す。また，液体内に溶解している物質の濃度分布の解析も行

なっています。 

    

 

【相変化の分子シミュレーション】 

 温度と物質の状態の関係について，分子動力学

法による数値シミュレーションを行うことによ

って解析しています。例えば，融液の結晶化や液

体の蒸発などの相変化について，分子の挙動を観

察する微視的解析を行っています。 

 

 

 

 

主要設備・得意とする技術 

・ 数値シミュレーションにより，流体内の対流の様子や温度分布・物質の濃度分布などを解析します。 

・ 感温液晶を用いてシリコーンオイル内の流れの様子と温度分布を可視化する実験装置を有しています。 

・ 分子動力学シミュレーションにより，熱流体系の分子挙動に関する解析を行っています。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・加熱・冷却等の熱伝達促進技術 

・ビー玉スターリングエンジン等を用いた科学実験の公開講座・出前授業 

液体 固液共存 固体 
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福井工業高等専門学校シーズ集【エネルギー部門】 

所属部門 エネルギー 

専門分野 

流体工学，レオロジー 

キーワード 

再生可能エネルギー，小水力，粘弾性流体，ＣＦＤ，流

れの可視化 

所属学協会・研究会 

日本機械学会，日本流体力学会，日本工学教育協会 

技術分野 流体工学 

 

藤田 克志 教授 

機械工学科 

fujita@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【小水力発電用水車の設計と設置】 

小水力発電は再生可能な新エネルギーのひとつ。日本は，  

降雨量が世界の中でも多く，山間の河川も無数にあるた 

め，水力エネルギーの利用は日本の風土に適しています。 

右の写真はらせん型水車を自作し，公園内の湧水のある 

池に設置したときの様子です。らせん型水車は，低流量・ 

低落差の環境下でも出力電力を得ることができます。 

 

【粘弾性流体の流れの数値シミュレーション手法とモデル化】 

高分子溶液・融液，血液などに代表される粘性と 

弾性の性質を兼ね備えた粘弾性流体の流れは様々 

な特異流れが発生します。特異流れの発生メカニ 

ズムの解明のために数値シミュレーション手法の 

開発と粘弾性流体のモデル化を行います。 

特異流れのひとつとして，急縮小流れで発生するDivergence Flowがあります。この流れはプラスチック

の射出成型などで実際に観察することができます。右上の図は，Divergence Flowを数値シミュレートし

た結果です。 

 

主要設備・得意とする技術 

【得意とする技術】 

流れの数値シミュレーション，流れの可視化，ＰＩＶ計測など 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

【出前授業の実績】 

おもちゃづくり教室（バルーンカー，コアンダカー，簡単ホバークラフト，紙トンボ，くるくるロケッ

トなど） 
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福井工業高等専門学校シーズ集【エネルギー部門】 

 

所属部門 エネルギー 

専門分野 

電子デバイス工学，材料物性工学 

キーワード 

半導体，薄膜，太陽電池 

所属学協会・研究会 

応用物理学会，電子情報通信学会 

技術分野 電子・電気材料工学 

 

山本 幸男 教授 

電気電子工学科 

電子デバイス研究室 

yukio@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【化合物半導体薄膜を用いた次世代太陽電池の開発】 

 

●  CuInSe2やCuGaTe2など多元系化合物半導体薄膜をベー

スとした次世代太陽電池の実現を目指して研究しています。 

このタイプの太陽電池は比較的高効率で放射線にも強いこ 

とから宇宙用の太陽電池としても期待されているのです。 

 

● このタイプの化合物半導体は組成を制御することで 

そのエネルギーギャップを変化させることが可能であり， 

太陽電池だけではなく，光センサーなど各種光電変換デ 

バイスへの応用展開が期待されています。 

 

 

 

 

 

 

主要設備・得意とする技術 

３種類のターゲットをセットすることのできる高周波スパッタ装置，および真空蒸着装置を有しています。 

これにより様々な薄膜材料（厚さ 0.1μm前後）を作製することが可能です。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

【技術相談】 薄膜サンプルの作製及びＸ線光電子分光分析，結晶構造解析など 

【公開講座】 「やってみようソーラーカー手作り教室」（小学生高学年対象） 

   

 

 

   

  

透明電極(AZO) 

 
  

窓層(ZnO) 

   

 裏面電極(Mo)
 

 ガラス基板
 

 

 

 
 

 

 

 
  

＋ 

 

－ 

光 

CuInSe2薄膜 

次世代薄膜太陽電池の構造 
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福井工業高等専門学校シーズ集【エネルギー部門】 

 

所属部門 エネルギー 

専門分野 

電子デバイス工学，材料物性工学 

キーワード 

半導体，薄膜，太陽電池 

所属学協会・研究会 

応用物理学会，電子情報通信学会 

技術分野 電子・電気材料工学 

 

山本 幸男 教授 

電気電子工学科 

電子デバイス研究室 

yukio@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【化合物半導体薄膜を用いた次世代太陽電池の開発】 

 

●  CuInSe2やCuGaTe2など多元系化合物半導体薄膜をベー

スとした次世代太陽電池の実現を目指して研究しています。 

このタイプの太陽電池は比較的高効率で放射線にも強いこ 

とから宇宙用の太陽電池としても期待されているのです。 

 

● このタイプの化合物半導体は組成を制御することで 

そのエネルギーギャップを変化させることが可能であり， 

太陽電池だけではなく，光センサーなど各種光電変換デ 

バイスへの応用展開が期待されています。 

 

 

 

 

 

 

主要設備・得意とする技術 

３種類のターゲットをセットすることのできる高周波スパッタ装置，および真空蒸着装置を有しています。 

これにより様々な薄膜材料（厚さ 0.1μm前後）を作製することが可能です。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

【技術相談】 薄膜サンプルの作製及びＸ線光電子分光分析，結晶構造解析など 

【公開講座】 「やってみようソーラーカー手作り教室」（小学生高学年対象） 

   

 

 

   

  

透明電極(AZO) 

 
  

窓層(ZnO) 

   

 裏面電極(Mo)
 

 ガラス基板
 

 

 

 
 

 

 

 
  

＋ 

 

－ 

光 

CuInSe2薄膜 

次世代薄膜太陽電池の構造 
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福井工業高等専門学校シーズ集【安全・防災部門】 

所属部門 安全・防災 
専門分野 

土木工学，構造工学 

キーワード

亀裂，エネルギ解放率，コンクリート，有限要素法， 

E 積分，エンジニアリング・デザイン 

所属学協会・研究会 

土木学会，日本機械学会，日本材料学会，日本工学教育

協会 

技術分野 
構造工学・地震工学・維持
管理工学 

阿部 孝弘 教授 

環境都市工学科 

構造工学研究室 

abe@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【エネルギ解放率破壊規準による亀裂進展挙動】 

材料中にある亀裂が荷重条件や拘束条件によって進展する

かしないかをエネルギ解放率による破壊規準によって考察し

ています。構造物に亀裂があるからといって，その亀裂がす

ぐに破壊につながるかどうか。どのようにその亀裂の進展を

防げばよいか。破壊力学的考察が必要です。破壊力学パラメ

ータとして，非線形材料にも適用可能なエネルギ解放率を破

壊規準としています。エネルギ解放率はE積分という経路独立

な積分を用いて有限要素法で算出します。 

【エンジニアリン・デザイン教育】 

現在の技術者に求められている能力にエンジニアリング・デザイン

能力があります。エンジニアリング・デザイン能力の定義には種々あ

りますが，簡単に言えば，正解がない問題に対しても実現可能な解を

見つけ出す能力であると言えます。このような能力がどのような教育

から身に付けることができるかを検討しています。 

主要設備・得意とする技術 

環境都市工学科構造材料実験室に設置された 2000kN連立試験機（東京試験機）及び 50kN万能試験機（イ

ンストロン）による静的載荷試験が可能です。

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

コンクリート構造の耐久性，長寿命化に関する検討

力学的知識に基づく公開講座や出前授業（パスタタワー，煉瓦アーチ） 
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福井工業高等専門学校シーズ集【安全・防災部門】 

所属部門 安全・防災 専門分野 

地震学，減災 

キーワード 

福井県及び周辺の地震活動, 地震に関連する諸現象, 

強震動，防災教育 

所属学協会・研究会 

日本地震学会, 北陸地震研究会, 福井地震防災研究会, 

福井県の地震・津波に関する連絡会, 福井県防災士会顧

問（防災士） 

技術分野 地震学 

 

岡本 拓夫 教授 

一般科目教室（自然科学系） 

地球物理学研究会 

okamoto@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【福井県及び周辺の地震活動解析】 

（京都大学との共同） 

 

 

【地震発生に伴う諸現象の解析】 

 

 

【SSH関連，防災教育】 

 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

講演等（29年度） 
・講演，「鯖江断層の地震動と自主防災組織の必要性」，上氏家公民館，平成 29年 04 月 16日 
・講義，「福井で地震が発生する可能性」，ライフセミナ－，あわら市中央公民館，05月 23 日 
・講義，「福井県の地震・津波」，学校防災アドヴァイザ－研修，アオッサ，05月 27 日 
・講義，「地震の仕組みと被害」，鯖江市防災リ－ダ－養成講座，鯖江市役所，06月 18日 
・FBC ラジオ出演，「そのとき、命を守るために」，平成 29 年 06月 24日 
・研修，「鯖江地震の地震動と自主防災組織の必要性」，BNS（HUG部会），アイアイさばえ，平成 29年 06月
28 日 

・研修，「鯖江断層と最近の地震活動」，越前市防災士の会，武生アルプラザ，平成 29年 7 月 23日 
・講演，「福井地震断層と自主防災組織」，舟寄 5区，ふれあい会館，平成 29年 8月 20日 
・講演，「敦賀断層、鯖江断層における南越前町の影響」，福井県総合防災訓練（南条），平成 29年 8月 27日 
・講義，「地震学 - 来年は福井地震 70 年 - 」，鯖江市高年大学，平成 29年 9月（8 日，15日） 
・講義，「地震の仕組みと被害」，鯖江市防災リ－ダ－養成講座，鯖江市役所，平成 29年 9 月 26日 
・講演，「社南に関係する地震と複合災害」，社南公民館，平成 29年 12月 09日 
・講義，「福井の地震活動」，福井県消防学校，平成 29 年 12月 11 日 
・講義，「地震に関する知見・情報」・「火山噴火の仕組みと被害」，福井高専防災士養成講座，福井高専、 
平成 30年 03月 09 日 

SSH 等（29 年度） 
・藤島高校セミナーラボアドヴァイザー，武生高校アドヴァイザー 
委員会等（29 年度） 
・福井県実践的安全教育総合支援事業推進会議 
・福井県防災アドヴァイザー，学校防災アドヴァイザー 

福井高専，
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福井工業高等専門学校シーズ集【安全・防災部門】 

所属部門 安全・防災 専門分野 

地震学，減災 

キーワード 

福井県及び周辺の地震活動, 地震に関連する諸現象, 

強震動，防災教育 

所属学協会・研究会 

日本地震学会, 北陸地震研究会, 福井地震防災研究会, 

福井県の地震・津波に関する連絡会, 福井県防災士会顧

問（防災士） 

技術分野 地震学 

 

岡本 拓夫 教授 

一般科目教室（自然科学系） 

地球物理学研究会 

okamoto@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【福井県及び周辺の地震活動解析】 

（京都大学との共同） 

 

 

【地震発生に伴う諸現象の解析】 

 

 

【SSH関連，防災教育】 

 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

講演等（29年度） 
・講演，「鯖江断層の地震動と自主防災組織の必要性」，上氏家公民館，平成 29年 04 月 16日 
・講義，「福井で地震が発生する可能性」，ライフセミナ－，あわら市中央公民館，05月 23 日 
・講義，「福井県の地震・津波」，学校防災アドヴァイザ－研修，アオッサ，05月 27 日 
・講義，「地震の仕組みと被害」，鯖江市防災リ－ダ－養成講座，鯖江市役所，06月 18日 
・FBC ラジオ出演，「そのとき、命を守るために」，平成 29 年 06月 24日 
・研修，「鯖江地震の地震動と自主防災組織の必要性」，BNS（HUG部会），アイアイさばえ，平成 29年 06月
28 日 

・研修，「鯖江断層と最近の地震活動」，越前市防災士の会，武生アルプラザ，平成 29年 7 月 23日 
・講演，「福井地震断層と自主防災組織」，舟寄 5区，ふれあい会館，平成 29年 8月 20日 
・講演，「敦賀断層、鯖江断層における南越前町の影響」，福井県総合防災訓練（南条），平成 29年 8月 27日 
・講義，「地震学 - 来年は福井地震 70 年 - 」，鯖江市高年大学，平成 29年 9月（8 日，15日） 
・講義，「地震の仕組みと被害」，鯖江市防災リ－ダ－養成講座，鯖江市役所，平成 29年 9 月 26日 
・講演，「社南に関係する地震と複合災害」，社南公民館，平成 29年 12月 09日 
・講義，「福井の地震活動」，福井県消防学校，平成 29 年 12月 11 日 
・講義，「地震に関する知見・情報」・「火山噴火の仕組みと被害」，福井高専防災士養成講座，福井高専、 

平成 30年 03月 09 日 
SSH 等（29 年度） 
・藤島高校セミナーラボアドヴァイザー，武生高校アドヴァイザー 
委員会等（29 年度） 
・福井県実践的安全教育総合支援事業推進会議 
・福井県防災アドヴァイザー，学校防災アドヴァイザー 
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福井工業高等専門学校シーズ集【安全・防災部門】 

所属部門 安全・防災 

専門分野 

土木工学，水工学，海岸工学 

キーワード 

豪雨水害，洪水氾濫，波浪変形，漂砂，海岸地形変化 

所属学協会・研究会 

土木学会，日本流体力学会，応用生態工学会 

技術分野 水工学，海岸工学 

 

田安 正茂 准教授 

環境都市工学科 

水工学研究室 

tayasu@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【河川の氾濫解析や海岸の波浪変形計算など，流れや波の解析】 

●豪雨時の堤防からの溢水や堤防決壊による河川水の氾濫流をシミュレーションし， 

 避難場所，避難経路の安全性を検討しています。 

 

 

 

 

 

 

●砂浜海岸を横断する河川の流路を定期的に計測し，波と流れによる砂移動のメカニズムを把握します。 

 

 

 

 

 

 

 

主要設備・得意とする技術 

水理実験室に設置された開水路(D0.6m×H0.4m×L9m)，管水路(φ80,φ50ともにL4m)を管理しています。

開水路は最大流量2.4m3/min，可変勾配で最大1/40まで可能であり，魚道ブロックの模型実験や小水力発電

水車の実験などを行うことができます。また，造波実験室に設置された断面２次元造波水路(D0.6m×H0.8m

×L24m)では，規則波，不規則波，孤立波を発生(最大波高約20cm)させることが可能であり，沿岸域の波浪

場や津波場の模型実験などを行うことができます。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・洪水時の水位計測装置を有した護岸ブロックの技術開発 

・砂浜海岸における砂の移動と地形変化の分析 

0 時間後 1 時間後 2 時間後 3 時間後 

1982 年 1995 年 2002 年 

  

航空写真で比較すると 

現在 週１回の 

現地計測を実施中 
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福井工業高等専門学校シーズ集【安全・防災部門】 

所属部門 安全・防災 
専門分野 

防災学，地盤工学，空間情報学 

キーワード 

防災・減災，地域防災，地盤防災，防災ツール 

所属学協会・研究会 

土木学会，地盤工学会，日本写真測量学会，日本リモー

トセンシング学会，日本自然災害学会，環境情報科学セ

ンター，日本雪工学会，日本防災士会，福井県防災士会 

技術分野 自然災害科学・防災学 

 

辻子 裕二 教授 

環境都市工学科 

地盤防災研究室 

harima@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【親しみの持てる防災アイテム開発】 

時間経過に伴う防災・減災意識の低

下を防ぐために，平時から親しみを

持って防災マインドを維持するに資

するアイテムの開発を進めていま

す。防災笛，防災かるた，防災紙芝

居，防災カードゲーム，被災シミュ

レーションは既に開発済みです。 

 

 

防災かるたの一例 

【能動的里山砂防の推進】 

地域連携による持続可能な地域資

源の有効活用を通して，能動的に

里山砂防を推進するための路網整

備・管理方法を検討しています。

特に，路網整備に伴って危惧され

るレッドゾーン等の土砂災害リス

クの軽減を検討しています。 

 

 

GISによる災害リスク管理 

【崩壊斜面の３次元計測】 

現地調査ならびに X バンド SAR

干渉ペアを用いた InSAR解析に

より崩壊斜面の３次元計測を

行います。下図は 2009 年スマ

トラ島沖地震を誘因とした事

例です。 

 

 

         現地写真 

 

 

 

 

 

 

ﾄｩﾙｰｵﾙｿ(左)とInSAR-DEM(右) 

主要設備・得意とする技術 

・防災の地域力向上に資する防災アイテム（防災紙芝居，防災かるた他）を開発済み。提供可能。 

・防災訓練や防災マニュアルづくりに対するアドバイス。 

・人工衛星画像を用いた崩壊形状の３次元的計測。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・各種委員（国交省総合評価委員，市町防災関連会議委員等） 

・地域団体への協力（福井県防災士会，自主防災組織） 

・各種防災支援（福井県防災アドバイザー派遣事業，各種防災講演） 
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福井工業高等専門学校シーズ集【安全・防災部門】 

所属部門 安全・防災 
専門分野 

防災学，地盤工学，空間情報学 

キーワード 

防災・減災，地域防災，地盤防災，防災ツール 

所属学協会・研究会 

土木学会，地盤工学会，日本写真測量学会，日本リモー

トセンシング学会，日本自然災害学会，環境情報科学セ

ンター，日本雪工学会，日本防災士会，福井県防災士会 

技術分野 自然災害科学・防災学 

 

辻子 裕二 教授 

環境都市工学科 

地盤防災研究室 

harima@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【親しみの持てる防災アイテム開発】 

時間経過に伴う防災・減災意識の低

下を防ぐために，平時から親しみを

持って防災マインドを維持するに資

するアイテムの開発を進めていま

す。防災笛，防災かるた，防災紙芝

居，防災カードゲーム，被災シミュ

レーションは既に開発済みです。 

 

 

防災かるたの一例 

【能動的里山砂防の推進】 

地域連携による持続可能な地域資

源の有効活用を通して，能動的に

里山砂防を推進するための路網整

備・管理方法を検討しています。

特に，路網整備に伴って危惧され

るレッドゾーン等の土砂災害リス

クの軽減を検討しています。 

 

 

GISによる災害リスク管理 

【崩壊斜面の３次元計測】 

現地調査ならびに X バンド SAR

干渉ペアを用いた InSAR解析に

より崩壊斜面の３次元計測を

行います。下図は 2009 年スマ

トラ島沖地震を誘因とした事

例です。 

 

 

         現地写真 

 

 

 

 

 

 

ﾄｩﾙｰｵﾙｿ(左)とInSAR-DEM(右) 

主要設備・得意とする技術 

・防災の地域力向上に資する防災アイテム（防災紙芝居，防災かるた他）を開発済み。提供可能。 

・防災訓練や防災マニュアルづくりに対するアドバイス。 

・人工衛星画像を用いた崩壊形状の３次元的計測。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・各種委員（国交省総合評価委員，市町防災関連会議委員等） 

・地域団体への協力（福井県防災士会，自主防災組織） 

・各種防災支援（福井県防災アドバイザー派遣事業，各種防災講演） 
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福井工業高等専門学校シーズ集【安全・防災部門】 

所属部門 安全・防災 専門分野 

リモートセンシング，地理情報システム 

キーワード 

土砂災害（斜面崩壊，土石流），画像計測，UAV（無人航

空機（ドローン）），VR（バーチャルリアリティ） 

所属学協会・研究会 

土木学会，日本自然災害学会，日本写真測量学会，地理

情報システム学会，環境情報科学センター，日本防災士

会（福井県防災士会） 

技術分野 空間情報工学 

 

辻野 和彦 准教授 

環境都市工学科 

空間情報工学研究室 

tsujino@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【UAVを用いた現地調査支援】 

現地調査を支援することを目的と

してUAV（Unmanned Aerial Vehicle:

無人航空機）を用いた空撮を行っ

ています。斜面崩壊形状の把握，

掘削工事の土工量の把握，河床形

状の把握に関する研究に取り組ん

でいます。下図は，掘削工事後の

DSM（数値表面モデル）の一例です。 

 

【高分解能SAR画像を用いた斜面

崩壊の検出】 

高分解能のSAR（合成開口レーダ）

画像を用いて地震により発生し

た斜面崩壊を検出する方法を研

究しています。下図は，インドネ

シア（スマトラ島）で発生した斜

面崩壊を検出した事例です。 

 

【ビデオカメラを用いた地すべり

/斜面崩壊の検知に関する研究】 

Web カメラから取得した動画を

リアルタイムで処理することに

より，ターゲットの移動を検知

することで，近隣住民に地すべ

りや斜面崩壊の警報を出すシス

テムを構築しています。 

 

主要設備・得意とする技術 

・UAV（情報科学テクノシステム社製 GrassHopper：1 台，DJI 社製 Phantom 3：3 台所有）：上空から空撮を

行うドローンを所有しています。主に土砂災害現場や掘削工事現場において空撮を行うことができます。ま

た，橋梁点検用の上向き撮影用カメラジンバルや植生を監視するための近赤外線カメラも所有しています。 

・3D VR システム（FORUM 8 社製 UC-win/Road）：環境都市工学科棟 3 階のデザインスタジオにおいて 3D VR

システムを管理しています。仮想空間に都市を構築し構造物や建築物の施工前後の比較を行うことができま

す。また，歩行者や運転者の視点で動画を作製することもできます。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・Webカメラを用いた土砂災害検知システムの開発 

・河川掘削工事における土工量の推定 

・UAVによる空撮画像を用いた3Dモデルの構築 

・獣害対策支援のための地理情報システム（GIS）の構築 

・高分解能衛星画像を用いた樹種分類（農地分類） 
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福井工業高等専門学校シーズ集【安全・防災部門】 

所属部門 安全・防災 

専門分野 

建築環境工学，風工学，建築設備 

キーワード 

風環境，新エネルギー，都市洪水 

所属学協会・研究会 

日本建築学会 

技術分野 土木工学，建築学 

 

野々村 善民 教授 

環境都市工学科 

建築環境研究室 

nonomura@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【水貯留地盤の研究開発】 

都市洪水が発生した際の避難時

間を確保することを目的として，

透水性と保水性を両立した地盤

を用いて，水貯留地盤を開発しま

す． 

水貯留地盤の効果を明らかにす

るために，流体数値シミュレーシ

ョンを用いて，地表面の水の流れ

を予測します． 

 

透水性保水型工法

雨天時 晴天時
気化熱による冷却効果

表層工

路　盤

路　床

 

【画像測量による建築物の3Dモ

デル作成技術の開発】 

本技術開発の目的は，既存の空

家の現状調査に要する作業の省

力化です．使用する機器は汎用

のスマートフォンです．複数の

画像データで得られた点群デー

タと 3D-CAD を用いて，作業時間

は 3時間以下を目標とします． 

 

 

 

【環境性能に配慮した建築計画に

関する研究開発】 

日本国内では，夏期の亜熱帯化によ

り，飛翔昆虫による感染症の危険が

高まっています．そこで，本研究開

発では，建築物の形状により，外壁

表面近傍の風の流れを制御し，室内

空間において屋外からの危険性を

抑えることを目的としています． 

 

 

主要設備・得意とする技術 

・熱流体数値シミュレーション Stream による流体解析 

・河川氾濫シミュレーション iRICによる都市洪水の予測 

・PickUp プログラムによる気象データの収集と各種統計解析 

・CASBEE による建築物の環境性能評価 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・水貯留地盤の開発 

・公共施設における都市洪水対策の計画立案 

・大規模公共建築物の風環境調査 

・各種建築物の技術コンサルタントの実施 

・熱流体数値シミュレーション Stream による流体解析

・河川氾濫シミュレーション iRICによる都市洪水の予測

・PickUp プログラムによる気象データの収集と各種統計解析

・CASBEE による建築物の環境性能評価

・水貯留地盤の開発

・公共施設における都市洪水対策の計画立案

・大規模公共建築物の風環境調査

・各種建築物の技術コンサルタントの実施

【水貯留地盤の研究開発】

都市洪水が発生した際の避難時

間を確保することを目的として，

透水性と保水性を両立した地盤

を用いて，水貯留地盤を開発しま

す。

水貯留地盤の効果を明らかにす

るために，流体数値シミュレーシ

ョンを用いて，地表面の水の流れ

を予測します。

【画像測量による建築物の3Dモ

デル作成技術の開発】

本技術開発の目的は，既存の空

家の現状調査に要する作業の省

力化です。使用する機器は汎用

のスマートフォンです。複数の

画像データで得られた点群デー

タと 3D-CAD を用いて，作業時間

は 3時間以下を目標とします。

【環境性能に配慮した建築計画に

関する研究開発】

日本国内では，夏期の亜熱帯化によ

り，飛翔昆虫による感染症の危険が

高まっています。そこで，本研究開

発では，建築物の形状により，外壁

表面近傍の風の流れを制御し，室内

空間において屋外からの危険性を

抑えることを目的としています。
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福井工業高等専門学校シーズ集【安全・防災部門】 

所属部門 安全・防災 

専門分野 

建築環境工学，風工学，建築設備 

キーワード 

風環境，新エネルギー，都市洪水 

所属学協会・研究会 

日本建築学会 

技術分野 土木工学，建築学 

 

野々村 善民 教授 

環境都市工学科 

建築環境研究室 

nonomura@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【水貯留地盤の研究開発】 

都市洪水が発生した際の避難時

間を確保することを目的として，

透水性と保水性を両立した地盤

を用いて，水貯留地盤を開発しま

す． 

水貯留地盤の効果を明らかにす

るために，流体数値シミュレーシ

ョンを用いて，地表面の水の流れ

を予測します． 

 

透水性保水型工法

雨天時 晴天時
気化熱による冷却効果

表層工

路　盤

路　床

 

【画像測量による建築物の3Dモ

デル作成技術の開発】 

本技術開発の目的は，既存の空

家の現状調査に要する作業の省

力化です．使用する機器は汎用

のスマートフォンです．複数の

画像データで得られた点群デー

タと 3D-CAD を用いて，作業時間

は 3時間以下を目標とします． 

 

 

 

【環境性能に配慮した建築計画に

関する研究開発】 

日本国内では，夏期の亜熱帯化によ

り，飛翔昆虫による感染症の危険が

高まっています．そこで，本研究開

発では，建築物の形状により，外壁

表面近傍の風の流れを制御し，室内

空間において屋外からの危険性を

抑えることを目的としています． 

 

 

主要設備・得意とする技術 

・熱流体数値シミュレーション Stream による流体解析 

・河川氾濫シミュレーション iRICによる都市洪水の予測 

・PickUp プログラムによる気象データの収集と各種統計解析 

・CASBEE による建築物の環境性能評価 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・水貯留地盤の開発 

・公共施設における都市洪水対策の計画立案 

・大規模公共建築物の風環境調査 

・各種建築物の技術コンサルタントの実施 
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福井工業高等専門学校シーズ集【安全・防災部門】 

所属部門 安全・防災 

専門分野 

建築構造学 

キーワード 

アーチ，シェル・空間構造，座屈，有限要素法解析 

所属学協会・研究会 

日本建築学会，土木学会，日本建築構造技術者協会 

技術分野 建築構造・材料 

 

樋口 直也 助教 

環境都市工学科 

higuchi@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【シェル・空間構造の性状分析に関する研究】 

  工場や体育館，ドームなどの大規模建築物の屋根に用いられるアーチやラチスシェルなど 

 に対して構造解析を行い，得られた結果を分析しています。 

主要設備・得意とする技術 

 

 

・構造物の数値解析 

・パラメトリック解析による構造物の最適形状の探索 

 

 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・小さな大工さん講座「デザイナーになろう！」 

・熱流体数値シミュレーション Stream による流体解析

・河川氾濫シミュレーション iRICによる都市洪水の予測

・PickUp プログラムによる気象データの収集と各種統計解析

・CASBEE による建築物の環境性能評価

・水貯留地盤の開発

・公共施設における都市洪水対策の計画立案

・大規模公共建築物の風環境調査

・各種建築物の技術コンサルタントの実施

【水貯留地盤の研究開発】

都市洪水が発生した際の避難時

間を確保することを目的として，

透水性と保水性を両立した地盤

を用いて，水貯留地盤を開発しま

す。

水貯留地盤の効果を明らかにす

るために，流体数値シミュレーシ

ョンを用いて，地表面の水の流れ

を予測します。

【画像測量による建築物の3Dモ

デル作成技術の開発】

本技術開発の目的は，既存の空

家の現状調査に要する作業の省

力化です。使用する機器は汎用

のスマートフォンです。複数の

画像データで得られた点群デー

タと 3D-CAD を用いて，作業時間

は 3時間以下を目標とします。

【環境性能に配慮した建築計画に

関する研究開発】

日本国内では，夏期の亜熱帯化によ

り，飛翔昆虫による感染症の危険が

高まっています。そこで，本研究開

発では，建築物の形状により，外壁

表面近傍の風の流れを制御し，室内

空間において屋外からの危険性を

抑えることを目的としています。
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福井工業高等専門学校シーズ集【安全・防災部門】 

所属部門 安全・防災 

専門分野 

土木工学，地盤環境工学，建設材料学 

キーワード 

廃棄物・副産物利用，浅層地盤改良，土構造物 

所属学協会・研究会 

土木学会，地盤工学会，日本材料学会，資源・素材学会，

日本鉄道施設協会 

技術分野 環境材料・リサイクル 

 

山田 幹雄 教授 

環境都市工学科 

交通工学研究室 

yamasan@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【鉄スラッジ混入安定材を添加した黄鉄鉱含有土の強度，支持力特性に関する研究】 

黄鉄鉱（パイライト）を含む土は地中に在るときには中性ですが，掘削工事などによって空気に曝される

と短期間で極強酸性に移行するのが通例です。これを，顕在的酸性硫酸塩土と称します。一般に，軟らかい

土を固めるには石灰やセメントのような強アルカリ性の安定材を使用します。しかし，元来が極強酸性の土

を対象とするときには多量の安定材を必要とします。そこで，炭酸カルシウムを混ぜて中和を促しています。

この研究では，炭酸カルシウムのほかにレアアース由来鉄スラッジを石灰，セメントとともに顕在的酸性硫

酸塩土に添加した場合の一軸圧縮強さ，強度定数やCBRの経時変化を調べています。併せて，長期にわたり

中性を維持している黄鉄鉱含有土の理化学的性質を，CNS元素分析を行って明らかにしようとしています。 

 

主要設備・得意とする技術 

高容量圧縮試験装置，電動コーン貫入試験装置や一面せん断試験機を用いて試料土単体，あるいは，安定

処理土のCBR，一軸圧縮強さ，コーン指数や強度定数を求めることができます。また，安定処理土の強度発

現過程および耐水性（体積膨張，崩壊）を調べる用途に，中容量インキュベータおよび恒温水循環装置を設

置しています。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・鉄スラッジを混入した安定材の極強酸性土への適用性の確認 

・浄水場発生土（浄水汚泥）の早期含水減量策の提案 

・ジオテキスタイルとの併用による浚渫泥土の活用策 

・牡蠣殻の道路路床構築材料としての利用に関する技術開発 
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福井工業高等専門学校シーズ集【安全・防災部門】 

所属部門 安全・防災 

専門分野 

土木工学，地盤環境工学，建設材料学 

キーワード 

廃棄物・副産物利用，浅層地盤改良，土構造物 

所属学協会・研究会 

土木学会，地盤工学会，日本材料学会，資源・素材学会，

日本鉄道施設協会 

技術分野 環境材料・リサイクル 

 

山田 幹雄 教授 

環境都市工学科 

交通工学研究室 

yamasan@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【鉄スラッジ混入安定材を添加した黄鉄鉱含有土の強度，支持力特性に関する研究】 

黄鉄鉱（パイライト）を含む土は地中に在るときには中性ですが，掘削工事などによって空気に曝される

と短期間で極強酸性に移行するのが通例です。これを，顕在的酸性硫酸塩土と称します。一般に，軟らかい

土を固めるには石灰やセメントのような強アルカリ性の安定材を使用します。しかし，元来が極強酸性の土

を対象とするときには多量の安定材を必要とします。そこで，炭酸カルシウムを混ぜて中和を促しています。

この研究では，炭酸カルシウムのほかにレアアース由来鉄スラッジを石灰，セメントとともに顕在的酸性硫

酸塩土に添加した場合の一軸圧縮強さ，強度定数やCBRの経時変化を調べています。併せて，長期にわたり

中性を維持している黄鉄鉱含有土の理化学的性質を，CNS元素分析を行って明らかにしようとしています。 

 

主要設備・得意とする技術 

高容量圧縮試験装置，電動コーン貫入試験装置や一面せん断試験機を用いて試料土単体，あるいは，安定

処理土のCBR，一軸圧縮強さ，コーン指数や強度定数を求めることができます。また，安定処理土の強度発

現過程および耐水性（体積膨張，崩壊）を調べる用途に，中容量インキュベータおよび恒温水循環装置を設

置しています。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・鉄スラッジを混入した安定材の極強酸性土への適用性の確認 

・浄水場発生土（浄水汚泥）の早期含水減量策の提案 

・ジオテキスタイルとの併用による浚渫泥土の活用策 

・牡蠣殻の道路路床構築材料としての利用に関する技術開発 
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福井工業高等専門学校シーズ集【安全・防災部門】 

所属部門 安全・防災 専門分野 

土木工学，地震工学，防災学 

キーワード 

地震，防災・減災，ライフライン，木材，文化遺産 

所属学協会・研究会 

土木学会，地盤工学会，日本建築学会，日本自然災害学

会，日本地震工学会，日本工学教育協会，福井地震防災

研究会，福井県木材利用研究会，NPO 福井地域地盤防災

研究所，関西ライフライン研究会 

研究分野 地震工学，防災学 

 

吉田 雅穂 教授 

環境都市工学科 

地震防災研究室 

masaho@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【木材を用いた地盤補強技術】 

木材の用途拡大のため，丸太を地

盤に打設して地盤補強する技術

を開発し，戸建住宅の液状化対策

や道路盛土の軟弱地盤対策に活

用しています。下図は福井県小浜

市で行った現場施工実験の様子

です。 

 

【ジオシンセティックスと砕石 

 を利用した液状化対策】 

ジオシンセティックスを砕石で

挟み込んだ層を道路盛土の直下

に敷設し，盛土の液状化時変形を

抑制する工法を開発しています。 

【ｳｪﾌﾞ版地震防災支援ｼｽﾃﾑ】 

地震防災教育に活用するため，

1948 年福井地震等の災害資料を

デジタルアーカイブ化してイン

ターネット上で公開しています。

また，アンケート震度を調査する

サイトを利用して，地震時の地域

の詳細震度分布を推定していま

す。 

【文化遺産の防災対策】 

文化遺産を自然災害から守り後世

に継承することは大変重要です。そ

こで，福井県が所有する文化財建造

物と立地地盤の耐災性を調査し，今

後の防災対策を提案しています。下

図は調査対象の 1 つである越前市

の旧谷口家住宅です。 

 

主要設備・得意とする技術 

○水平 2 軸地震波振動台（株式会社サンエス，SPT2D-20K-85L-80T） 

2m 四方のテーブル上に構造物模型や工業製品を設置し，地震波，規則波，衝撃波を水平 1 方向または

2 方向同時に入力して，その応答を計測できます。5,000kg までの積載が可能であり，無負荷の状態では

加速度 2G，速度 120cm/s，変位±20cmの地震波で加振する能力を有しています。 

○携帯用振動計（株式会社東京測振，SPC-52，VSE-15D5） 

コンピュータ搭載の可搬型振動計であり，地盤や構造物の常時微動観測，余震観測，環境振動観測な

どが行えます。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・木材を用いた液状化対策と軟弱地盤対策の技術開発 

・構造物や工業製品の振動特性の分析 

・地域の地震防災計画の立案 

・地震防災に関する講習会 
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福井工業高等専門学校シーズ集【情報・通信部門】

所属部門 情報・通信 

専門分野 

組込みシステム，計算機工学 

キーワード 

組込みシステム，FPGA 開発，HDL 設計 

所属学協会・研究会 

情報処理学会 

技術分野 計算機システム 

 

青山 義弘 教授 

電子情報工学科 

電子情報機器実験室 

yfa@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【HDLによるシステム設計】 

HDL(Hardware Description Language)は論理回路や

システムの振る舞いを記述するための言語です。C

やJava言語がプログラムの振る舞いを記述するの

と同じような感覚で設計出来ます。LSIに含まれる

回路の規模が膨大になった現在，回路図でデジタル

回路を設計するようではとても間に合わないので，

HDLで設計し，コンピュータに自動設計をさせて合

理化しています。 

 

【FPGAによるシステム開発】 

組み込みシステム(Embedded system) とは，特定の機

能を実現するために家電製品や機械等に組み込まれ

るコンピュータシステムのことです。身の回りの家電

品を含め様々なシステムにマイコンや LSI が搭載さ

れ動作しています。 FPGA（Field-programmable gate 

array）とは，この LSI を工場に発注することなく自

前で構成できる IC で，CPU や周辺回路を含んだ独自

のマイコンも作ることができます。 

 

主要設備・得意とする技術 

・Arduinoなどのマイコンボードによる設計 

・VerilogHDLなどの HDLによる回路設計 

・FPGAによるシステム開発 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・HDL，FPGAによるLSI開発環境整備：VHDL，VerilogHDL，systemCなどの言語によるシステム開発のため

の環境整備，並びにFPGA実装のための回路設計 

 

─86─



- 86 - 
 

福井工業高等専門学校シーズ集【情報・通信部門】

所属部門 情報・通信 

専門分野 

組込みシステム，計算機工学 

キーワード 

組込みシステム，FPGA 開発，HDL 設計 

所属学協会・研究会 

情報処理学会 

技術分野 計算機システム 

 

青山 義弘 教授 

電子情報工学科 

電子情報機器実験室 

yfa@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【HDLによるシステム設計】 

HDL(Hardware Description Language)は論理回路や

システムの振る舞いを記述するための言語です。C

やJava言語がプログラムの振る舞いを記述するの

と同じような感覚で設計出来ます。LSIに含まれる

回路の規模が膨大になった現在，回路図でデジタル

回路を設計するようではとても間に合わないので，

HDLで設計し，コンピュータに自動設計をさせて合

理化しています。 

 

【FPGAによるシステム開発】 

組み込みシステム(Embedded system) とは，特定の機

能を実現するために家電製品や機械等に組み込まれ

るコンピュータシステムのことです。身の回りの家電

品を含め様々なシステムにマイコンや LSI が搭載さ

れ動作しています。 FPGA（Field-programmable gate 

array）とは，この LSI を工場に発注することなく自

前で構成できる IC で，CPU や周辺回路を含んだ独自

のマイコンも作ることができます。 

 

主要設備・得意とする技術 

・Arduinoなどのマイコンボードによる設計 

・VerilogHDLなどの HDLによる回路設計 

・FPGAによるシステム開発 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・HDL，FPGAによるLSI開発環境整備：VHDL，VerilogHDL，systemCなどの言語によるシステム開発のため

の環境整備，並びにFPGA実装のための回路設計 
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福井工業高等専門学校シーズ集【情報・通信部門】 

所属部門 情報・通信 

専門分野 

電磁波工学，情報通信工学 

キーワード 

アンテナ，ネットワーク，Webアプリケーション 

所属学協会・研究会 

映像情報メディア学会，北陸信越工学教育協会 

技術分野 通信・ネットワーク工学 

 

大久保 茂 教授 

電気電子工学科 

情報通信研究室 

okubo@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

     【携帯電話を用いて災害情報を提供するＷｅｂアプリケーションシステムの開発】 

 

携帯電話のＧＰＳ機能を用いた災害・緊急時における被害情報を自治体が収集し，その情報を住

民が閲覧できるＷｅｂアプリケーションシステムの開発と高機能化を図っています。 

上記のＷｅｂアプリケーションシステムをスマートフォンでも利用可能にするため，スマートフ

ォン対応のアプリケーションの開発を行っています。 

 

   

        Ｗｅｂアプリケーションの流れ図           被害情報投稿時の画面   住民閲覧時の画面 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・携帯電話のＧＰＳ機能を利用した消防団支援システム 
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福井工業高等専門学校シーズ集【情報・通信部門】 

所属部門 情報・通信 専門分野 

認知科学，福祉工学，教育工学 

キーワード 

ICT, BMI(Brain Machine Interface),ソーシャルスキル

トレーニング 

所属学協会・研究会 

電子情報通信学会，日本設備管理学会，日本設備管理学

会就労支援技術研究会，IEEE，日本心理学会，日本特殊

教育学会，日本 LD 学会，日本小児精神神経学会  

技術分野 人間情報学 

 

小越 咲子 准教授 

電子情報工学科 

ogoshi@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【研究テーマ１】 

① 脳科学的手法による 

社会的認知特性の解明 BMIの開発 

【研究テーマ２】 

②  社会性を育成する 

 教育プログラムの開発 

【研究テーマ３】 

③ スマホ等による家庭⇔学校⇔

地域専門機関の連携システム 

主要設備・得意とする技術 

脳波計など 

認知科学，教育工学，福祉工学，ＩＣＴシステムなど 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

 

学校と家庭と専門家をつなぐ子供見守りシステムの開発 

障害者の就労支援システムの開発  

たんぽぽ教室（小中学生のソーシャルスキルトレーニングの教室），脳トレキッズ（小中学生のモノづく

りや課外体験を行う教室）など 

ひらめきときめきサイエンス，サイエンスパートナーシップなど  

 

ＩＣＴデータ 

ベースシステム 

③日々の行動 

データベース 

①行動と脳機能特性

のデータベース 

②ソーシャルスキル

のデータベース 

脳科学

実験

BMI 

等 
学習支援システム等 

ＩＴプラットホームの構築 生涯発達支援へ 
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福井工業高等専門学校シーズ集【情報・通信部門】 

所属部門 情報・通信 専門分野 

認知科学，福祉工学，教育工学 

キーワード 

ICT, BMI(Brain Machine Interface),ソーシャルスキル

トレーニング 

所属学協会・研究会 

電子情報通信学会，日本設備管理学会，日本設備管理学

会就労支援技術研究会，IEEE，日本心理学会，日本特殊

教育学会，日本 LD 学会，日本小児精神神経学会  

技術分野 人間情報学 

 

小越 咲子 准教授 

電子情報工学科 

ogoshi@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【研究テーマ１】 

① 脳科学的手法による 

社会的認知特性の解明 BMIの開発 

【研究テーマ２】 

②  社会性を育成する 

 教育プログラムの開発 

【研究テーマ３】 

③ スマホ等による家庭⇔学校⇔

地域専門機関の連携システム 

主要設備・得意とする技術 

脳波計など 

認知科学，教育工学，福祉工学，ＩＣＴシステムなど 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

 

学校と家庭と専門家をつなぐ子供見守りシステムの開発 

障害者の就労支援システムの開発  

たんぽぽ教室（小中学生のソーシャルスキルトレーニングの教室），脳トレキッズ（小中学生のモノづく

りや課外体験を行う教室）など 

ひらめきときめきサイエンス，サイエンスパートナーシップなど  

 

ＩＣＴデータ 

ベースシステム 

③日々の行動 

データベース 

①行動と脳機能特性

のデータベース 

②ソーシャルスキル

のデータベース 

脳科学

実験

BMI 

等 
学習支援システム等 

ＩＴプラットホームの構築 生涯発達支援へ 
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福井工業高等専門学校シーズ集【情報・通信部門】 

所属部門 情報・通信 

専門分野 

アンテナ工学，電磁気学 

キーワード 

アンテナ，メタマテリアル 

所属学協会・研究会 

電子情報通信学会 

研究分野 通信・ネットワーク工学 

 

川上 由紀 講師 

電子情報工学科 

kawakami@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【メタマテリアルを用いたアンテナの高性能設計に関する研究】 

● 研究背景 

  メタマテリアル：自然界に存在する媒質が通常持たない性質を示す人工媒質 

  近年，様々なメタマテリアルが実現されており，メタマテリアルのアンテナへの 

  適用が期待されています。 

● 研究目的 

  メタマテリアルを用いてアンテナ・伝搬分野における諸問題を解決します。 

  ex) アンテナの素子間相互結合の低減， 不要放射の抑制， 放射パターン制御 

● 研究手法 

  数値解析および実験   

 

主要設備・得意とする技術 

 

ネットワークアナライザ(8753ES)を管理しています。アンテナや高周波回路における通過・反射電力の周

波数特性を計測することが可能です。測定可能周波数範囲は 30kHz～6GHzです。 

 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

今後は「アンテナ製作」，「身の周りの電波観測」などをテーマにした公開講座・出前授業を行う予定で

す。 

 

メタマテリアル付きアンテナ 

アンテナ 

メタマテリアル メタマテリアルを付加する

ことで不要放射が抑えられ

利得 UP 
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福井工業高等専門学校シーズ集【情報・通信部門】 

所属部門 情報・通信／計測・制御 

専門分野 

認知科学,心理物理 

キーワード 

知覚，視覚運動，運動学習 

所属学協会・研究会 

日本神経科学学会，日本神経回路学会 

技術分野 認知科学，知能情報学 

 

小松 貴大 助教 

電子情報工学科 

komatsu@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【知覚と運動の乖離に関する研究】 

ヒトは錯視図形を見たときに左の中心円が大き

く感じます(知覚)。しかし,実際に掴みにいく運

動をしても両方の運動に差が見られません。つ

まり,運動は知覚結果に影響されないというこ

とです。このように運動が知覚の影響を受けな

いことが起こるメカニズムについて仮説をたて

て検証しています。 

 

  

 

  図１ 錯視図形   図２ 脳内処理 

【視線計測装置開発】 

現在市販されている視線計測装置は非常に高価です。 

そこで非常に安価で高精度に計測できる視線計測装置の

開発と，より高速に画像処理して視線を導き出すための

アルゴリズムについて研究しています。マウス等にとっ

てかわる新しいインターフェースや福祉分野への寄与を

目指しています。 

 

 

図３ 画像処理後の瞳孔    図３ 計測結果 

主要設備・得意とする技術 

・ヒトの運動・知覚に関する計測を行い,データを解析することによってヒトの脳内処理メカニズムを解明

することに応用しています。計測は主に共同研究先である福井大学・人間学習システム研究室にて行ってい

ます。そこで，３次元運動計測装置(分解能 0.01mm以下，誤差 0.1mm 以下)，視線計測装置(注視点誤差 0.5

度以下)，筋電計測装置(14ch，周波数特性 0.1〜200[Hz])などを利用して研究を行っています。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・中学生を対象としたマイコン・電子デバイス制御に関する講座 

・商工会議所と連携した中小企業向けの「社員・車両スケジュール管理システム」の開発 
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福井工業高等専門学校シーズ集【情報・通信部門】 

所属部門 情報・通信／計測・制御 

専門分野 

認知科学,心理物理 

キーワード 

知覚，視覚運動，運動学習 

所属学協会・研究会 

日本神経科学学会，日本神経回路学会 

技術分野 認知科学，知能情報学 

 

小松 貴大 助教 

電子情報工学科 

komatsu@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【知覚と運動の乖離に関する研究】 

ヒトは錯視図形を見たときに左の中心円が大き

く感じます(知覚)。しかし,実際に掴みにいく運

動をしても両方の運動に差が見られません。つ

まり,運動は知覚結果に影響されないというこ

とです。このように運動が知覚の影響を受けな

いことが起こるメカニズムについて仮説をたて

て検証しています。 

 

  

 

  図１ 錯視図形   図２ 脳内処理 

【視線計測装置開発】 

現在市販されている視線計測装置は非常に高価です。 

そこで非常に安価で高精度に計測できる視線計測装置の

開発と，より高速に画像処理して視線を導き出すための

アルゴリズムについて研究しています。マウス等にとっ

てかわる新しいインターフェースや福祉分野への寄与を

目指しています。 

 

 

図３ 画像処理後の瞳孔    図３ 計測結果 

主要設備・得意とする技術 

・ヒトの運動・知覚に関する計測を行い,データを解析することによってヒトの脳内処理メカニズムを解明

することに応用しています。計測は主に共同研究先である福井大学・人間学習システム研究室にて行ってい

ます。そこで，３次元運動計測装置(分解能 0.01mm以下，誤差 0.1mm 以下)，視線計測装置(注視点誤差 0.5

度以下)，筋電計測装置(14ch，周波数特性 0.1〜200[Hz])などを利用して研究を行っています。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・中学生を対象としたマイコン・電子デバイス制御に関する講座 

・商工会議所と連携した中小企業向けの「社員・車両スケジュール管理システム」の開発 
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福井工業高等専門学校シーズ集【情報・通信部門】 

所属部門 情報・通信 

専門分野 

カメラ情報を利用したロボット制御， 

インターネット応用技術 

キーワード 

インターネット，緊急連絡システム 

所属学協会・研究会 

電子情報通信学会，情報処理学会 

技術分野 計算機システム・ネットワーク 

 

斉藤 徹 教授 

電子情報工学科 

インターネット応用研究室 

t-saitoh@ei.fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【丹南地域緊急連絡システム】 

● 地域の安全情報発信を目的とした緊急連絡システムを丹南地域

の学校対象に無償でサービスを提供しています。 

  現在，越前市の全小中学校および鯖江市の半数の小中学校で，

不審者などの情報を保護者に発信するために利用されています。 

 

● これらのシステムは，災害発生時

の緊急連絡にも応用されています。 

 

 

主要設備・得意とする技術 

 メールや Web などのインターネットを活用したネットワークサービスの開発などに取り組んでいます。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

 福井県歯科医師会と協力し，歯みがきロボットコンテストなどの運営にも協力しています。 

 これに関連し中学校向けのロボット制御の講習会などにも積極的に協力したいと考えています。 

 また，高校の技術系教員向けの組込系コンピュータの講習会などにも協力していました。 
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福井工業高等専門学校シーズ集【情報・通信部門】 

所属部門 情報・通信 

専門分野 

生命情報学，計算化学，量子化学 

キーワード 

分子シミュレーション 

所属学協会・研究会 

日本化学会，日本コンピュータ化学会 

技術分野 生体分子科学 

 

佐々 和洋 准教授 

物質工学科 

分子設計学研究室 

sasa@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【分子動力学法による生体高分子の機能解析】 

 

● タンパク質や核酸など生体高分子の構造を，分子シミュレーションにより再現し解析するこ

とを目標としています。  

 

● 酵素基質複合体やそれらの活性中心の予測や挙動を解析することにより，より高活性な酵素

の開発などに利用可能です。 

 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・次世代シミュレーション技術者教育プログラム 

 豊橋技術科学大学が中心となり，大規模かつ高精度な予測を可能にする次世代シミュレーション技術

を開発できる人材，そして， "ものづくり"を支援して新技術や新材料の研究開発を牽引するより高度な

シミュレーション技術を使いこなせる人材を育成するための取り組みに参加しています。 
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福井工業高等専門学校シーズ集【情報・通信部門】 

所属部門 情報・通信 

専門分野 

生命情報学，計算化学，量子化学 

キーワード 

分子シミュレーション 

所属学協会・研究会 

日本化学会，日本コンピュータ化学会 

技術分野 生体分子科学 

 

佐々 和洋 准教授 

物質工学科 

分子設計学研究室 

sasa@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【分子動力学法による生体高分子の機能解析】 

 

● タンパク質や核酸など生体高分子の構造を，分子シミュレーションにより再現し解析するこ

とを目標としています。  

 

● 酵素基質複合体やそれらの活性中心の予測や挙動を解析することにより，より高活性な酵素

の開発などに利用可能です。 

 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・次世代シミュレーション技術者教育プログラム 

 豊橋技術科学大学が中心となり，大規模かつ高精度な予測を可能にする次世代シミュレーション技術

を開発できる人材，そして， "ものづくり"を支援して新技術や新材料の研究開発を牽引するより高度な

シミュレーション技術を使いこなせる人材を育成するための取り組みに参加しています。 
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福井工業高等専門学校シーズ集【情報・通信部門】 

所属部門 情報・通信 

専門分野 

情報学基礎理論 

キーワード 

プログラミング言語，デジタル化 

技術分野 情報学基礎 

 

清水 幹郎 技術専門職員 

教育研究支援センター 

mshimizu@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【プログラム言語による各種解析への取り組み】 

 

コンピュータを活用することの利点として，膨大な繰り返し計算処理やデータ整理を行えること，そ

れらに要する時間の短縮化があげられる。これらを利用した演習や，利点を生かした研究をしていま

す。 

 

 プログラム言語とプログラム言語によるコンピュータ解析 

     プログラム言語学習に関する授業支援 

コンピュータによる数値計算等の演

習・学生実験に関する授業支援 

 

 

 コンピュータを使用した考古学資料解析

の支援 

     資料の画像認識，データの集約の 

システム化に関する共同研究 

 

 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

平成27年度 出前授業「福井県生涯学習大学開放講座 子どもでもわかるサイエンス」担当補助 

平成27年度 公開講座「小中学生夏休み科学教室」および「親子でつくるはじめての写真年賀状」担当 

平成24年度～平成26年度 公開講座「親子科学教室」および「親子でつくるはじめての写真年賀状」担当 

平成23年度 公開講座「親子理科教室」担当 

歯みがきロボットコンテスト（社団法人 福井県歯科医師会 主催，本校 地域連携テクノセンター 共催） 

第5回（平成23年度）～ 第9回（平成27年度） 競技主審 担当 
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福井工業高等専門学校シーズ集【情報・通信部門】 

所属部門 情報・通信 

専門分野 

数値計算, 量子物理, 素粒子物理学 

キーワード 

シミュレーション, 連続体, フラクタル,  

素粒子模型  

所属学協会・研究会 

日本物理学会, 電情報通信学会 

技術分野 情報学 

 

下條 雅史 教授 

電子情報工学科 

shimo0@ei.fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【MPS法による連続体シミュレータの

開発】 

 

 流体や弾性体といった連続体を多

くの粒子の集まりと考え, 圧力や密

度といった物理量を各粒子に付随し

た重み関数を用いたモデルで計算す

る粒子法を使うと, 連続体の大変形

をリアルにシミュレーションできま

す。連続体の初期の形状や境界条件

を GUIで簡単に設定でき, なおか

つ,3次元のシミュレーションも高速

で行えるシミュレータの開発を目指

しています。 

 

【フラクタルによる自然造形

物の描写】 

 

 様々な結晶, 雲,リアス式

海岸,樹木といった自然の造

形物の形状は, 全体と相似

な形をした微小部分によっ

て構成されるとするフラク

タル幾何学によって説明さ

れる。複数のフラクタル図形

の発生法とレンダリングテ

クニックを使って, これら

の造形物をコンピュータに

自動描画させるソフトを開

発しています。 

 

【非可換幾何学と超対称性】 

 

 

 90年代に, Connes らは,非可換幾

何学を用いて, 素粒子の標準模型

と ,そのゲージ相互作用および

Higgs 場, さらには,重力場まで, 

統一的に記述する形式を発表して

フィールズ賞を受賞しましたが, 

free parameter の多さやヒエラル

キー問題といった,標準理論の持つ

問題が残されています。 超対称な

模型にこの手法を拡張することで, 

これらの問題の解決を目指してい

ます。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

「情報処理技術者試験講座」基本情報処理技術者試験受験者向けの演習講座 

「初めての簡単プログラミング」 初心者むけの言語スクラッチによる小中学生向けのプログラミング

教室 
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福井工業高等専門学校シーズ集【情報・通信部門】 

所属部門 情報・通信 

専門分野 

数値計算, 量子物理, 素粒子物理学 

キーワード 

シミュレーション, 連続体, フラクタル,  

素粒子模型  

所属学協会・研究会 

日本物理学会, 電情報通信学会 

技術分野 情報学 

 

下條 雅史 教授 

電子情報工学科 

shimo0@ei.fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【MPS法による連続体シミュレータの

開発】 

 

 流体や弾性体といった連続体を多

くの粒子の集まりと考え, 圧力や密

度といった物理量を各粒子に付随し

た重み関数を用いたモデルで計算す

る粒子法を使うと, 連続体の大変形

をリアルにシミュレーションできま

す。連続体の初期の形状や境界条件

を GUIで簡単に設定でき, なおか

つ,3次元のシミュレーションも高速

で行えるシミュレータの開発を目指

しています。 

 

【フラクタルによる自然造形

物の描写】 

 

 様々な結晶, 雲,リアス式

海岸,樹木といった自然の造

形物の形状は, 全体と相似

な形をした微小部分によっ

て構成されるとするフラク

タル幾何学によって説明さ

れる。複数のフラクタル図形

の発生法とレンダリングテ

クニックを使って, これら

の造形物をコンピュータに

自動描画させるソフトを開

発しています。 

 

【非可換幾何学と超対称性】 

 

 

 90年代に, Connes らは,非可換幾

何学を用いて, 素粒子の標準模型

と ,そのゲージ相互作用および

Higgs 場, さらには,重力場まで, 

統一的に記述する形式を発表して

フィールズ賞を受賞しましたが, 

free parameter の多さやヒエラル

キー問題といった,標準理論の持つ

問題が残されています。 超対称な

模型にこの手法を拡張することで, 

これらの問題の解決を目指してい

ます。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

「情報処理技術者試験講座」基本情報処理技術者試験受験者向けの演習講座 

「初めての簡単プログラミング」 初心者むけの言語スクラッチによる小中学生向けのプログラミング

教室 
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福井工業高等専門学校シーズ集【情報・通信部門】 

所属部門 情報・通信 

 

専門分野 

情報ネットワーク 

キーワード 

IoT，センサーネットワーク，保育 ICT 

 

技術分野 通信・ネットワーク工学 

 

内藤 岳史 技術専門職員 

教育研究支援センター 

naitou@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【センサーネットワーク】 

労働・学習環境改善のため，オリジナルセン

サーを用いて温度・湿度・暑さ指数（WBGT）を

計測する研究を行っています。 

 

 

 

 

【保育園をICTでサポート】 

 保育園の保護者会役員ということもあり，保育園の業

務を ICT でサポートし，保育士さんの業務負担を軽減す

るシステムの研究を行っています。 

 

画像認識による園児写真の自動分類 

 卒園アルバムを作成する際に大変な写真の整理を，機

械学習による画像認識により自動化し，ウェブシステム

として構築 

 

登降園管理システム 

 カメラを用い，登園・降園の時間記録を画像認識によ

り自動化 

 

 

 

 

 

 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

 

・教育研究支援センターとして，公開講座を年2回開催しています。 

・県内の科学関連イベントを集めた「科学啓発ポータルサイト(http://s-porta.tsc.fukui-nct.ac.jp)」

の運用を行っています。 

・福井高専教育研究支援センター科学楽しみ隊として，丹南地区の子どもたちに科学の楽しさを伝えるイ

ベントを行っています。 
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福井工業高等専門学校シーズ集【情報・通信部門】 

所属部門 情報・通信／エネルギー 

専門分野 

情報工学 

キーワード 

シミュレーション，確率統計  

技術分野 工学基礎 

 

中村 孝史 技術職員 

教育研究支援センター 

nakamura@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【バネ―ブロック模型を用いた地震シミュレーション】 

 バネ―ブロック模型と呼ばれる地震模型の運動方程式をコンピュータで数値計算を行うことで，地震の振

る舞いを確認します。 

各ブロックの変位の時間発展を視覚化することで地震の変動の様子を確認することが可能となります。 

また，数値計算の結果からマグニチュードと発生件数の関係を調べることでグーテンベルク・リヒター則

が成り立っていることも確認できます。これは一般的な地震に成り立つ確率統計則であり，モデルを用いた

統計的な性質への着目を試みています。 

 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・公開講座「親子科学教室」に講師として参加 

・公開講座「やってみよう ソーラーカー手作り教室」に補助として参加 

・秋季公開講座「親子で作るはじめてのオリジナル写真年賀状」に講師として参加 

図１ バネ―ブロック模型 

図２ モデルのシミュレーション結果 図３ マグニチュードと発生件数の関係 
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福井工業高等専門学校シーズ集【情報・通信部門】 

所属部門 情報・通信／エネルギー 

専門分野 

情報工学 

キーワード 

シミュレーション，確率統計  

技術分野 工学基礎 

 

中村 孝史 技術職員 

教育研究支援センター 

nakamura@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【バネ―ブロック模型を用いた地震シミュレーション】 

 バネ―ブロック模型と呼ばれる地震模型の運動方程式をコンピュータで数値計算を行うことで，地震の振

る舞いを確認します。 

各ブロックの変位の時間発展を視覚化することで地震の変動の様子を確認することが可能となります。 

また，数値計算の結果からマグニチュードと発生件数の関係を調べることでグーテンベルク・リヒター則

が成り立っていることも確認できます。これは一般的な地震に成り立つ確率統計則であり，モデルを用いた

統計的な性質への着目を試みています。 

 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・公開講座「親子科学教室」に講師として参加 

・公開講座「やってみよう ソーラーカー手作り教室」に補助として参加 

・秋季公開講座「親子で作るはじめてのオリジナル写真年賀状」に講師として参加 

図１ バネ―ブロック模型 

図２ モデルのシミュレーション結果 図３ マグニチュードと発生件数の関係 
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福井工業高等専門学校シーズ集【情報・通信部門】 

所属部門 情報・通信／エネルギー 

専門分野 

統計力学，物性基礎，プラズマ科学 

キーワード 

交通流，地震，シンプレクティック軌道解析 

所属学協会・研究会 

日本物理学会，プラズマ核融合学会，電子情報通信学会，

日本地球惑星科学連合 

研究分野 数理物理，プラズマ科学 

 

野村 保之 嘱託教授 

電子情報工学科 

数値解析研究室 

nomura@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【交通流におけるホップ分岐】 

複雑系は，多自由度系における共

同運動によるパターン形成が一

つの課題として挙げられます。交

通流を課題として取り上げ，最適

速度模型において，非対称相互作

用が力学系におけるホップ分岐

を発生させることを明らかにし，

渋滞流の発生原因の解明を行っ

ています。 

 

【バネ‐ブロック地震模型によ

る地震発生の統計的性質】 

断層面を連結したバネとブロッ

クでモデル化し，断層面における

摩擦構成則を与えることによっ

て，ブロックの運動から地震の大

きさと頻度が数値的に求められ

ます。結果を地震マグニチュード

と頻度で表現すると，グーテンベ

ルグーリヒター則が得られます。 

 

 

【地球双極子磁場中の荷電粒子

の軌道解析】 

地球の双極子磁場中の荷電粒子

の軌道解析は，Stormer問題と呼

ばれ，エネルギー保存と角運動量

保存の両者の制約の下に，カオス

軌道を数値解析する必要があり

ます。シンプレクティック積分法

を用いて，角運動量保存を満足さ

せることにより，軌道を数値解析

した結果，エネルギー保存を精度

よく満足させることができます。 

 

主要設備・得意とする技術 

使用する装置はパーソナルコンピュータで，さまざまな現象をモデル化したのち，支配方程式（微分方程式・

差分方程式）を適切なアルゴリズムにより，C原語を用いて数値解析する。得られたデータは統計処理等を

通じて可視化する 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・大規模数値解析・計算機シミュレーション 

・統計的手法を用いた各種予測 

・核融合（エネルギー）に関する講演立案 

 

する。
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福井工業高等専門学校シーズ集【情報・通信部門】 

所属部門 情報・通信 

専門分野 

アンテナ工学，電子デバイス 

キーワード 

アンテナ，中赤外光検出器，シミュレーション 

所属学協会・研究会 

応用物理学会，日本物理学会 

技術分野 電子デバイス・電子機器 

 

堀川 隼世 助教 

電気電子工学科 

horikawa@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

 

【中赤外光検出器の為のアンテナに関する研究】 

 

・遠赤外～中赤外光検出器の高感度・高速化を目指し，アンテナを用いた検出器の研究を行って

きました。 

 

現在，遠赤外～中赤外(MIR)領域は，環境計測，分光による血糖値の測定，電波望遠鏡等への

利用が期待されています。しかし，これらの領域は，光源・検出器共に技術が十分に確立されて

おらず，未開拓周波数と呼ばれています。そこで現在，MIR 領域に於いては，アンテナを利用し

た MIR検出器の研究が行われています。但し，従来の MIRアンテナ研究では，アンテナインピー

ダンスの評価方法が確立されていませんでした。そこで，中赤外光を受信可能なアンテナのイン

ピーダンス評価方法についての研究を行っています。また，中赤外光検出器の性能向上を目指し，

アンテナを用いた光検出器の検討も行っています。 

 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

出前授業などを通すことで，工学の楽しさを伝えたいと考えています。 
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福井工業高等専門学校シーズ集【情報・通信部門】 

所属部門 情報・通信 

専門分野 

アンテナ工学，電子デバイス 

キーワード 

アンテナ，中赤外光検出器，シミュレーション 

所属学協会・研究会 

応用物理学会，日本物理学会 

技術分野 電子デバイス・電子機器 

 

堀川 隼世 助教 

電気電子工学科 

horikawa@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

 

【中赤外光検出器の為のアンテナに関する研究】 

 

・遠赤外～中赤外光検出器の高感度・高速化を目指し，アンテナを用いた検出器の研究を行って

きました。 

 

現在，遠赤外～中赤外(MIR)領域は，環境計測，分光による血糖値の測定，電波望遠鏡等への

利用が期待されています。しかし，これらの領域は，光源・検出器共に技術が十分に確立されて

おらず，未開拓周波数と呼ばれています。そこで現在，MIR 領域に於いては，アンテナを利用し

た MIR検出器の研究が行われています。但し，従来の MIRアンテナ研究では，アンテナインピー

ダンスの評価方法が確立されていませんでした。そこで，中赤外光を受信可能なアンテナのイン

ピーダンス評価方法についての研究を行っています。また，中赤外光検出器の性能向上を目指し，

アンテナを用いた光検出器の検討も行っています。 

 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

出前授業などを通すことで，工学の楽しさを伝えたいと考えています。 
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福井工業高等専門学校シーズ集【情報・通信部門】 

 

所属部門 情報・通信 

専門分野 

記号論理学，パターン認識 

キーワード 

記号論理，エージェント，画像認識 

所属学協会・研究会 

日本ソフトウェア科学会，日本数学会， 

電子情報通信学会 

研究分野 情報学基礎，知能情報学 

 

丸山 晃生 准教授 

電気電子工学科 

情報論理研究室 

maruyama@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 
【 多重様相論理 】 

定理自動証明器の実装 

 
 日常的な論理思考を形式化した様相論理に対する定

理自動証明プログラムを実装しています（図１）。特に認

識論理と時間論理を融合した多重様相論理を研究対象

としています。定理の真偽を自動判断することを利用し

て，プログラム検証分野への応用も試みています。 

 

 
【 画像処理 】 

パターン認識・最適解探索 
 
 画像処理と最適解探索を用いて，画像上の特定物

体（顔，手指，文字など）を検出しています。また，

パターン認識により，検出物体の分類にも取り組ん

でいます（図２）。さらに，動画像処理により，動

作認識を用いたインタフェース開発も試みていま

す。 

       
図１ 定理自動証明器             図２ 画像処理を用いた文字認識 

 

主要設備・得意とする技術 

・日常的事象の記号論理を用いた定式化，および，定式化された記号論理に対する自動証明・自動推論プログ

ラムの実装が可能である。その際，論理型言語prologや関数型言語OCamlにより実装しています。 

・遺伝的アルゴリズムなどによる最適解探索やニューラルネットワークなどを用いたパターン認識などの情報

処理技術を，画像変換，画像認識，動画像処理などに応用しています。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・画像情報処理技術を用いたインタフェース開発 

・越前市産業活性化プラン有識者会議委員 
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福井工業高等専門学校シーズ集【素材・加工部門】 

所属部門 素材・加工 
専門分野 

電子物性，物理学 

キーワード 

トンネル現象，音情報処理，新規アクチュエータ， 

工学教育 

所属学協会・研究会 

電子情報通信学会 

 

技術分野 電子デバイス・電子機器 

 

荒川 正和 准教授 

電気電子工学科 

arakawa@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【物理シミュレーション，科学・工学教育】 

・ 数値計算による物理現象の解明 

 トンネル現象，量子効果 

・ 理工系分野の啓蒙用教材開発（電気電子分野） 

 主に小，中学生向け 

【センサ応用】 

・ 視覚障がい者の生活支援装置の試作 

 障害物検知による歩行補助用装置 

・ 陸上競技用簡易計測装置の試作 

 部活動における練習効率向上のための装置 

【新規アクチュエータ】 

・ 人工筋肉の試作 

          

【音情報処理】 

・ 音の周波数特性解析と特徴パラメータ抽出 

 楽器音，音高の自動判定 

・ 日本語母音の自動生成 

 音声データベースに依らない自動生成方法の

提案 

・ シンセサイザの試作 

 口笛・リコーダー用シンセサイザ 

 

 

フィルタ処理すると↓ 

 

音声波形処理の例 

主要設備・得意とする技術 

 数値解析，センサ応用，音楽・音響関係 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

科学・工学教育（特に導入教育）に興味があり，これまでに 

公開講座「やってみようソーラーカー手作り教室（小・中学生）」「電気実験の自由研究（中学生）」 

出前授業「発光ダイオードを用いた工作教室（中学校）」 

などを行いました。アクセサリやおもちゃの製作と電子工作や電子回路を融合させたり，それらにまつわる

実験テーマを開発し実践すること等を通じて，電気・電子工学に興味を持ってもらえるような教材の提案を

していきたいと考えています。 

 また音楽好きが高じ，過去のノウハウを活かして音楽・音響関係の研究テーマにも取り組んでいます。 

 最近では，福祉分野に興味を持つきっかけを得て，電気電子工学をそれらの分野で役立つ装置等の開発に

結び付けたいと考えています。 

  

 

 

試作した人工筋肉

（右図） 
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福井工業高等専門学校シーズ集【素材・加工部門】 

所属部門 素材・加工 
専門分野 

電子物性，物理学 

キーワード 

トンネル現象，音情報処理，新規アクチュエータ， 

工学教育 

所属学協会・研究会 

電子情報通信学会 

 

技術分野 電子デバイス・電子機器 

 

荒川 正和 准教授 

電気電子工学科 

arakawa@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【物理シミュレーション，科学・工学教育】 

・ 数値計算による物理現象の解明 

 トンネル現象，量子効果 

・ 理工系分野の啓蒙用教材開発（電気電子分野） 

 主に小，中学生向け 

【センサ応用】 

・ 視覚障がい者の生活支援装置の試作 

 障害物検知による歩行補助用装置 

・ 陸上競技用簡易計測装置の試作 

 部活動における練習効率向上のための装置 

【新規アクチュエータ】 

・ 人工筋肉の試作 

          

【音情報処理】 

・ 音の周波数特性解析と特徴パラメータ抽出 

 楽器音，音高の自動判定 

・ 日本語母音の自動生成 

 音声データベースに依らない自動生成方法の

提案 

・ シンセサイザの試作 

 口笛・リコーダー用シンセサイザ 

 

 

フィルタ処理すると↓ 

 

音声波形処理の例 

主要設備・得意とする技術 

 数値解析，センサ応用，音楽・音響関係 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

科学・工学教育（特に導入教育）に興味があり，これまでに 

公開講座「やってみようソーラーカー手作り教室（小・中学生）」「電気実験の自由研究（中学生）」 

出前授業「発光ダイオードを用いた工作教室（中学校）」 

などを行いました。アクセサリやおもちゃの製作と電子工作や電子回路を融合させたり，それらにまつわる

実験テーマを開発し実践すること等を通じて，電気・電子工学に興味を持ってもらえるような教材の提案を

していきたいと考えています。 

 また音楽好きが高じ，過去のノウハウを活かして音楽・音響関係の研究テーマにも取り組んでいます。 

 最近では，福祉分野に興味を持つきっかけを得て，電気電子工学をそれらの分野で役立つ装置等の開発に

結び付けたいと考えています。 

  

 

 

試作した人工筋肉

（右図） 
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福井工業高等専門学校シーズ集【素材・加工部門】 

所属部門 素材・加工 

専門分野 

化学工学，高分子微粒子材料 

キーワード 

界面活性剤，ラジカル重合，微粒子の分散安定化 

異相系の反応・物質移動 

所属学協会・研究会 

化学工学会，高分子学会 

技術分野 反応工学・プロセスシステム 

 

加藤 敏 准教授 

物質工学科 

化学工学研究室 

kato@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【ラジカル重合などの異相系反応の動力学】 

 

 

 

主要設備・得意とする技術 

 

レーザー回折/産卵式粒子径分布測定装置による微粒子による微粒子の平均粒子径・粒子径分布の測定 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

反応性高分子乳化剤を用いた乳化重合反応に関する研究 

様々な分野において「化学工学的手法」を使ってお手伝いができます。 

● 難水溶性成分を含む乳化重合反応の動力学の解明 

● 新奇な高分子乳化剤の合成と応用 
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1μm1μm

福井工業高等専門学校シーズ集【素材・加工部門】 

所属部門 素材・加工 

専門分野 

トライボロジー，金属材料，粉末冶金，機械工作法 

キーワード 

摩耗，微細組織材料，電子顕微鏡 

所属学協会・研究会 

日本機械学会，日本トライボロジー学会， 

日本金属学会 

研究分野 トライボロジー・材料加工 

 

加藤 寛敬 教授 

機械工学科 

機能材料・ﾄﾗｲﾎﾞﾛｼﾞｰ研究室 

hkato@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【超微細組織材料の摩耗特性】 

超強加工などにより作成した超微細組織材料は，

合金元素に頼らずに高強度を示すという新しい

発想に基づいた画期的材料であるために，環境資

源･エネルギー問題の観点から次世代の構造材料

候補として近年注目を集めています。このバルク

ナノメタルの摩擦摩耗特性を評価しています。 

 

 

雰囲気制御摩擦摩耗試験機 

【摩擦表層のトライボメタラジー】 

摩擦摩耗低減は環境問題における最重要課題の一つで

す。摩擦摩耗低減を最終目標として，トライボロジー（摩

擦学）とメタラジー（金属学）を融合した最先端の新し

い研究に取り組んでいます。特に，摩擦摩耗の影響を受

けた材料表面は，組織が微細化・ナノ結晶化していると

考えられ，耐摩耗性にも優れていると期待されます。 

 

  

 

主要設備・得意とする技術 

・雰囲気制御摩擦摩耗試験機を保有し，幅広い先端材料の各種雰囲気（高真空，Ａｒガス中）での摩擦摩耗

特性の評価が可能です。 

・高分解能で試料表面観察が可能な走査型電子顕微鏡を用いた材料研究を実施しています。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・走査電子顕微鏡（ＳＥＭ）によるミクロな観察 

・機械工作・金属加工に関する講義・実習 

摩擦表層のＳＥＭによる反射電子像 
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福井工業高等専門学校シーズ集【素材・加工部門】 

所属部門 素材・加工 

専門分野 

トライボロジー，金属材料，粉末冶金，機械工作法 

キーワード 

摩耗，微細組織材料，電子顕微鏡 

所属学協会・研究会 

日本機械学会，日本トライボロジー学会， 

日本金属学会 

研究分野 トライボロジー・材料加工 

 

加藤 寛敬 教授 

機械工学科 

機能材料・ﾄﾗｲﾎﾞﾛｼﾞｰ研究室 

hkato@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【超微細組織材料の摩耗特性】 

超強加工などにより作成した超微細組織材料は，

合金元素に頼らずに高強度を示すという新しい

発想に基づいた画期的材料であるために，環境資

源･エネルギー問題の観点から次世代の構造材料

候補として近年注目を集めています。このバルク

ナノメタルの摩擦摩耗特性を評価しています。 

 

 

雰囲気制御摩擦摩耗試験機 

【摩擦表層のトライボメタラジー】 

摩擦摩耗低減は環境問題における最重要課題の一つで

す。摩擦摩耗低減を最終目標として，トライボロジー（摩

擦学）とメタラジー（金属学）を融合した最先端の新し

い研究に取り組んでいます。特に，摩擦摩耗の影響を受

けた材料表面は，組織が微細化・ナノ結晶化していると

考えられ，耐摩耗性にも優れていると期待されます。 

 

  

 

主要設備・得意とする技術 

・雰囲気制御摩擦摩耗試験機を保有し，幅広い先端材料の各種雰囲気（高真空，Ａｒガス中）での摩擦摩耗

特性の評価が可能です。 

・高分解能で試料表面観察が可能な走査型電子顕微鏡を用いた材料研究を実施しています。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・走査電子顕微鏡（ＳＥＭ）によるミクロな観察 

・機械工作・金属加工に関する講義・実習 

摩擦表層のＳＥＭによる反射電子像 
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福井工業高等専門学校シーズ集【素材・加工部門】 

所属部門 素材・加工 

専門分野 

品質工学 

キーワード 

品質工学，最適化，パターン認識 

所属学協会・研究会 

品質工学会 

技術分野 統計科学 

 

五味 伸之 講師 

機械工学科 

計測評価研究室 

N_gomi@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【品質工学手法による工程および品質最適化】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主要設備・得意とする技術 

 

計測及び評価が専門ですので，いくつかの一般的な計測機を管理しています。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・公開講座（紙コプターを作ってみよう） 

・生産システムの高速化及び最適化 

・企業に出向いての品質工学の出張講座 

 

● 研究の目的 

  工場で行われている実際のものづくりにかかわりながら 

  加工を中心とした製造プロセスの最適条件探しをお手伝い 

します。 

● 研究方法 

  ①技術の目的を考える→②計測・評価方法を考える 

  →③最適化実験を行う→④現場にフィードバックする 

  この 4段階を中心として最適化を行っていきます。 

  現在までに 10 社以上の企業と関わらせていただきました。 

● これまでの研究分野 

  切削加工（旋盤・フライス） プレス加工 射出成形（樹脂） 

鋳造加工等 

  またシミュレーションを使用した最適形状の解析も行って 

います。 

n_gomi
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福井工業高等専門学校シーズ集【素材・加工部門】 

所属部門 素材・加工 
専門分野 

材料化学，金属表面化学 

キーワード 

ウェットプロセス，電気化学プロセス 

所属学協会・研究会 

The Electrochemical Society Active Member， 

(公社)日本金属学会，(公社)電気化学会， 

(一社)表面技術協会 

研究分野 構造・機能材料 

 

常光 幸美 教授 

物質工学科 

jyoko@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【ウェットプロセスによるナノ構造材料の創製と機能】 

 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

 

【産官学連携共同研究】 

・新規めっきプロセスによる垂直磁気記録媒体用軟磁性裏打層の開発 

（信越化学工業（株）磁性材料研究所・福井工業技術センター） 

・ウェットプロセスによるシリコンインタ－ポ－ザ形成技術の開発 

（（国研）産業技術総合研究所・（公財）若狭湾エネルギ－研究センタ－） 
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福井工業高等専門学校シーズ集【素材・加工部門】 

所属部門 素材・加工 
専門分野 

材料化学，金属表面化学 

キーワード 

ウェットプロセス，電気化学プロセス 

所属学協会・研究会 

The Electrochemical Society Active Member， 

(公社)日本金属学会，(公社)電気化学会， 

(一社)表面技術協会 

研究分野 構造・機能材料 

 

常光 幸美 教授 

物質工学科 

jyoko@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【ウェットプロセスによるナノ構造材料の創製と機能】 

 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

 

【産官学連携共同研究】 

・新規めっきプロセスによる垂直磁気記録媒体用軟磁性裏打層の開発 

（信越化学工業（株）磁性材料研究所・福井工業技術センター） 

・ウェットプロセスによるシリコンインタ－ポ－ザ形成技術の開発 

（（国研）産業技術総合研究所・（公財）若狭湾エネルギ－研究センタ－） 
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福井工業高等専門学校シーズ集【素材・加工部門】 

所属部門 素材・加工 

専門分野 

無機化学，電気化学，無機材料科学 

キーワード 

薄膜，化学気相析出(CVD)法，ナノ材料，構造規制 

所属学協会・研究会 

日本セラミックス協会，電気化学会，表面技術協会 

技術分野 無機材料・物性 

 

西野 純一 准教授 

物質工学科 

物質科学研究室 

nishino@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【近接気化型CVD法による薄膜の合成】 

キャリヤーガスを用いない近接気化型化学機相

析出(CVD)法の研究をしています。図1にビス

2,4-ペンタンジオナト亜鉛を原料としてこの合

成法によりSi単結晶基板上に150℃の低温で合

成した酸化亜鉛膜を示します。 

 

Fig.1 基板温度150℃で合成したZnO膜 

 

 

 

【構造規制材料の合成 】 

構造を規制したナノ銀の合成をしています。条件を選ぶ

ことによって高校の化学の教科書に載っているデンドラ

イト（樹枝）状の銀樹でない銀が合成できます。図 2 に

アクリル基板上に合成したひも状の銀,図 3 にアクリル

基板上に合成した部分的に配列した銀ロッドをそれぞれ

示します。 

  

 Fig.2 ひも状の銀     Fig.3 部分的に配列した 

               銀ロッド 

主要設備・得意とする技術 

XRRによる薄膜の膜厚,密度および粗さ測定 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

 

・公開講座2008「化学はじめの一歩」(福井高専) 

・公開講座2010-2013「オリジナル栞を作ろう」(福井高専) 

・サイエンススクエア2010「オリジナルの「しおり」を作ろう」(国立科学博物館) 
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福井工業高等専門学校シーズ集【素材・加工部門】 

所属部門 素材・加工 

専門分野 

ガラス材料・光物性 

キーワード 

光学ガラス，光ファイバー，非線形光学，ガラス組成 

所属学協会・研究会 

Optical Society of America，日本物理学会，応用物理

学会 

技術分野 無機材料・物性 

 

長谷川 智晴 准教授 

一般科目教室（自然科学系） 

hasegawa@fukui-nct-ac.jp 

研究テーマ 

主にガラス材料の光学応用について研究を行っています。ガラスは成分の調整で様々な物性を調整すること

ができます 1)。また，板，ボール，ファイバーなど様々な形状に加工できることから，応用範囲がたいへ

ん広い便利な材料です。以下に自身の研究例を紹介します。 

 

【光学ガラス】 

適用する光の波長で，好ましい屈折率や透過率を持つ材料を探索します。たとえば，カメラレンズ用のガラ

スは，可視光の波長で透明である必要があります。さらに，レンズの種類により，高屈折率や，異常分散性

が必要となります。耐久性やコストも重要な検討課題です。ガラスの組成を調整することにより望ましいガ

ラスを探索します。 

 

【光ファイバー】 

屈折率の異なるガラスを組み合わせると，光を導波することができます。光通信用ファイバーが最も広く使

われています。ガラスの光学特性（光吸収や分散）から，最適な構造を設計することができます。単純な同

心円状の光ファイバーでは到達しえない性能も，レンコン状のフォトニッククリスタル構造により実現する

ことが可能です。光を狭い領域に閉じ込めることで光非線形効果を強めることも可能です。 

 

1)石英ガラスのような単成分の場合を除く。また組成の調整範囲はガラス化範囲に限られる。 

主要設備・得意とする技術 

1. 光学評価全般：分光光度計による紫外～可視光吸収測定，FTIRによる赤外分光，屈折率分散測定など。 

2. ガラス物性評価：電気伝導度，誘電分散，熱物性，機械強度，組成分析，X線回折，表面観察など。 

3. 多成分系ガラス組成開発 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

1. 地元企業と共同して工作教室，展示会での実験実演デモ，公開講座を定期的に行っています。 

2. ガラス・セラミックス材料，光学測定や評価などお気軽に相談ください。 

nct.ac.jp

1. 光学評価全般：分光光度計による紫外～可視光吸収測定，FTIRによる赤外分光，屈折率分散測定など。

2. ガラス物性評価：電気伝導度，誘電分散，熱物性，機械強度，組成分析，X線回折，表面観察など。

3. 多成分系ガラス組成開発

1. 地元企業と共同して工作教室，展示会での実験実演デモ，公開講座を定期的に行っています。

2. ガラス・セラミックス材料，光学測定や評価などお気軽に相談ください。

─106─



- 106 - 
 

福井工業高等専門学校シーズ集【素材・加工部門】 

所属部門 素材・加工 

専門分野 

ガラス材料・光物性 

キーワード 

光学ガラス，光ファイバー，非線形光学，ガラス組成 

所属学協会・研究会 

Optical Society of America，日本物理学会，応用物理

学会 

技術分野 無機材料・物性 

 

長谷川 智晴 准教授 

一般科目教室（自然科学系） 

hasegawa@fukui-nct-ac.jp 

研究テーマ 

主にガラス材料の光学応用について研究を行っています。ガラスは成分の調整で様々な物性を調整すること

ができます 1)。また，板，ボール，ファイバーなど様々な形状に加工できることから，応用範囲がたいへ

ん広い便利な材料です。以下に自身の研究例を紹介します。 

 

【光学ガラス】 

適用する光の波長で，好ましい屈折率や透過率を持つ材料を探索します。たとえば，カメラレンズ用のガラ

スは，可視光の波長で透明である必要があります。さらに，レンズの種類により，高屈折率や，異常分散性

が必要となります。耐久性やコストも重要な検討課題です。ガラスの組成を調整することにより望ましいガ

ラスを探索します。 

 

【光ファイバー】 

屈折率の異なるガラスを組み合わせると，光を導波することができます。光通信用ファイバーが最も広く使

われています。ガラスの光学特性（光吸収や分散）から，最適な構造を設計することができます。単純な同

心円状の光ファイバーでは到達しえない性能も，レンコン状のフォトニッククリスタル構造により実現する

ことが可能です。光を狭い領域に閉じ込めることで光非線形効果を強めることも可能です。 

 

1)石英ガラスのような単成分の場合を除く。また組成の調整範囲はガラス化範囲に限られる。 

主要設備・得意とする技術 

1. 光学評価全般：分光光度計による紫外～可視光吸収測定，FTIRによる赤外分光，屈折率分散測定など。 

2. ガラス物性評価：電気伝導度，誘電分散，熱物性，機械強度，組成分析，X線回折，表面観察など。 

3. 多成分系ガラス組成開発 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

1. 地元企業と共同して工作教室，展示会での実験実演デモ，公開講座を定期的に行っています。 

2. ガラス・セラミックス材料，光学測定や評価などお気軽に相談ください。 
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福井工業高等専門学校シーズ集【素材・加工部門】 

所属部門 素材・加工 

専門分野 

加工学，機械設計 

キーワード 

機械加工，機械設計，安全 

所属学協会・研究会 

日本機械学会 

技術分野 加工学 

 

藤田 祐介 技術職員 

教育研究支援センター 

yusuke_f@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【機械加工における安全】 

 

職業訓練指導員（機械系）の免許を保有し，また，

民間企業の加工現場での経験を活かし，工作機械を使

用した加工をより良く学生に伝える研究を重点的に行

っています。その中には，加工の様子を直接見ること

ができない状況における観察装置の開発や，観察手法

の検討なども含まれています。 

 

●日頃の活動内容 

ものづくりを行う際に起こりうる事故を調査し，そ

れらの原因及び対策をまとめ，安全にものづくりを行

う環境作りを考案している。それらを元に機械加工に

ついて素人である学生に対し，工作機械を扱う際の危険なポイントを，実例を取り上げて指導しています。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

 

【公開講座・出前授業】 

 親子を対象とした公開講座や出前授業などに参画し，簡単な実験やおもちゃ作りを通して参加者の科学

への興味関心を育む活動を行っています。 

・平成27年度  5件 

・平成28年度  2件 

・平成29年度  2件 

 

【地域貢献】 

丹南地域の熱中症予防の指標として，本校HPで公開されているWGBTの測定機器の製作を行いました。製

作を行う際には，気象台に準ずる測定ができるように留意しています。 

 

 

1. 光学評価全般：分光光度計による紫外～可視光吸収測定，FTIRによる赤外分光，屈折率分散測定など。

2. ガラス物性評価：電気伝導度，誘電分散，熱物性，機械強度，組成分析，X線回折，表面観察など。

3. 多成分系ガラス組成開発

1. 地元企業と共同して工作教室，展示会での実験実演デモ，公開講座を定期的に行っています。

2. ガラス・セラミックス材料，光学測定や評価などお気軽に相談ください。

●日頃の活動内容

ものづくりを行う際に起こりうる事故を調査し，そ

れらの原因及び対策をまとめ，安全にものづくりを行

う環境作りを考案しています。それらを元に機械加工

について素人である学生に対し，工作機械を扱う際の危険なポイントを，実例を取り上げて指導しています。
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福井工業高等専門学校シーズ集【素材・加工部門】 

所属部門 素材・加工 
専門分野 

非晶質材料，科学教育，サイエンスリテラシー 

キーワード 

シリカガラス，石英，失透，結晶化，ガラス， 

失透抑制 

所属学協会・研究会 

応用物理学会，日本セラミックス協会，照明学会， 

応用物理教育分科会 

技術分野 無機材料・物性，科学教育 

 

堀井 直宏 技術専門員 

教育研究支援センター 

naop@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【ガラスの失透現象に関する基礎研究】 

 ガラスと不純物の接触，特にアルカリ金属などを含んだ塩と

の接触によって，温度上昇時（700℃〜）に失透というガラスの

劣化現象が発生します。これは，ガラス内に結晶核が生成し，

非晶質のガラスが結晶に変化することで生じる現象です。窓ガ

ラスなどの素材には，ガラスの加工性を上げるためにNaやCaが

含まれており，既に不純物が含まれた状態であるため，容易に

失透が起こります。陶芸における釉薬や粘土にもガラスが含ま

れるものが多く，焼成の段階で失透に起因した割れや模様が生

じる場合があります。 

 私達が目にするガラスの中でも，シリカガラス（石英ガラス）

は，高純度なSiO2によって形成されたガラス材料です。シリカ

ガラスは，ガラスの王様と呼ばれるように，電気絶縁性，耐薬

品性，耐熱性，優れた光透過性等，産業用材料の優等生として

広い応用範囲を持っています。しかし，不純物が存在する環境

では失透による性能の劣化が問題となります。  

  

筆者らは，純粋なSiO2で出来たシリカ

ガラスと不純物を接触させて，シリカ

ガラスが失透するメカニズムの解明を

目指しています。また，シリカガラス

の失透抑制方法についての研究も行っ

ています。 

 

図1 NaClによって同心円状に失透した

シリカガラス 

主要設備・得意とする技術 

 失透によるガラスの劣化機構についての技術相談が可能です。 

 走査型電子顕微鏡（SEM），エネルギー分散型X線分光分析（EDS・EDX），X線回折（XRD），自記分光光度

計などを用いた材料分析を行いながら，失透メカニズムについての研究を行っています。失透抑制技術1と

して，シリカガラスにハロゲン添加を行うことで，失透の内部への進行を抑制できることを見出していま

す。 

 1．【特許第4929457号 シリカガラス材料】 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

H23～25：公開講座“親子科学教室「科学は身近にあふれてる。さあ科学のとびらをあけましょう！」” 

H24，25：公開講座“「親子で作るはじめてのオリジナル写真年賀状」” 

他：共同研究，自転車人力発電機の製作，理科工作教室等の科学啓発活動について随時相談可能です。 
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福井工業高等専門学校シーズ集【素材・加工部門】 

所属部門 素材・加工 
専門分野 

非晶質材料，科学教育，サイエンスリテラシー 

キーワード 

シリカガラス，石英，失透，結晶化，ガラス， 

失透抑制 

所属学協会・研究会 

応用物理学会，日本セラミックス協会，照明学会， 

応用物理教育分科会 

技術分野 無機材料・物性，科学教育 

 

堀井 直宏 技術専門員 

教育研究支援センター 

naop@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【ガラスの失透現象に関する基礎研究】 

 ガラスと不純物の接触，特にアルカリ金属などを含んだ塩と

の接触によって，温度上昇時（700℃〜）に失透というガラスの

劣化現象が発生します。これは，ガラス内に結晶核が生成し，

非晶質のガラスが結晶に変化することで生じる現象です。窓ガ

ラスなどの素材には，ガラスの加工性を上げるためにNaやCaが

含まれており，既に不純物が含まれた状態であるため，容易に

失透が起こります。陶芸における釉薬や粘土にもガラスが含ま

れるものが多く，焼成の段階で失透に起因した割れや模様が生

じる場合があります。 

 私達が目にするガラスの中でも，シリカガラス（石英ガラス）

は，高純度なSiO2によって形成されたガラス材料です。シリカ

ガラスは，ガラスの王様と呼ばれるように，電気絶縁性，耐薬

品性，耐熱性，優れた光透過性等，産業用材料の優等生として

広い応用範囲を持っています。しかし，不純物が存在する環境

では失透による性能の劣化が問題となります。  

  

筆者らは，純粋なSiO2で出来たシリカ

ガラスと不純物を接触させて，シリカ

ガラスが失透するメカニズムの解明を

目指しています。また，シリカガラス

の失透抑制方法についての研究も行っ

ています。 

 

図1 NaClによって同心円状に失透した

シリカガラス 

主要設備・得意とする技術 

 失透によるガラスの劣化機構についての技術相談が可能です。 

 走査型電子顕微鏡（SEM），エネルギー分散型X線分光分析（EDS・EDX），X線回折（XRD），自記分光光度

計などを用いた材料分析を行いながら，失透メカニズムについての研究を行っています。失透抑制技術1と

して，シリカガラスにハロゲン添加を行うことで，失透の内部への進行を抑制できることを見出していま

す。 

 1．【特許第4929457号 シリカガラス材料】 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

H23～25：公開講座“親子科学教室「科学は身近にあふれてる。さあ科学のとびらをあけましょう！」” 

H24，25：公開講座“「親子で作るはじめてのオリジナル写真年賀状」” 

他：共同研究，自転車人力発電機の製作，理科工作教室等の科学啓発活動について随時相談可能です。 
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福井工業高等専門学校シーズ集【素材・加工部門】 

所属部門 素材・加工 

専門分野 

生物有機化学，機能材料化学，合成化学 

キーワード 

機能性色素，天然高分子材料，金属錯体，生体分子 

所属学協会・研究会 

日本化学会，日本薬学会，電気化学会，高分子学会 

技術分野 機能物質化学 

 

松井 栄樹 准教授 

物質工学科 

分子機能化学研究室 

eiki@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【修飾Pc色素を用いた金属センサー，回収剤の開発】 

通常のフタロシアニン(Pc)とは異なり，外部金属

配位サイトを有するPcを設計し合成を行っていま

す。各種金属イオンを添加した場合，色調変化や凝

集沈殿が起こり，センサー，凝集剤として利用可能

です。  

 

【水溶性セルロース基材のポリウレタン樹脂合成】 

天然高分子であり溶剤に不溶のセルロースから水

溶性セルロース誘導体へと変換後，極性基と相互作

用する側鎖を導入し MDIポリマーと反応させます。 

水発泡による天然高分子を基材とした，環境負荷

の少ないポリウレタン樹脂の合成を行っています。 

主要設備・得意とする技術 

・超伝導核磁気共鳴装置 NMR（400MHz），及び顕微赤外吸収スペクトル装置 IRの維持管理 

・蛍光スペクトル装置 FL，紫外可視吸収スペクトル装置 UV，円偏光二色性スペクトル装置 CD の維持管理 

・上記の装置により，有機分子，色素，金属錯体，天然高分子，生体分子の合成と機器分析， 

分子が有する機能性の評価を行っています。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・レンズの光学特性評価 

・天然資源材料の有効活用，溶解，樹脂化 

・各種有機化合物の合成，構造決定 

・色素分子の特性，機能性評価 
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福井工業高等専門学校シーズ集【素材・加工部門】 

所属部門 素材・加工 

専門分野 

凝縮系物理学，電子物性 

キーワード 

電気輸送計測，MEMS/NEMS，低温実験，超伝導・密度波 

所属学協会・研究会 

日本物理学会，応用物理学会 

研究分野 
物性 II，ナノマイクロシス
テム 

 

松浦 徹 准教授 

電気電子工学科 

t-matsuura@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【電子結晶を用いた微小機械振動子素子の研究】 

これまで，“電荷密度波(CDW)”状態をしめすTaS3, NbS3などを用

いて微小な電気-機械振動素子（MEMSまたはNEMSと呼ばれる）

の研究を行ってきました。 

CDW は，異方的な電気伝導体特有のフェルミ面の不安定性(パイ

エルス不安定性)に起因して，電子密度とフォノンがフェルミ波数の

2 倍の波数で周波数 0 の疎密波を作る巨視的量子状態です。CDW

状態では，電子密度が超格子構造を組んだ電子結晶を作ります。電

子結晶は，通常の固体結晶と同じく弾性や剛性が生じるため，電子

物性と機械特性の間に強い相互作用を持っていると期待されます。 

相互作用がより強い物質系を見つけることができれば，

MEMS/NEMS を単純にかつ小型化・集積化でき，量子力学・熱力

学などの基礎物理の実験や，生体・医療への応用が考えられます。

これまでに，図に示すような CDW ナノ振動子を作成し，電子物性

-機械特性間の相互作用の測定を行っています。 

 

 

主要設備・得意とする技術 

・ネットワークアナライザー 

・高周波プリアンプ 

・微小電流測定 

・低温技術 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・市民講座 

・企業の依頼研究（電子素子の温度特性測定・評価） 

図. 作成した両端支持梁型 CDW ナ

ノ共振子の走査電子顕微鏡像と模

式図 
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福井工業高等専門学校シーズ集【素材・加工部門】 

所属部門 素材・加工 

専門分野 

凝縮系物理学，電子物性 

キーワード 

電気輸送計測，MEMS/NEMS，低温実験，超伝導・密度波 

所属学協会・研究会 

日本物理学会，応用物理学会 

研究分野 
物性 II，ナノマイクロシス
テム 

 

松浦 徹 准教授 

電気電子工学科 

t-matsuura@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【電子結晶を用いた微小機械振動子素子の研究】 

これまで，“電荷密度波(CDW)”状態をしめすTaS3, NbS3などを用

いて微小な電気-機械振動素子（MEMSまたはNEMSと呼ばれる）

の研究を行ってきました。 

CDW は，異方的な電気伝導体特有のフェルミ面の不安定性(パイ

エルス不安定性)に起因して，電子密度とフォノンがフェルミ波数の

2 倍の波数で周波数 0 の疎密波を作る巨視的量子状態です。CDW

状態では，電子密度が超格子構造を組んだ電子結晶を作ります。電

子結晶は，通常の固体結晶と同じく弾性や剛性が生じるため，電子

物性と機械特性の間に強い相互作用を持っていると期待されます。 

相互作用がより強い物質系を見つけることができれば，

MEMS/NEMS を単純にかつ小型化・集積化でき，量子力学・熱力

学などの基礎物理の実験や，生体・医療への応用が考えられます。

これまでに，図に示すような CDW ナノ振動子を作成し，電子物性

-機械特性間の相互作用の測定を行っています。 

 

 

主要設備・得意とする技術 

・ネットワークアナライザー 

・高周波プリアンプ 

・微小電流測定 

・低温技術 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・市民講座 

・企業の依頼研究（電子素子の温度特性測定・評価） 

図. 作成した両端支持梁型 CDW ナ

ノ共振子の走査電子顕微鏡像と模

式図 

- 111 - 
 

福井工業高等専門学校シーズ集【素材・加工部門】 

所属部門 素材・加工 

専門分野 

塑性加工学，材料力学 

キーワード 

板成形，焼付き，チタン 

所属学協会・研究会 

日本機械学会，日本塑性加工学会 

技術分野 生産工学・加工学 

 

村中 貴幸 准教授 

機械工学科 

塑性加工研究室 

muranaka@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【塑性加工製品の高付加価値化】 

● 容器製品の精度向上策の開発 

   密閉性，耐圧性の向上を目指したより真円に近い容器の成形 

  ⇒金型の精度に依存しない変形時の材料流動を活用 

● Ti成形の焼付き防止策の開発 

   工業用チタンの画期的プレス成形技術 

  ⇒酸化皮膜を用いない新しい焼付き防止策の開発 

 

主要設備・得意とする技術 

機械工学科棟１Fに設置された 500kN油圧式万能試験機を管理しています。本年度 300kN ギア式の精密万能

試験機が導入される予定です。板，丸棒など試験片の形状を問わず引張，圧縮，曲げの評価試験が実施可能

です。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・チタン製眼鏡枠のプレス成型法の開発 

・均一肉厚容器の成型法開発 

・先端マテリアル創成・加工技術研究会メンバー 

・中小企業産業大学校「機械工学の基礎」講師 
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福井工業高等専門学校シーズ集【素材・加工部門】 

所属部門 素材・加工 
専門分野 

材料工学，表面工学，レーザー加工 

キーワード 

表面改質，フェムト秒レーザー，ナノ構造，硬質薄膜 

所属学協会・研究会 

日本金属学会，日本機械学会，レーザー学会，日本材料

学会，日本応用物理学会，表面技術協会，日本熱処理技

術協会，日本工学教育協会 

技術分野 ナノ材料工学 

 

安丸 尚樹 教授 

機械工学科 

材料工学研究室 

yasuma@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【フェムト秒レーザーによるナノ加工と次世代トライボロジー制御技術】 

● 当研究室で見出したフェムト秒レーザーによるDLCやTiN等の硬質薄膜や金属表面への周期的ナノ構

造加工技術（形状・サイズ等を制御加工）とトライボロジー制御技術への応用 

 

 

主要設備・得意とする技術 

イオンプレーティング装置，走査型プローブ顕微鏡（SPM），マイクロスコープ顕微鏡，摩擦摩耗試験機，

走査電子顕微鏡（SEM），ナノメカニカル試験装置，電気化学測定システム 

薄膜作製，表面改質，フェムト秒レーザー加工技術，SEM等による表面分析技術 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

県内の企業・産業支援センター・大学等と連携し，フェムト秒レーザー援用ナノ構造加工技術について，

JSTの地域結集型共同研究事業（平成12－17年度）・育成研究（平成18－21年度）・A-STEP（平成23年度）

や，科学研究費（平成14－22，24－29年度）に採択されています。今後も，表面改質技術やレーザー微細

加工技術に関して共同研究を実施したいと考えています。なお，ロボコン用ロボットの実演活動を約20年

間実施しましたが，最近は3Dプリンターによる製作活動を行なっています。 
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福井工業高等専門学校シーズ集【素材・加工部門】 

所属部門 素材・加工 
専門分野 

材料工学，表面工学，レーザー加工 

キーワード 

表面改質，フェムト秒レーザー，ナノ構造，硬質薄膜 

所属学協会・研究会 

日本金属学会，日本機械学会，レーザー学会，日本材料

学会，日本応用物理学会，表面技術協会，日本熱処理技

術協会，日本工学教育協会 

技術分野 ナノ材料工学 

 

安丸 尚樹 教授 

機械工学科 

材料工学研究室 

yasuma@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【フェムト秒レーザーによるナノ加工と次世代トライボロジー制御技術】 

● 当研究室で見出したフェムト秒レーザーによるDLCやTiN等の硬質薄膜や金属表面への周期的ナノ構

造加工技術（形状・サイズ等を制御加工）とトライボロジー制御技術への応用 

 

 

主要設備・得意とする技術 

イオンプレーティング装置，走査型プローブ顕微鏡（SPM），マイクロスコープ顕微鏡，摩擦摩耗試験機，

走査電子顕微鏡（SEM），ナノメカニカル試験装置，電気化学測定システム 

薄膜作製，表面改質，フェムト秒レーザー加工技術，SEM等による表面分析技術 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

県内の企業・産業支援センター・大学等と連携し，フェムト秒レーザー援用ナノ構造加工技術について，

JSTの地域結集型共同研究事業（平成12－17年度）・育成研究（平成18－21年度）・A-STEP（平成23年度）

や，科学研究費（平成14－22，24－29年度）に採択されています。今後も，表面改質技術やレーザー微細

加工技術に関して共同研究を実施したいと考えています。なお，ロボコン用ロボットの実演活動を約20年

間実施しましたが，最近は3Dプリンターによる製作活動を行なっています。 
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福井工業高等専門学校シーズ集【素材・加工部門】 

 

所属部門 素材・加工 

専門分野 

機械設計,加工学 

キーワード 

機械設計,機械加工 

所属学協会・研究会 

 

技術分野 生産工学・加工学 

 

山田 健太郎 技術職員 

教育研究支援センター 

k-yamada@fukui-nct.ac.jp  

研究テーマ 

【機械工作実習における機械加工】 

 

初めて機械を使用する学生が多いため，初心者に分かりやすく機械操作の説明や機械の構造などを説明し

ています。世の中にはNC機械のように自動で加工する機械も多くありますが，やはり機械を手動で操作し

てみて，実際に「もの」を加工する感触を体験したり感じたりすることは，非常に大事だと思います。こ

のような体験が多くできるような実習方法を模索，検討しています。 

 

また，より直感的に分かりやすくするため，視覚に訴えるように写真，図などを多く利用した資料等を作

成しています。初心者でも理解できるように，工作機械の構造や操作方法などの資料を工作機械メーカー

の取扱説明書などを参考にして作成しています。 

 

 

 

 

 

 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

H28年度 公開講座 7月 「小中学生夏休み科学教室」  

H27年度 公開講座 7月 「小中学生夏休み科学教室」  

H27年度 公開講座 11月 「親子で作るオリジナル写真年賀状」 
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福井工業高等専門学校シーズ集【計測・制御部門】 

所属部門 計測・制御／素材・加工 

専門分野 

機械設計法，機構学，繊維 

キーワード 

機構設計，画像処理，数値計算，シーケンス制御 

所属学協会・研究会 

日本機械学会，日本繊維機械学会 

技術分野 機械力学・制御 

 

金田 直人 講師 

機械工学科 

機構設計研究室 

kaneda@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【糸の加工メカニズムの研究】 

～実験・シミュレーション～ 

 糸の接触状態・糸張力の観察 

 糸経路・糸張力のモデリング 

（例）ディスクフリクションの場合 

Yarn (POY)

Feed roller （VF）

Delivery roller （VD）
Yarn (DTY)

High speed camera

Tension meter

Disk1

Disk3
Disk2

Disk4

Entrance guide

Exit guide

 

【フィラメント糸のモデリング】 

～シミュレーション～ 

 引張,圧縮,曲げ等を考慮 

 粘弾性を考慮 

 フィラメント糸の挙動確認 

 

 

【糸形状の評価システムの開発】 

～実験～ 

 見かけ糸太さを観察 

 糸の断面形状を把握 

 加工糸の捲縮特性の評価 

サーボドライバ 巻糸体
サーボモータ

加工糸

ステッピングモータ

マイクロスコープ

円板

重り

回転

 

主要設備・得意とする技術 

●【主要設備：機械工学科棟1階機械工学実験室1】仮撚加工機，糸太さ評価システム，丸編機 

●衣服等に用いられている仮撚加工糸を生産し，糸形状の評価ならびに丸編の試験試料が作成できます。 

●シーケンス制御，画像処理等を用いて様々な評価に必要なインタフェースの開発を得意としています。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

【地域貢献】 

公開授業：オリジナル携帯ストラップ（キーホルダー）を作ろう（H25年度～） 

出前授業：H24年度 2件，H23年度 1件，H22年度 1件 

【学会活動等】 

日本繊維機械学会 北陸支部評議委員，金沢工業会 福井支部機械系幹事 

【共同研究等】 

 繊維機械における加工中の糸状態を把握する評価システムの構築（H25年度～） 

 

引張 

糸断面 

断面形状 
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福井工業高等専門学校シーズ集【計測・制御部門】 

所属部門 計測・制御／素材・加工 

専門分野 

機械設計法，機構学，繊維 

キーワード 

機構設計，画像処理，数値計算，シーケンス制御 

所属学協会・研究会 

日本機械学会，日本繊維機械学会 

技術分野 機械力学・制御 

 

金田 直人 講師 

機械工学科 

機構設計研究室 

kaneda@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【糸の加工メカニズムの研究】 

～実験・シミュレーション～ 

 糸の接触状態・糸張力の観察 

 糸経路・糸張力のモデリング 

（例）ディスクフリクションの場合 

Yarn (POY)

Feed roller （VF）

Delivery roller （VD）
Yarn (DTY)

High speed camera

Tension meter

Disk1

Disk3
Disk2

Disk4

Entrance guide

Exit guide

 

【フィラメント糸のモデリング】 

～シミュレーション～ 

 引張,圧縮,曲げ等を考慮 

 粘弾性を考慮 

 フィラメント糸の挙動確認 

 

 

【糸形状の評価システムの開発】 

～実験～ 

 見かけ糸太さを観察 

 糸の断面形状を把握 

 加工糸の捲縮特性の評価 

サーボドライバ 巻糸体
サーボモータ

加工糸

ステッピングモータ

マイクロスコープ

円板

重り

回転

 

主要設備・得意とする技術 

●【主要設備：機械工学科棟1階機械工学実験室1】仮撚加工機，糸太さ評価システム，丸編機 

●衣服等に用いられている仮撚加工糸を生産し，糸形状の評価ならびに丸編の試験試料が作成できます。 

●シーケンス制御，画像処理等を用いて様々な評価に必要なインタフェースの開発を得意としています。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

【地域貢献】 

公開授業：オリジナル携帯ストラップ（キーホルダー）を作ろう（H25年度～） 

出前授業：H24年度 2件，H23年度 1件，H22年度 1件 

【学会活動等】 

日本繊維機械学会 北陸支部評議委員，金沢工業会 福井支部機械系幹事 

【共同研究等】 

 繊維機械における加工中の糸状態を把握する評価システムの構築（H25年度～） 

 

引張 

糸断面 

断面形状 
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福井工業高等専門学校シーズ集【計測・制御部門】 

所属部門 計測・制御 
専門分野 

制御工学，ロボット工学 

キーワード 

制御，モデリング，システム同定，信号処理，移動ロボ

ット，農工連携 

所属学協会・研究会 

システム制御情報学会，計測自動制御学会，日本ロボッ

ト学会，日本機械学会 

技術分野 制御・ロボティクス 

 

亀山 建太郎 准教授 

機械工学科 

人間機械システム研究室 

k_kame@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【水田用小型ロボットの研究開発】 

 

本テーマでは，水田を自律走行す

る小型ロボットの研究開発を行って

います。 

ロボットは，チェーンのけん引に

よる除草を主目的としていますが，

その他にも，水田環境の計測や，施

肥への利用についても視野に入れ

た，水田用移動プラットフォームと

しての開発を目指しています。 

【移動体の衝突・座礁検出アルゴ

リズムに関する研究】 

本テーマでは，除草ロボットな

どの小型移動体の移動履歴や加

速度データを計測することによ

り，衝突・座礁の兆しを検出し，

回避行動をとらせることを目的

として，カルマンフィルターを応

用した座礁検出アルゴリズムを

開発しています。 

本テーマで開発しているアル

ゴリズムは，座礁検出だけではな

く，移動体の位置推定や，機器の

故障検出などにも応用可能なも

のです。 

 

【部分空間法に基づく未知シ

ステムのモデル構築・制御】 

本テーマでは，動特性が未知

なシステムのモデルを，入出力

データに基づいて決定する方

法について研究をしています。 

具体的には，化学プラントや

機械システムに振動などの入

力を与え，出力を計測して処理

することにより，数学モデルを

導出します。 

本手法で得たモデルは，制

御，故障検出，動特性解析など

に利用することができます。 

 

主要設備・得意とする技術 

 計測データに基づく故障検出や，移動体の位置推定・衝突検出に関する研究，および，制御・信号処理

技術のロボティクスへの応用について研究しています。 

 小型機器の製作に利用可能な，3Dプリンタ（KEYENCE AGILISTA-3100），カラーハンディ3Dスキャナ（Artec 

EVA），3Dスキャナ（Roland LPX-600RE），基板加工機（（株）ミッツ Auto Lab W），レーザー加工機（Epilog 

Mini 24）を管理しています。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

 越前市中学ロボコンの開催協力 

 「工業技術を利用した次世代農業研究会（福井県）」に参加し，水田用除草ロボットの研究開発を行

っています。また，鯖江市のメーカーとの共同開発，営農企業の協力による実地試験等を行っており，

農業などへの計測制御技術・ロボット技術の応用に関する研究を推進したいと考えています。 
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福井工業高等専門学校シーズ集【計測・制御部門】 

所属部門 計測・制御／素材・加工 

専門分野 

加工学，知能機械学 

キーワード 

機械加工，汎用工作機械，電子工作，電気工事 

組込み型マイコン 

技術分野 機械工学 

 

北川 浩和  技術専門員 

教育研究支援センター 

機械実習工場 

kitagawa@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【機械加工，実技指導】 

機械実習初心者にも安全で分かり

やすい，座学やテキストでは学習

できない経験的知識（暗黙知）の

習得に重点を置いた実技指導を行

っています。 

同時に機械切削加工での各種測定

工具等の実用使用法，取扱法の指

導も行っています。 

また，各種工作機械を利用し実験

装置，実習補助具等の製作も行っ

ています。     

 

【知能機械，ロボット】 

機械を動かすための電気複合技

術や組込み型マイコン，プログ

ラミングを含む電子工作的な弱

電分野から，軽微な低圧電気工

事までの電気・電子制御技術の

習得に努めて参りました。 

プログラム学習用ロボットの開

発では，機械部品加工，電子回

路設計，プリント基板設計，組

み立てまで電気，機械総合的な

製作を行いました。 

 

【３Ｄプリンターを使った造形】 

３Ⅾプリンターによる積層造形

を利用した，各種試作を行ってい

ます。その中で，最小限のモデリ

ング材，サポート材による造形工

夫や，設計段階で強度を考慮した

部品分割による，造形時間の短縮

から，コスト低減工夫した造形を

行っています。 

また，造形物と金属部品を組み合

わせた，ハイブリッド的な部品製

作も予定しています。 

 

主要設備・得意とする技術 

 

機械実習工場に設置されている汎用，ＮＣ旋盤，工作機械を利用した各種機械加工，実験装置製作。 

実用電子回路設計，プリント基板製作，電子工作から軽微な低圧電気工事までの実用作業。 

次世代加工機（３Ⅾプリンター等）を活用した，各種設計，造形製作。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

メカトロで遊んでロボットに強くなろう。（2005年 機械工学科公開講座） 

３Ｄプリンターでレスキュー笛を造形する夏季科学教室（2015年 教育研究支援センター公開講座） 
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福井工業高等専門学校シーズ集【計測・制御部門】 

所属部門 計測・制御／素材・加工 

専門分野 

加工学，知能機械学 

キーワード 

機械加工，汎用工作機械，電子工作，電気工事 

組込み型マイコン 

技術分野 機械工学 

 

北川 浩和  技術専門員 

教育研究支援センター 

機械実習工場 

kitagawa@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【機械加工，実技指導】 

機械実習初心者にも安全で分かり

やすい，座学やテキストでは学習

できない経験的知識（暗黙知）の

習得に重点を置いた実技指導を行

っています。 

同時に機械切削加工での各種測定

工具等の実用使用法，取扱法の指

導も行っています。 

また，各種工作機械を利用し実験

装置，実習補助具等の製作も行っ

ています。     

 

【知能機械，ロボット】 

機械を動かすための電気複合技

術や組込み型マイコン，プログ

ラミングを含む電子工作的な弱

電分野から，軽微な低圧電気工

事までの電気・電子制御技術の

習得に努めて参りました。 

プログラム学習用ロボットの開

発では，機械部品加工，電子回

路設計，プリント基板設計，組

み立てまで電気，機械総合的な

製作を行いました。 

 

【３Ｄプリンターを使った造形】 

３Ⅾプリンターによる積層造形

を利用した，各種試作を行ってい

ます。その中で，最小限のモデリ

ング材，サポート材による造形工

夫や，設計段階で強度を考慮した

部品分割による，造形時間の短縮

から，コスト低減工夫した造形を

行っています。 

また，造形物と金属部品を組み合

わせた，ハイブリッド的な部品製

作も予定しています。 

 

主要設備・得意とする技術 

 

機械実習工場に設置されている汎用，ＮＣ旋盤，工作機械を利用した各種機械加工，実験装置製作。 

実用電子回路設計，プリント基板製作，電子工作から軽微な低圧電気工事までの実用作業。 

次世代加工機（３Ⅾプリンター等）を活用した，各種設計，造形製作。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

メカトロで遊んでロボットに強くなろう。（2005年 機械工学科公開講座） 

３Ｄプリンターでレスキュー笛を造形する夏季科学教室（2015年 教育研究支援センター公開講座） 
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福井工業高等専門学校シーズ集【計測・制御部門】 

所属部門 計測・制御 

専門分野 

精密計測・幾何光学 

キーワード 

光ファイバ変位計, ３次元特性, 等方性 

所属学協会・研究会 

精密工学会 

技術分野 機械工学 

 

北野 公崇 技術職員 

教育研究支援センター 

kitano@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【光ファイバを応用した等方的３次元特性をもつ変位計】 

光ファイバ変位計３組を応用し，球に対する XYZ 方向(３次元)感度が等方的な変位センサを開発します。

現在，幾何光学に基づくシミュレーションにより，光学変位センサの特性を研究しています（図１）。高感

度かつ等方的３次元特性をもつ光学変位センサの実現により，方向依存の測定誤差をナノメートルオーダー

まで小さくできる可能性があります。応用例として，三次元座標測定機のタッチプローブの研究を行ってき

ました（図 2）。 

 

 

図 1. 反射光線の幾何光学的な導出         図 2. 3Dタッチプローブ（応用例） 
 

主要設備・得意とする技術 

【得意とする技術】 

  ・光ファイバ変位計の高感度化・設計・試作 

  ・各測定対象形状に対する光ファイバ変位計の特性シミュレーション 

  ・三次元座標測定機用タッチプローブの寸法測定誤差低減方法の提案 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

【研究提案】 

  ・6自由度変位ベクトルが計測可能な光学変位センサの提案 

  ・等方的３次元特性を応用した計測機器の提案 
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福井工業高等専門学校シーズ集【計測・制御部門】 

所属部門 計測・制御 

専門分野 

電気電子工学 

キーワード 

ナイロン人工筋肉，収縮長さ 

技術分野 制御・システム工学 

 

久保 杏奈 技術職員 

教育研究支援センター 

kubo@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【ナイロンを用いた人工筋肉の作製および制御】 

 

 ナイロンをスプリング状にし，それ自体を加熱・冷却することで，人工筋肉のような収縮または伸長動作が

得られます。これを「ナイロン人工筋肉」と呼び，実際に作製してみました（図 1）。 

 また，このナイロン人工筋肉の荷重および熱に対する耐久性や電気的に収縮・伸長させる方法についても計

測を行っています（図 2）。 

  
       図 1 ナイロン人工筋肉          図 2 ナイロン人工筋肉の収縮長さの電圧依存性 

 

 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

公開講座「小中学生夏休み科学教室」，「親子で作るオリジナル写真年賀状」等に参加予定 
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福井工業高等専門学校シーズ集【計測・制御部門】 

所属部門 計測・制御 

専門分野 

電気電子工学 

キーワード 

ナイロン人工筋肉，収縮長さ 

技術分野 制御・システム工学 

 

久保 杏奈 技術職員 

教育研究支援センター 

kubo@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【ナイロンを用いた人工筋肉の作製および制御】 

 

 ナイロンをスプリング状にし，それ自体を加熱・冷却することで，人工筋肉のような収縮または伸長動作が

得られます。これを「ナイロン人工筋肉」と呼び，実際に作製してみました（図 1）。 

 また，このナイロン人工筋肉の荷重および熱に対する耐久性や電気的に収縮・伸長させる方法についても計

測を行っています（図 2）。 

  
       図 1 ナイロン人工筋肉          図 2 ナイロン人工筋肉の収縮長さの電圧依存性 

 

 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

公開講座「小中学生夏休み科学教室」，「親子で作るオリジナル写真年賀状」等に参加予定 
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福井工業高等専門学校シーズ集【計測・制御部門】 

所属部門 計測・制御 

専門分野 

自動制御，自動計測 

キーワード 

予見制御，スライディングモード制御，入力制限問題 

所属学協会・研究会 

システム制御情報学会，信号処理学会，日本工学教育協

会 

技術分野 自動制御 

 

佐藤 匡 教授 

電気電子工学科 

制御工学研究室 

tsato@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

 

【ディジタル予見スライディングモード制御系構成法】 

●目標値の未来情報を利用しシステムの応答改善を図る予見 

 制御と，外乱やパラメータ変動に強い可変構造制御の一種で 

 あるスライディングモード制御の特徴を併せ持つ制御系構成 

法です。 

 全系を一括で設計する手法と，基本となる系に補償器を付加 

 する手法があります。(図1) 

                                       (図1) 

 

【繰り返し予見スライディングモード制御系構成法】 

●周期性のある目標値に対応できる予見スライディングモード 

 制御系構成法。外乱に強く位相遅れ改善効果があります。(図2) 

 

【離散有限個の入力による制御器設計法】 

●線形アンプを必要としない，離散値制御の一種。システムの           (図2) 

 構造を簡単にし，効率改善効果が期待できます。 

主要設備・得意とする技術 

倒立振子実験装置を管理しています。制御 CAD ソフト Matlabおよび Simulinkを用いた制御器設計設計から

実装までをシームレスに行えます。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・公開講座「自律ロボット製作入門」 

・各種装置の自動計測および自動制御 
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福井工業高等専門学校シーズ集【計測・制御部門】 

所属部門 計測・制御 

専門分野 

生産工学・加工学 

キーワード 

温度計測，切削抵抗，工具摩耗，レーザフォーミング 

所属学協会・研究会 

精密工学会，砥粒加工学会，レーザ加工学会，トライボ

ロジー学会 

技術分野 機械工学 

 

千徳 英介 准教授 

機械工学科 

生産加工システム研究室 

sentoku@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【切削およびレーザ加工の加工温度モニタリング】 

●目的：熱電対などでは難しい切削やレーザの

加工点の温度を高応答，高精度に測定します。 

●特徴：加工点から放出される赤外線を検出

し，温度に変換するため非接触で温度場を乱さ

ずに温度測定が可能です。 

●成果例:レーザによる塑性加工法であるレー

ザフォーミング加工に適用し，左図のような温

度モニタリングシステムを構築して，変形メカ

ニズムの解明と加工量の制御パラメータとし

ての加工温度の可能性を示しています。 

●社会との関わり：加工温度の観点から加工プ

ロセスを検証し，加工技術や工具の開発に貢献

しています。 

 

主要設備・得意とする技術 

●主要設備：マシニングセンタ（森精機，NV4000） 

●得意とする技術： 

・ドリル加工，エンドミル加工時の切削抵抗と切削温度の測定 

・レーザ加工時の加工温度測定 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

●実績： 

・地元メーカーと外部助成金を獲得し，切削工具の高度化に関する研究を行いました。 

・簡単な工作を行う小学校向けの出前授業や中学生向けの公開講座などものづくりに関する活動を行ないま

した。 

●提案： 

・切削加工，レーザ加工の高度化や課題解決に関する技術相談，共同研究を行います。  

 

 

●実績：

・地元メーカーと外部助成金を獲得し，切削工具の高度化に関する研究を行いました。

・簡単な工作を行う小学校向けの出前授業や中学生向けの公開講座などものづくりに関する活動を行ない

ました。

●提案：

・切削加工，レーザ加工の高度化や課題解決に関する技術相談，共同研究を行います。
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福井工業高等専門学校シーズ集【計測・制御部門】 

所属部門 計測・制御 

専門分野 

生産工学・加工学 

キーワード 

温度計測，切削抵抗，工具摩耗，レーザフォーミング 

所属学協会・研究会 

精密工学会，砥粒加工学会，レーザ加工学会，トライボ

ロジー学会 

技術分野 機械工学 

 

千徳 英介 准教授 

機械工学科 

生産加工システム研究室 

sentoku@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【切削およびレーザ加工の加工温度モニタリング】 

●目的：熱電対などでは難しい切削やレーザの

加工点の温度を高応答，高精度に測定します。 

●特徴：加工点から放出される赤外線を検出

し，温度に変換するため非接触で温度場を乱さ

ずに温度測定が可能です。 

●成果例:レーザによる塑性加工法であるレー

ザフォーミング加工に適用し，左図のような温

度モニタリングシステムを構築して，変形メカ

ニズムの解明と加工量の制御パラメータとし

ての加工温度の可能性を示しています。 

●社会との関わり：加工温度の観点から加工プ

ロセスを検証し，加工技術や工具の開発に貢献

しています。 

 

主要設備・得意とする技術 

●主要設備：マシニングセンタ（森精機，NV4000） 

●得意とする技術： 

・ドリル加工，エンドミル加工時の切削抵抗と切削温度の測定 

・レーザ加工時の加工温度測定 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

●実績： 

・地元メーカーと外部助成金を獲得し，切削工具の高度化に関する研究を行いました。 

・簡単な工作を行う小学校向けの出前授業や中学生向けの公開講座などものづくりに関する活動を行ないま

した。 

●提案： 

・切削加工，レーザ加工の高度化や課題解決に関する技術相談，共同研究を行います。  

 

 

- 121 - 
 

福井工業高等専門学校シーズ集【計測・制御部門】 

所属部門 計測・制御 

専門分野 

液圧工学，トライボロジー 

キーワード 

液圧機器，トライボロジー，最適設計 

所属学協会・研究会 

日本機械学会，日本フルードパワーシステム学会 

技術分野 流体工学 

 

田中 嘉津彦 教授 

機械工学科 

液圧研究室 

katanaka@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【液圧機器における基本しゅう動要素の最適設計法

の提案】 

トライボロジー(摩擦・摩耗・潤滑の総称)の観点

から液圧機器の基本しゅう動要素の一つであるピ

ストンの運動特性を検討し，機器の効率と信頼性の

向上が図れるしゅう動部形状に関する設計法の確

立を目指しています。下図は，数値計算と実験によ

り明らかとなったシリンダ内のピストンの運動軌

跡の例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【液圧機器におけるハイブリッド軸受の基本特性】 

 液圧機器には，静圧と動圧の二つの効果を有した軸

受が多用されており，一般的な軸受とは異なり，シー

ルと軸受の相反する機能が要求されています。両機能

は，同要素の運動特性と密接に関係しており，下図の

ようなモデルを提案し，混合潤滑解析を踏まえた基本

的な運動特性を解析しています。このような解析結果

を通して，ハイブリッド軸受の特性評価を行い，基本

的な設計指針の提示を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主要設備・得意とする技術 

・液圧機器で用いられているピストンの摩擦特性や運動特性を実験的に調査するためのモデル機を保有して

います。同モデル機では，スリッパ軸受の運動特性を調査することも可能です。 

・機械システムにおけるしゅう動部のトライボロジー問題に，実験と理論の両面からアプローチしています。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・しゅう動部の摩擦特性に関する実験および数値計算 

・しゅう動要素の運動挙動 

・なじみ運転条件の検討 
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福井工業高等専門学校シーズ集【計測・制御部門】 

所属部門 計測・制御 

専門分野 

シミュレーション，信号解析，工学教育 

キーワード 

歩行ロボット，画像解析，ものづくり 

所属学協会・研究会 

電子情報通信学会，レーザー学会，工学教育協会 

技術分野 知覚情報処理 

 

西 仁司 准教授 

電子情報工学科 

nishi@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【歩行ロボットの歩容生成】 

● 歩くロボットは人間社会との整合性が高く，さまざまな利用形態に期待 

→ロボットセラピー分野への応用を目的に，ロボットの歩容生成手法を提案 

● 動物らしい歩き方を実現するために，遺伝的アルゴリズム，動物学，人間の感性など複数の手法を利用

した歩き方の評価を実施 

 
【ＦＭ一括変換方式における特性シミュレーション】 

● 周波数分割多重された信号を一括してＦＭ変調して光ファイバ伝送 

→伝送帯域の効率的な利用，E/O変換時の非線形特性に対する耐性 

● システムの伝送特性を決めるパラメータの特定に向けた研究 

主要設備・得意とする技術 

・4 足歩行ロボット「ＡＩＢＯ」，2 足歩行ロボット「ＰＡＬＲＯ」等を利用した，ロボット体験出前授業

の実施 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・公開講座「ＦＭラジオを作ろう」「簡単！マイコンでプログラミング」（実績） 

・出前授業「越前市中学ロボットコンテスト製作教室」（実績） 

・出前授業「ＡＩＢＯと遊ぼう」（実績） 

・出前授業「ＬＥＧＯでロボットを作ろう」（実績） 

・メガネ枠製造業者様とさばえメガネワクwakuコンテスト優秀作品の試作（実績） 

・共同研究「生産技術の向上に関する研究」（実績） 
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福井工業高等専門学校シーズ集【計測・制御部門】 

所属部門 計測・制御 

専門分野 

シミュレーション，信号解析，工学教育 

キーワード 

歩行ロボット，画像解析，ものづくり 

所属学協会・研究会 

電子情報通信学会，レーザー学会，工学教育協会 

技術分野 知覚情報処理 

 

西 仁司 准教授 

電子情報工学科 

nishi@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【歩行ロボットの歩容生成】 

● 歩くロボットは人間社会との整合性が高く，さまざまな利用形態に期待 

→ロボットセラピー分野への応用を目的に，ロボットの歩容生成手法を提案 

● 動物らしい歩き方を実現するために，遺伝的アルゴリズム，動物学，人間の感性など複数の手法を利用

した歩き方の評価を実施 

 
【ＦＭ一括変換方式における特性シミュレーション】 

● 周波数分割多重された信号を一括してＦＭ変調して光ファイバ伝送 

→伝送帯域の効率的な利用，E/O変換時の非線形特性に対する耐性 

● システムの伝送特性を決めるパラメータの特定に向けた研究 

主要設備・得意とする技術 

・4 足歩行ロボット「ＡＩＢＯ」，2 足歩行ロボット「ＰＡＬＲＯ」等を利用した，ロボット体験出前授業

の実施 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・公開講座「ＦＭラジオを作ろう」「簡単！マイコンでプログラミング」（実績） 

・出前授業「越前市中学ロボットコンテスト製作教室」（実績） 

・出前授業「ＡＩＢＯと遊ぼう」（実績） 

・出前授業「ＬＥＧＯでロボットを作ろう」（実績） 

・メガネ枠製造業者様とさばえメガネワクwakuコンテスト優秀作品の試作（実績） 

・共同研究「生産技術の向上に関する研究」（実績） 

- 123 - 
 

福井工業高等専門学校シーズ集【計測・制御部門】 

所属部門 計測・制御 

専門分野 

制御工学，画像処理，パターン認識，ゲーム学 

キーワード 

ロボット経路計画，画像認識，ゲームアプリ 

所属学協会・研究会 

情報処理学会，ロボット学会，次世代ロボット研究会・

北陸 

技術分野 
知覚情報処理・知能ロボテ
ィクス 

 

村田 知也 講師 

電子情報工学科 

知識情報処理演習室 

murata@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【マニピュレータの経路計画】 

● マニピュレータとはロボットアームのことです。そのマニピュレータを初期姿勢から，障害物と干渉

しない目的姿勢までの経路を計算する問題は経路計画と呼ばれています。従来の方法では膨大な計算量が

必要になるので，高速化のできる手法を提案します。また画像認識を利用してトマトの収穫ロボットの開

発をしています。 

 

【メガネをバーチャルに試着する研究】 

● 映像やセンサーを使って顔や体を認識することで，メガネをバーチャルに試着することができ，リア

ルタイムにデザインが可能になるアプリケーションの開発を行います。 

 

主要設備・得意とする技術 

 ロボットマニピュレータの経路計画シミュレーション。 

 i-OS，Android端末を使ったアプリケーションの作成。 

 画像処理による物体検出と認識。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

 トマト収穫ロボットの開発 

 眼鏡企業との研究開発 

 ご当地におけるゲームアプリの開発 
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福井工業高等専門学校シーズ集【計測・制御部門】 

所属部門 計測・制御 

専門分野 

計測工学，センサ工学，イオンビーム工学 

キーワード 

放射線，センサ，マイコン，イオンビーム 

所属学協会・研究会 

応用物理学会，米国物理学会，日本工学教育協会， 

技術分野 計測工学 

 

米田 知晃 教授 

電気電子工学科 

計測工学研究室 

yoneda@fukui-nct.ac.jp 

研究テーマ 

【慣性センサ（加速度センサ，ジャイロセンサ）を利用した運動動作計測】 

 加速度センサを用いたバスケットボール競技におけるワン・ハンドシュート動作分析 

 加速度センサと無線モジュールを利用したランニングおよびジャンプ動作分析． 

 

【教育用放射線検出用電子回路に関する研究】 

 PINフォトダイオードを用いた放射線検出回路 

 GM 管を用いた簡単な放射線検出回路 

 波形整形回路とカウンタ回路 

 展示用ガスフロー計数管の作成 

 PHA（Pulse Hight Analysis）回路 

 CsI(Tl)シンチレータと MPPC を用いた放射線検出回路 

 放射線検出回路用のトランス昇圧型高電圧発生回路 

 

主要設備・得意とする技術 

・3Dプロッタ，プリント基板加工機を管理しており，樹脂加工や回路基板設計などに利用しています。 

・GMサーベイメータ，シンチレーションサーベイメータ，環境放射線モニタ 

・イオン注入やイオン散乱分光のコンピュータシミュレーション技術 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・イオンビームを用いた薄膜表面分析 

・防災対策のための河川における水位計測システムの開発 

・原子力防災に関する講演会 

・3Dプロッタ，プリント基板加工機を管理しており，樹脂加工や回路基板設計などに利用しています。

・GMサーベイメータ，シンチレーションサーベイメータ，環境放射線モニタ

・イオン注入やイオン散乱分光のコンピュータシミュレーション技術

・イオンビームを用いた薄膜表面分析

・防災対策のための河川における水位計測システムの開発

・原子力防災に関する講演会
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